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ブラック上司、参上




　まだまだ残暑が厳しい、八月下旬の昼下がり。

　私は、とあるレストランの裏口に立っていた。

　主に業務用食品を扱う卸売業の会社、『スマイルメイキング』に入社して五年目。急きょ営業部に異動が決まり、一週間前に配属されたばかり。

　普段はオフィスの中で、資料作成などの事務作業をしているけれど、今は先輩社員から頼まれ事をされてここにいる。

　このイタリアンレストランは、うちの会社から多くの食材を仕入れてくれているお得意様だ。何度か食事をしに来たことがあるけれど、こうやって裏側に入るのは初めて。

　今日の服装は半袖そでのブラウスに、淡い水色のフレアスカート。レディーススーツではないけれど、キレイ目な格好だから失礼ではないだろう。緩くうねった茶色いロングヘアは、品のよいシュシュでひとつにまとめている。

　身だしなみをチェックしていると、厨ちゅう房ぼうから白いコックコートを着た中年の男性がこちらに向かってきた。調理師らしき彼は帽子を取りながら、私をもの珍しそうにまじまじと見る。

「こんにちは。スマイルさん、ですよね？」

　取引先の皆さんは大体、『スマイルメイキング』という社名を略し、〝スマイルさん〟と呼ぶ。

　私は、その社名とニコニコマークが描かれたパンフレットを片手に、笑顔で軽く頭を下げた。

「はい、いつもお世話になっております。営業部の坂さか本もとと申します」

　坂本一かず葉は、二十六歳。営業歴は一週間ですけれども。

「坂本さんね。僕はここの責任者の栄さかえです。よろしく」

　栄さんも頭を下げながら、挨あい拶さつしてくれた。

　見たところ、四十代だろうか。ふくよかな体つきで眼め鏡がねをかけているその姿は、あの猫型ロボットに似ている。

　サカえもん……響きもまずまず。

　なんて失礼なことを思っていると、栄さんは三日月みたいに目を細めて笑う。

「いつもの男の子じゃないから、びっくりしたよ」

「すみません。今日はパンフレットをお届けに伺うかがいました。この間、ご依頼いただいたそうで……」

「あぁ、そうなんだよ。わざわざありがとう」

　いくつかのパンフレットを手渡し、とりあえず任務は完了したと胸を撫なで下ろす。

　休憩時間は残り少ないけど、お昼ご飯食べられるかな……。

　スマイルメイキングの配送センターに併設されている、二階建てのオフィスの近くに、巷ちまたで人気のパン屋さんがある。いつもはお弁当を持ってくるのだけど、今日は気分転換にそこで休憩を取ろうと思っていた。

　しかし、オフィス一階の出入口で、このレストランを担当している男性社員と鉢合わせ、『外出するの？　なら、ついでにパンフレット届けてくれる？』と頼まれてしまったのだ。

　幸い、レストランまでは会社から徒歩十分ほど。まぁいいかと思い……というか、異動してきたばかりの私が、先輩に『休憩中だから嫌だ』などと言えるわけもなく、承諾したのだった。

　内心、早く空腹を満たしたい……と思いつつ、栄さんには愛あい想そのいい笑顔を向ける。

「それでは失礼いたし――」

「あ、ちょっと待って」

　中途半端に会え釈しゃくをしたまま、目線だけ上げると、栄さんはニコニコ顔を崩さずに言う。

「聞きたいことがあるんだけど、少しだけいい？」

「あ、はい……！」

　思わず返事しちゃったけど、きっと商品のことだよね？　ちゃんと答えられるかな。

　栄さんは「ここだと音がうるさいから、向こうの倉庫に行こう」と言って、さっさと厨房から離れる。

　あとに続いて、レストランの裏手にある物置のようなところへ向かった。私は営業部の前は購買部にいて、取引先からの受注業務をしていた。だから、大体の商品のことはわかるけど、やっぱり不安だ。

「あの、私、まだ営業部に来たばかりなので、きちんとお答えできるかわからないんですが……」

　促されて、小窓がひとつあるだけの薄暗い室内に先に入った私は、もわんとした空気にまとわれながら、栄さんを振り返った。

　すると、さっきと同じはずなのに、どこかうさん臭い笑顔の彼が言う。

「大丈夫、大丈夫。僕が聞きたいのは坂本さんのことだから」

「えっ？」

　なんですと？

　目を点にする私を見たまま、栄さんは後ろ手でガシャンとドアを閉める。

　その瞬間、危険を悟った。熱気とともに閉じ込められ、暑いはずなのに血の気が一気に引いていく。

「君……すごく可愛いね。彼氏いるの？」

　小窓から差し込む光が、ニタリと笑う栄さんを照らす。しかし、目は笑っていない。

　一歩近づかれて、同じ距離を保つために私も一歩後ろに下がる。

「か、彼氏は……いません、けど……」

「そうなんだ。それはラッキーだなぁ」

　き……気持ち悪っ！　『ヒヒッ』って笑い声が聞こえてきそうな顔してる！

　背筋に悪寒がぞぞっと走る。じりじりあとずさると、使っていないであろう調理器具が置かれた棚に、背中がぶつかった。

　栄さんは、行き場を失った私との距離をさらに詰めてくる。

「今度、僕と食事にでも行かないかい？　そうしたら、もっと君の会社から商品を仕入れてあげるんだけどなぁ」

「え、や、あの……っ！」

　それ、軽い枕営業じゃないですか！　この、盛りのついたサカえもんめー!!

　心の中で暴言を吐くものの、実際はどうしたらいいのかわからない。こういう時は、会社のために頷うなずかなければいけないのだろうか。

　吐息を感じるくらい近づいてきた、気持ち悪いサカえもんから顔を背そむけ、泣きたくなっていた、その時――。

「そんな汚い手を使う方に見合うような、質の悪い商品は弊社にはありませんよ」

　凛りんとした声が響いた。ぱっと顔を上げると、栄さんに後光が差したみたいに、彼の後ろから光が入り込んでいる。

　目を丸くして後ろを振り返る栄さん。その向こうに、百八十センチはありそうな、長身の男性が立っていた。すらりとしたスタイルの彼は、片手をスーツのポケットに入れて、こちらにゆっくり向かってくる。

「このクソ忙しい時間帯に、よく女を口説く余裕がありますね。さすがは責任者様」

「ぶ、部長……!?」

　私の裏返った声が響く。

　爽さわやかな微ほほ笑えみに似合わない口の悪さで、嫌味を言い放つその人は、紛れもなく私の上司……営業部の部長様だ。

　なんで……どうしてここにいるの？

　ピンチを救ってもらえてホッとしたものの、私の頭は軽くパニック状態。

　栄さんも驚きと動揺を隠せていないけれど、歪ゆがんだ笑みを貼りつけて適当なことを言う。

「な、なんのことだね？　僕は、彼女に商品のことを聞こうと――」

「まぁ、誘いたくなるのはわかります。彼女、可愛いですからね」

　栄さんの言葉を全く聞いていない部長は、とんでもない発言をする。

　けれど、驚くのはまだ早かった。

　栄さんと私の間にずいっと割り込んだ彼が、突然私の肩に手を回してきた。ギョッとして肩をすくめる私を、彼は斜めに流した前髪から覗のぞく切れ長の瞳で見下ろし、色気のある笑みを見せる。

「ですが、人のものには手を出さないでいただきたい。この娘こは、私の妻なので」

「つ……妻!?」

　栄さんはすっとんきょうな声をあげた。私も同じことを心の中で叫ぶ。

　〝妻〟って!!　私たちはそんな関係じゃ……と、否定しかけたものの、「な？」と同意を求められ、ぎこちなく頷いてしまった。

　緊急事態だもの、ここは部長の言う通りにして切り抜けないと！

　私から手を離した部長は、懐から名刺を取り出し、呆ぼう然ぜんとしている栄さんに差し出す。

「申し遅れました。私、スマイルメイキング波なみ月づき支店、営業部部長の坂本と申します」

　そう、この部長様の名前は坂本零れい士じ。私と同じ苗みょう字じの持ち主なのだ。結婚しているわけではなく、ただの偶然で。

　だけど、それを知らない栄さんは私たちが夫婦だと思い込んだようで、名刺を見つめたまま口をあんぐりと開けている。

「今後とも、お付き合いのほどよろしくお願いします。ただし〝清い〟お付き合いを」

　部長の声は、落ち着いているけれど威圧感たっぷりで、美麗な顔に不敵な笑みを浮かべていた。




　土下座しそうな勢いで謝った栄さんに満足し、私たちはレストランをあとにした。会社に向かって長い足で颯さっ爽そうと歩く部長の後ろを、背の低い私はちょこちょこと小走りでついていく。

　中性的だけれどきりりとした顔の部長は、さらさらの黒髪をふわりと揺らし、片手をポケットに入れて歩いている。

　その姿はモデルのようで、否いやが応おうでも目を奪われる。

「部長！　あの、ありがとうございました、助かりました……！　でも、なんでここに？」

「たまたま近くで休憩してたら、ふたりで変なとこ入っていくのが見えたから」

　彼は真上から注ぐ暑い日差しに、二ふた重えの瞳を細めながら端的に答えた。私はその偶然に感謝しながら、なるほどと頷く。

　本当によかった、部長が機転を利かせてくれて……。

　ピンチを救ってもらえたことに改めて胸を撫で下ろしていると、彼は少しだけ歩調を緩めて私の隣に並び、問いかける。

「お前こそ、なんであの店にいたんだ？　あそこは池いけ田だの担当だろ」

「あ、頼まれたんです。休憩しに外に出るなら、ついでにパンフレットを届けてほしいって」

　池田さんという、例の先輩社員とのやり取りを簡単に説明した。

　それを聞いた部長はシャープな顎あごに手を添え、少し考えを巡らせるようにしてから、こんなことを言う。

「……そうか。じゃあ、ここでさいた時間の分、ヤツにお前の仕事を振り分けろ」

「えっ!?」

　予想外の返しに、私の声は裏返ってしまった。

　部長は暑さをものともしない涼しげな瞳で、私をちらりと見下ろす。

「言えないなら、俺から言ってやる」

「や、そんな、いいですよ！　たいした手間じゃなかったし――」

「そういう問題じゃねぇ」

　慌てて断る私の言葉をぴしゃりと遮り、整った顔を険しくする彼を見て、私は固まった。

「池田は自分の仕事ほっぽらかしてんだぞ。いくらパンフレット届けるだけっつっても、何か質問されたり頼まれたりすることもある。その時に新人の事務員が相手じゃ、対処できないことだってあるだろーが」

　イライラを声に乗せる部長に、私はタジタジしてしまう。自分が怒られているようで、いたたまれない……。

　彼はさらりとした前髪を気だるげに片手でかき上げ、「それに」と続ける。

「あのサカえもんは、女好きで有名なんだ。だから男を担当にしたっつーのに……」

「そ、そうだったんですか!?」

　部長までもが〝サカえもん〟と呼んでいることに、ツッコミを入れたいところだけど、それより！　あの人がそんな不良物件だったなんて！

　あぁ、確かに、さっきのあの感じは前科があってもおかしくなさそう……。

　私が顔を歪めていると、部長は呆あきれた様子で言う。

「池田だって、そのことはもちろん知ってる。それなのに坂本を行かせるって、悪意以外ねぇだろ。あわよくばもっと商品取ってもらって、それを自分の手柄にしようとしてた、って疑われても仕方ない」

「そ、そんな……」

　私は眉まゆを八の字にして、肩を落とした。今の話が本当なら、私は利用されていたも同然じゃない。

　失望のため息を漏らす私を横目で見つつ、部長は悪巧みでもしているかのような笑みを浮かべる。

「だから、きっちりシメてやるんだよ。お前が嫌な思いをした分もな」

「部長……」

　私の気持ちを汲くみ取ってくれて、ちょっと嬉しい。けど、その悪魔のような顔はなんだか楽しんでいませんか？　池田さんをシメることに、快楽を感じたりしていませんよね……？

　美しいけれど、男らしさを感じさせるセクシーイケメンの部長。黒い笑みを浮かべていても、鬼のように怒っていても、当然のごとくカッコいいけれど、その怖さは計り知れない。

　これからオフィスに戻った時のことを想像して、私は軽く身み震ぶるいした。

　スマイルメイキングは東京に本社があり、関東地方を中心に数十箇所の支店がある。誰もが社名を知っているような大手ではないけれど、業界内ではそれなりに知名度がある中堅の企業だ。

　私たちが勤める波月支店は、関東のとある県の、県庁所在地にある。ターミナル駅のすぐ近くで、周囲はオフィス街だ。

　県内の拠点となっているこの支店で、三十歳にして部長職を担っている坂本零士。彼は部下から、陰で〝ブラック上司〟と呼ばれているほど、とにかく仕事に厳しい人だ。

　レストランやホテルなどの外食産業をサポートしている私たちの会社では、十万点に及ぶ豊富な食品を取り揃そろえている。その商品知識に加え、相手のニーズを把握し、商品を提案する部長のコミュニケーション力は抜群だという。

　だから、仕事ができる人には違いないのだけど……。

　部下や同僚にキャパシティーを超えた要求をするうえ、口が悪い。口答えした部下には、『僻へき地ちに飛ばされたいか』と笑顔で脅し、『残業はサービス精神で行え』というのがモットーだ。

　そのため、部下はストレスがたまりまくっていて、〝ブラック企業ばりにヤバい上司〟ということから、〝ブラック上司〟の呼び名がついたらしい。

　これらはつい最近、営業部に異動してきてから知ったことなのだけど、彼からお叱りを受ける部下をすでに何人も見ている。

　このキレイな顔で睨にらまれるのは、きっと迫力満点だろうな……。

　でも、私がこの部長様と初めて会った時の印象は、皆が噂うわさしているようなものとは違った。物腰が柔らかで、穏やかそうに感じた。

　一年以上前のことをうっすら思い返していると、部長が口を開く。

「しかし、サカえもんが鍵かぎをかけ忘れるような浅はかな人でよかったよ。ま、かけててもぶち壊してたけど」

　苦笑いしつつ、ドアを壊してまで助けようとしてくれていたのだと思うと、やっぱり嬉しい。けれど、ひとつ気になることがある。

「さっきのことは本当に感謝してます。けど、あの……部長は私たちの噂、知ってるんですか？」

　私は上目遣いで彼を見上げ、遠慮がちに問いかけた。

　実は、ブラック上司の恐怖エピソードとともに、もうひとつ流れ込んできた噂がある。私が営業部に来た直後に、誰かが言いだしたらしい。

　〝坂本零士と坂本一葉は、結婚しているんじゃないか〟……と。

　それを部長も耳にしていたから、さっきの突然の事態に〝夫婦〟だなんて嘘うそをついたのかな、と思ったのだ。

　オフィスにほど近い横断歩道の赤信号に引っかかり、私たちは足を止めた。

　彼はキョトンとして小首をかしげる。

「なんだ？　噂って」

「あ、えーと、私たち苗字が同じだから、『実は夫婦じゃないか』っていう……」

　あら、知らないのかな？　普通に教えてしまったけど、自分からこんなこと言うのも恥ずかしい。

　ごにょごにょと言葉を濁にごすと、部長はフッと鼻で笑った。

「なんだそれ。ただ苗字が一緒ってだけでか？　中学生かよ」

　バカにしたような口調だけど、私もほぼ同感。お互い指輪もしていないのに、なんでそんな話になるんだろう。

「さっき夫婦だなんて言ったから、部長も知ってるのかと思いました」

　何げなく言って、車が通り過ぎていく先の信号機を眺める。

「俺があんな出まかせを言ったのは、あの時のことがあったからだよ」

「あの時？」

　意味深な発言に、赤信号から部長へと視線を移す。

　彼は一度私に目を向けると、少し身を屈め、さりげなく耳に顔を近づけて囁ささやく。

「……もう忘れたのか？　あの夜のこと」

　吐息交じりの色っぽい声が、私の心臓をドックンと動かした。

　薄暗いバー、琥こ珀はく色の液体が揺れるグラスを持つ骨張った手、耳に心地良い低くてなめらかな声……。あの夜耳にしたそれは、今聞いている声と同じなのに、どこか違った色をしていて、私に甘い余韻を残した。

　約二ヶ月前の記憶が、一瞬にして蘇よみがえる。

　飲み会で友達が結婚するという話を聞いて、もとから結婚願望が強かった私は悪酔いし、偶然、居合わせたこの部長様に……。

　あぁ、あんな恥ずかしいことをしてしまったのは人生初よ！

　穴があったら地中深くまで入りたい気持ちになりながら、肩をすくめてうつむく。

「忘れられるものなら、忘れたいです……」

「諦あきらめろ。お前の乱れた姿は、俺の頭ん中にしっかり焼きついてる」

　クッ、と意地悪な笑みを浮かべる彼は、私の羞しゅう恥ち心しんを容赦なく煽あおってくる。

　あーもう、あの時のことは蒸し返さないでほしかったのに……！

　悶もん々もんとした気持ちを振り払おうと、頭をぶんぶんと横に振る私を見て、部長はおかしそうに笑った。

「だからさっきは、結婚願望ありまくりの乙女ちゃんに夢見させてやったんだよ。どうだ？　旦だん那な様に助けてもらった気分は」

　からかっている様子の彼に、私はムッと頬ほおを膨らませる。けれど……。

　悔しいけれど、ちょっぴりときめいてしまったのは事実。

　だって私、結婚願望はあるくせに、これまでまともな恋愛をしていなかったから、あんな風に守られたことがないんだもの。妄想以外では。

　しかも、相手が余裕たっぷりの大人の男とくれば、それはもう……。

「……悪くはなかったですね」

「素直にイイって言えよ」

　ボソッと漏もらした私に、妙に色気のある声で返す部長。

　なんでいちいちセクシーなんですかね、このお方は！

　また熱が集まる顔を逸そらす間に、信号が青に変わって彼は先に歩きだした。その広い背中を見つめながら、考えを巡らす。

　ブラック上司だなんて言われて、恐れられ、煙たがられているけれど、私にはそこまで嫌な人だとは思えない。今みたいにからかってこられると困るけど。

　仕事中とはひと味違う一面が、私に『彼は決してただの暴君じゃない』と思わせているのだろう。

　私の存在を忘れたかのように、さっさと先を行く彼を、なんとも言えない気持ちで追いかけた。










偽装夫婦はこうして始まった




　部長に続いてオフィスに戻ろうとしたけれど、会社の駐車場の手前まで来ると、彼は思い出したように言った。『まだ昼飯食くってないんだろ？　少し遅れたっていいから休んでこい』と。

　普段、『残業はサービス精神で』なんて言っている部長様にしては、優しい言葉だ。

　どうしようと一瞬迷ったけれど、お腹の虫が正直に鳴くので、お言葉に甘えてパン屋に足を向けた。

　名物のクロックムッシュを食べたかったのだけど、残念ながら売り切れ。でも、ちゃんと食料にありつけただけでありがたい。

　部長は遅れてもかまわないと言ってくれたけど、やっぱり時間は気になってしまう。パン屋さんのイートインスペースで早めに食べ終え、足早に会社へと向かう。

　社員用の駐車場に面した横長の配送センターには、パンフレットと同じく、ニコニコマークが描かれたトラックが二台停まっている。そこに荷物を載せ、忙せわしなく動いている配送部の人たちを見ながら、センターの隣に併設された建物のドアを開けた。

　一階は、一週間前まで私がいた購買部と、総務部のオフィスになっている。この波月支店の社員数は四十人ほどで、そのうち営業部で働いているのは十一人だ。

　二階へ上がり、営業部のオフィスのドアを開けた瞬間。

「す、すみませんでした!!」

　叫ぶような声と、勢いよく九十度のお辞じ儀ぎをする男性社員の姿が、目に飛び込んできた。私は肩をビクつかせて固まる。

　ドアの正面奥にある、坂本部長のデスクの横で頭を下げているのは……池田さんだ。部長のデスクの前には、向かい合わせに五つのデスクが並んだ島がふたつある。その中にいる、私と同じ事務の女性たちも、隣の島にいる営業マンたちも、皆青ざめた顔で見て見ぬフリ。

　え、もしかして……部長、今までずっと怒ってたの？　私が休憩に入ってから二十分は経ってるよ!?

　ひぇぇ、と声をあげそうになりながら、そーっと自分の席に戻ろうとすると。

「謝る相手が違うだろうが」

　ドスの利いた声が響き、私までギクリとして、ふたりのほうを思わず見やった。

　軽く丸めた拳こぶしで頬杖をつく部長は無表情だけど、かえってそれが恐ろしい。

　一方、こちらを向いた池田さんは、地獄を見たような形相で私に歩み寄ってくる。

「坂本さん……本当に、ごめん！」

「あ、や、いえ……！」

　深々と頭を下げる彼に、私は慌てて胸の前で両手を振りながら答えた。

　細身の背中を曲げ、キツネ顔の眉を下げる池田さんは、ちゃんと反省しているように見えるけれど、部長のお説教はまだ止まらない。

「営業ってのは、商品の前に、まず自分を売り込むのが基本だって教えたよな？　もっかい配送業務からやり直すか？」

「はいっ……あ、いや、配送は……！」

　テンパる池田さんは、頷いたり首を振ったりと忙しい。

　部長は怒りを滲にじませて話し続ける。

「パンフレットを届けるだけでも、誠意を見せるチャンスだっつーのに、お前はそれを無にしたんだ。自分の仕事にもっと責任を持て！　……って、入社何年目のヤツにこんな話してんだ、俺は！」

　勢いあまって自分にツッコんだらしい部長は、頬杖をついていた拳でドンッとデスクを叩たたく。

　半泣き状態の池田さんはビシッと背筋を伸ばし、「六年目です。すいませんっ!!」と、謝り倒していた。

　ちょっと池田さんが哀れに思えてくる。

　張りつめた空気の中、深く息を吐き出した部長は、座ったままパンフレットらしき物を池田さんに向けて掲げた。ササッと駆け寄る彼に、落ち着いた声で言う。

「栄さんが新たに商品仕入れてくれるってよ。チェックしてあるから、お前が見積書作成するところからやれ。いいな？」

「は、はいっ！　必ず……！」

　池田さんは賞状を受け取るように両手を伸ばし、また深々と頭を下げた。

　そういえば部長、ちゃっかり仕入れの話を進めていたんだった……。さすがです。

　そんな彼のお説教はなんとか終息したらしく、池田さんはすごすごと自分のデスクに戻っていく。

　私も大きく息を吐き出して、池田さんとは別の島の、一番ドアに近い席にようやく腰を下ろした。

　すると、隣の席の四十代後半の女性、中なか谷たにさんが私にコソッと話しかけてくる。

「お疲れ様、一葉ちゃん。災難だったわねぇ。事情は部長のお説教で大体わかったわ」

「あ、はは……」

　気の毒そうにする中谷さんに、私は苦い笑みを返した。視界の端に入り込む部長にちらりと目をやると、彼はもう目の前の仕事に集中している。

「池田くん、最近ちょっとたるんでいるみたいだったから、いいお灸きゅうになったんじゃないかしら」

　いたずらっぽく笑う中谷さんは、〝お茶目な奥様〟という感じの人。見た目も実年齢より若く見えて、可愛らしい。異動初日から快く仕事を教えてくれて、心細かった私に元気をくれた、とってもありがたいお方なのだ。

　本来なら、私がやるはずの見積書をさっそく作り始める池田さんを一いち瞥べつしてから、また中谷さんと目を合わせて苦笑いした。

　私も仕事を再開させようとパソコンを立ち上げていると、中谷さんがカタカタとキーボードを打ちながら、こんなことを言う。

「でも、部長もやっぱり普通の男なのねぇ」

「え？」

　首をかしげる私に、手を止めた彼女が上半身をぐいーっと近づけ、小声で囁く。

「部長があんなに怒ったの、久々よ。きっと一葉ちゃんのことだからでしょ。自分の奥さんが嫌な目に遭ったら、そりゃ黙ってられないわよね～」

　ニヤけ顔の彼女を見て、私はため息をつきたくなった。

　そうだ、噂のもろもろはこの中谷さんから聞いたんだった……。

　聞いたのはつい昨日、休憩時間が終わる直前のこと。

『一葉ちゃんって、部長と結婚してるんだって？』と言われて、私は飲んでいたお茶を噴き出しそうになった。

　むせながら、違う違う！と首と手を振ったものの、中谷さんは『そんな照れなくていいのに～』と笑って、私の背中をぽんぽんと叩いていた。

　どうやら皆には、部長と私の雰囲気が、ただの上司と部下には見えないらしい。

　確かに、異動する前からお互い知っていたし……というか、〝あの夜〟のこともあって少し打ち解けてはいたけど、そんなに親しいわけではないのに。

　どこから説明しようかと考えているうちに休憩が終わり、話すタイミングを失ったまま、今に至る。

　中谷さんはもう、本当に夫婦だと信じ込んでいるよね……。部長が怖いから皆口にしないだけで、ここの人たちのほとんどがそう思っていたりして。

　困ったなぁと頭を抱えつつ、とりあえずもう一度しっかり否定しておこうと、中谷さんに向き直る。

「あの中谷さん、そのことなんですけど――」

「失礼します！　お疲れ様でーす！」

　オフィスのドアがバーンと勢いよく開けられ、弾けるような声が響き渡った。

　全員の目がその人に集中する。

　マロン色に輝く長い巻き髪、大きな猫目とアヒル口。少し派手なお姉様系の、キレイな女性だ。薄い水色の作業服を着ているけれど、それすらもオシャレに見えてしまうとは、どういうことだろう。

　迫力あるお姉様の登場に唖あ然ぜんとしていると、彼女はステージを歩くモデルのように堂々とフロアを歩き、一番奥にいる部長へと一直線に向かう。

「よかった、坂本部長が外出してなくて。今日もイイ男ねぇ」

　背後からするりと両腕を回して、彼に抱きつく彼女に、私はギョッとする。

　えぇ～、あの部長にこんなことができるなんて！　しかもこんな公然と……って、また皆、見て見ぬフリしてる！　一体この人は何者？

　ひとり凝視してしまっている私の目に、彼女をものともせず平然とパソコンに向かう部長が映る。

「ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いーい？」

「ほかを当たってくれ」

「ダメなの、あなたじゃなきゃ！」

「うぜぇ」

　きゅっと眉根を寄せる部長だけど、彼女は特に気にせず、仕事のことを話し始めた。

　私の隣では、中谷さんが呆れたように呟つぶやく。

「今日も賑やかねぇ……」

「ど、どなたですか？」

　仕事をしなければいけないのに手につかなくて、コソッと問いかけると、中谷さんはぱっと目を見開く。

「一葉ちゃん知らないのね！　配送部の本ほん庄じょうさんよ。部長のことがかなりお気に入りで、ああやって度々乗り込んでくるの。私たちはもう知らんぷりしてるんだけど」

「配送部の本庄さん……」

　反すうしながら頭にインプットする私に、中谷さんは真面目な顔でこう忠告した。

「ここに奥さんがいるっていうのに、失礼というか無神経というか……。部長は浮気するような人じゃないと思うけど、一応気をつけたほうがいいわよ」

　あぁ……そういえば私たちのこと、言おうとして遮られたところだった。部長が本庄さんとどうなろうと、私は口出しするつもりはないんですよ……。

　微妙な顔をして、今言うべきか迷っていると、話を終えたらしい本庄さんの声が聞こえてくる。

「あと、もうひとつ質問。今週末、空あいてる？」

「空いてても、お前のためには使いたくない」

「ひっど！」

　素っ気なく返した部長に、本庄さんは頬を膨らませる。きっとこういうやり取りは、今日に限ったことではないのだろう。

　あんなに邪険にされたら、私なんてすぐ心折れそうだけど、すごいな彼女……。

　妙に感心しながら、そろそろ本当に仕事しないと、とパソコンに向き直る。中谷さんにはあとで言おう。

　気持ちを切り替えて数字を入力し始めると、席を立った部長が、オフィスの壁に並ぶ棚からファイルを取り出すのが目に入った。本庄さんは、まだ彼にくっついている。

「相変わらず冷たいんだから。いいじゃない、独り身の男なんだから、たまには付き合ってくれても」

　口を尖とがらせる本庄さんに背を向け、自分のデスクに戻ろうとした部長と、ふいに目が合ってしまった。慌てて目を逸らすけれど、足を止めた彼は、私を見たままでいるような気がする。

　なんで？と不思議に思ったのもつかの間、部長はなぜかこちらに向かってきた。

　え、え……なんですか!?

　今度は視線を逸らせず、どんどん近づいてくる彼から逃げるように、少し身を引く。

「独り身じゃねぇよ」

　本庄さんにそう言い放った部長は、なんと、まさか。さっき彼女がしたように、背後から片腕を回して、私の肩を抱いてきた。

　……えぇー!?

　あっという間の出来事に、叫び声もあげられず、口を開けたまま硬直する私。周りの社員も、本庄さんも、同じように息を呑のんで驚きょう愕がくの表情を浮かべる。そして。

「守りたい女ができた。だから、おあいにく様」

　しんと静まり返ったオフィスに、クスリと笑った部長様の、余裕の声が響いた。

　う、そ……嘘だと言って！　どうして私を生いけ贄にえにーっ!?

　唖然とする私に、本庄さんが今にも倒れそうになりながらフラフラと近寄る。ぷるぷる震える指で私を指す彼女は、まるでオバケでも見てしまったかのよう。

「……う、う、嘘でしょ!?　この子、あなたの彼女なの!?」

「彼女っていうか、嫁？」

　なんですか、その適当な感じ！

　〝嫁〟という言葉を聞いて、本庄さんは魂が抜けそうになっているし、ほかの社員は〝やっぱりそうだったんだ！〟と確信しているのが、空気でわかる。

　けれど本庄さんは、私から手を離した部長に詰め寄る。

「い、いつ結婚したの……!?　指輪してないじゃない！」

「つい最近だ。指輪は今オーダー中」

　偽りの旦那様はしれっと言ってのけた。

　また適当な嘘を、よくもまぁぬけぬけと……！　開いた口が塞ふさがらない。

　どうするのよ、これ……私たち、本当に坂本夫妻になっちゃうじゃないですか！

　軽く泣きそうになりながら部長を見上げると、彼は呆然とする本庄さんに冷ややかな視線を向けて言う。

「これでわかっただろ。もう俺にかまわず仕事しろ。お前らも、人の噂してる暇があったら、契約の一本くらい取ってこい」

　部長はギロッと鋭さを増した眼まな差ざしで、営業部の社員を見回す。皆が反射的に背筋を伸ばすと、部長は満足そうに口元を緩める。

「くれぐれも、俺たちの新婚生活を邪魔するなよ」

　もう今さら撤回できないほどの大嘘で釘を刺した彼は、再び静まり返るオフィスを横切り、優雅に自分の椅子に腰かけた。




　その後、本庄さんはどうにかこうにかオフィスを出ていき、営業部の皆も次第にいつもの落ち着きを取り戻していった。

　中谷さんはニヤニヤしていたけど、私はもう苦笑いすることしかできなかった。

　あんな宣言されちゃったんじゃ、『夫婦じゃない』と言ったところで、なんの説得力もないでしょう！　どうしよう、これから……。

　終始眉をひそめたまま仕事をして、終業時間の六時を迎えた。

　営業マンはまだまだ帰ることができないようだけど、中谷さんは用があるらしく、『また明日ね！』と言って足早にオフィスを出ていった。

　昼間より少し緩んだ空気の中、部長も席を立つ。まだ帰るわけではなさそうだけど、今が話をするチャンスかもしれない。

　オフィスを出た部長のあとを、すぐに追う。タイミングよく、周りには誰もいない。

　階段を下りようとした彼の腕をむんずとつかむと、驚いた顔がこちらを向いた。けれど、私は気にせず彼をぐいぐいと引っ張っていく。

「坂本？」

　怪け訝げんそうな声を出す彼を、営業部の隣にある会議室に引きずり込むと、誰も来ないことを確認して急いでドアを閉めた。

　私は険しい顔で振り向いたけれど、彼は平然と腕を組む。

「なんだよ、こんなとこに連れ込んで。サカえもんじゃあるまいし」

「茶化さないでください！」

　私はキッと睨みつけたまま、部長に詰め寄る。

「なんてことしてくれるんですか、あんな嘘ついて！　ちゃんと本当のこと言ってくださいよ！」

「やだよ、今さら面倒くせぇ。別に、特に困ることないからそのままでいいだろ」

　しれっと言い放つこのブラック上司。なんと無責任な……。

　この人に説明する気がないなら私がするしかない。けど、今さら否定したところで、中谷さんみたいに『照れなくていいのに』ってあしらわれて終わりそう。

　仏ぶっ頂ちょう面づらの私に、部長は腕を組んだまま淡々と言う。

「本庄以外にも女には手を焼いてたんだよ。特にあいつは何を言っても引き下がらないから、これは論より証拠だなと」

「デタラメの証拠を見せつけて、どーするんですか！」

　怒ったようにツッコむと、彼は全く反省していない様子で、ははっと黒い笑みをこぼした。

「どうせ俺たちが夫婦だって噂になってんなら、いいじゃねーか。女除よけになるから助かる。お前だって、曖あい昧まいなままでいろいろ噂されてるのも嫌だろ」

「それは、嫌ですけど……！」

　だからって、あんなにはっきり宣言してあとで嘘だってバレたら、それこそ大問題でしょうに！

　それに、ちょいちょい〝モテて困るぜ〟的な発言を挟んでくるのが、また嫌味……。まぁモテるのは当然だろうから、そこは文句を言えないのだけれど。

「新婚生活を邪魔すんなって言ったんだから、あいつらもおとなしくしてるだろ」

「部長には怖くて皆何も聞かないでしょうけど、私には違うんですからね？　私はこれから、毎日どんな風に過ごしていけばいいのか……」

　先が思いやられて、私は面倒臭そうな顔をしている彼の隣でうなだれた。

　だって、絶対いろんなことを聞かれるに決まっている。いつ出会って、どこを好きになって、プロポーズはどんな感じだったかとか、新婚生活はどうだとか……。男性社員はたいして気にしないかもしれないけど、女性社員や、あの本庄さんが騒がないとは思えないもの。

　深い深いため息を吐き出していると、黙って何かを考えていた部長が、こんなことを口にする。

「……お前が結婚生活で旦那に望むことは？」

「へ？」

　突とっ拍ぴょう子しもないことを言われ、私はポカンとして彼を見上げた。

　目線の先にある、真意の読み取れない漆しっ黒こくの瞳は、私をじっと見下ろしている。

「こんな風に愛されたいとか、逆にいじめられたいとか、何か求めることがあんだろ？」

　続けて問いかけられ、私は眉をひそめる。

「なんですか、急に。っていうか、いじめられたいなんて思う人はいないような」

「いいから言ってみろ」

　うっ、この威圧的な声と鋭い眼差し……。彼は普通に話しているつもりかもしれないけれど、なぜか有無を言えなくさせられてしまう。

　仕方なく、ずっと夢見ていた理想の結婚生活を話してみる。

「やっぱり溺愛されたいですね。私だけに甘い笑顔を見せてほしいし、〝いってらっしゃいのチュー〟もしたいし、あと、私が毎日ネクタイを結んであげたり――」

「それでいいじゃねーか」

　口をつぐんで部長を見やると、彼は不敵に口角を上げて言う。

「今みたいに、周りから何か聞かれたら、願望をそのまま言っておけばいい。お前の理想通りの結婚生活を作り上げちまえばいいってことだよ」

　私の、理想通り……。なるほど。

　部長とのなれそめや暮らしについても、勝手に話を作っていいのね。それなら、大体のことは聞かれても答えられるかもしれない。嘘にまみれることになるけど……。

　おまけに新婚気分を味わえそう。まるで、模擬結婚生活を楽しむゲームみたいだ。

「シミュレーションゲームみたいですね……実体験バージョンの」

「そう思って、気楽に楽しめ」

　顎に手を当てて呟く私の肩を、ぽんっと叩く部長。上目遣いで見上げると、彼がいたずらっぽく笑っていた。

　まさか、ブラック上司という異名を持つこの人が、私なんかにこんなママゴト遊びみたいなことを提案してくるなんて。アンビリーバボーですよ。

　でも、本当にそんなことをしていいのだろうか。皆を騙だましているわけだし……。

　私の不安を見抜いたように、部長は口を開いた。

「バレたらバレたで、俺が責任取るから心配すんな。ま、俺には何が起きても切り抜ける自信があるけど」

　片手をポケットに突つっ込み、フッと鼻で笑う姿は余裕綽しゃく々しゃく。

　そのまま会議室のドアに向かって足を踏み出す彼に、私は単純な疑問を投げかける。

「なんで、そこまでするんですか？」

　ただ本庄さんのような女性を追い払うために、偽装夫婦を演じるなんて、どうしても違和感を覚える。

　怪訝な表情で広い背中を見つめていると、部長は足を止めてこちらを振り返った。彼はさらりと黒髪を揺らし、涼しげな瞳で私を捕らえて、こんなひと言を放つ。

「お前の低すぎる恋愛偏差値も、上げてやろうかと思って」

　私の、恋愛偏差値を？

　思ってもみなかったことを言われ、目をしばたたかせた。

　そんな私を、部長は鋭い視線で射抜く。

「俺が旦那になることを、最初に望んでたのはお前だろ」

　――ドキン、と心臓が動いて、彼とふたりで過ごしたあの夜の記憶が蘇ってきた。

　そ、そうだった……。昼間、この話題を出された時もなんとか思い出さないようにしていたけど、逃れることはできないのだ。

　その記憶とともに羞恥心も湧き起こり、私は目を逸らして咄とっ嗟さに言い訳してしまう。

「あ、あれは酔っていたからで、本気だったわけじゃ――」

「一葉」

　突然名前で呼ばれ、胸がきゅっ、と小さな鳴き声をあげた。

　目を見開いて顔を上げると、引力を持つような強い眼差しで見つめられる。無意識に背筋がピンと張り、次に何を言われるのか身がまえると、部長はいたずらっぽく口角を上げた。

「見苦しい言い訳してると、これから毎日、サービス残業させるぞ」

　で……出たー！　サービス残業！

　ブラックぶりを発揮されて呆然としていると、彼はクスッと笑う。

「素直なほうが可愛いぞ、俺の奥さん」

　甘いのかなんなのかわからないひと言を放ち、彼は会議室を出ていってしまった。

　ひとり残された私は、マヌケ顔のまま一時停止する。

　なんか、すでに旦那様になり切っておられますよ……。絶対、私のことをからかって楽しんでいるよね？

「なんて人だ……」

　私は、その場に立ち尽くしたまま呟いた。

　逆らったら、一体どうなることだろう。いつまで続けるのかわからないけれど、今は彼と〝夫婦ごっこ〟をするしかないようだ。

　そもそも、彼がこんなことをし始めたのは、自分の軽はずみな発言が原因なのだから、ため息しか出ない。

　まさかあの時、酔った勢いで口にしてしまったことを、今になって持ち出されるとは……。まさに、口は災いのもと。

「なんであんなこと言っちゃったんだろ、私……」

　情けない声が、静かな会議室に響き渡る。頭の中で、嫌でもあの夜のことが思い出されて、本日何度目かわからないため息をまた吐き出した。










〝あの夜〟の一部始終




　事の始まりは、約二ヶ月前の土曜日に遡さかのぼる。

　会社の最寄り駅から、バスで約一時間の距離にある実家に、私は日帰りで顔を出していた。少なくとも月に一回は帰る、というのが、ひとり暮らしを始めた時からの約束だから。

　緑が多い土地にかまえた日本家屋が、私の実家だ。妹と両親と四人で暮らしていたのだけど、今住んでいるのは両親だけ。

　洋風テイストも取り入れられた和モダンなダイニングで、両親と一緒に手て土産みやげのケーキを食べていると、お父さんが突然、真剣な表情でこんなことを言った。

「一葉、そろそろ孫の顔を見せてくれないか」

　ベリーのタルトを食べようとして、口を開けたまま固まった私は、お父さんをじとっと見み据すえる。

　孫の顔ってねぇ……。それは二十三歳にしてすでに結婚している、妹の花か苗なえに言うべきでしょう。

「頼む相手が違うよ。花苗に言ってくれる？　私、まだ『そろそろ』って言われる歳でもないし、っていうか、まず結婚してないんだから」

「開き直るでない」

　なんでやねん！と、仏頂面の父に、関西人でもないのに心の中でツッコむ。開き直ってるんじゃなくて、事実を言っただけだから！

　見た目はキリッとした紳士なのに、少々とぼけているお父さんは、片眉を上げて腕を組む。

「父さん、今年でもう定年なんだぞ。身体にいつ何があっても不思議じゃない歳なんだから、早く安心したいんだよ」

「健康診断はＡ判定だったけどね」

　お父さんの隣の椅子に腰を下ろすお母さんが、ニコニコしながら補足した。

　彼女はお父さんとは逆で、のほほんとしているように見えて、意外としっかりしている。十歳以上離れた年の差婚をしたふたりだけど、すごく仲がいい。

　とりあえず、お父さんの言葉は受け流しておこうと思っていると、今度はお母さんが爆弾を投げてくる。

「まぁ、孫は置いておくとして。アテはあるのかしら？　お婿むこさんになってくれそうな人」

　〝お婿さん〟……もう聞き飽きました、その単語。お母さんはただ、私に彼氏がいるかどうかを聞きたいだけかもしれないけど、やっぱり辟へき易えきしてしまう。

　私たち姉妹は小さい頃から、『将来どっちかはお婿さんをもらってね』と言われて育った。

　うちはそこまで裕福でもないし、私たちもお嬢様というわけではない。ただ、この土地の昔ながらの風習で、『娘だけの家庭は婿をもらう』というのが当たり前になっているのだ。無論、今目の前にいるお父さんもお婿さん。

　だから、私と花苗の間で、いつの間にか『先に結婚できなかったほうが婿探しをしなければいけない』という決まりができ上がっていた。

　今時、婿になってくれる人なんているんだろうか。それに、自分の苗字が変わらないと、結婚した実感も湧かなそう。

　そんな懸念から、私たちは『早い者勝ちで結婚してお嫁に行かなくちゃ！』という競争心を、密かに抱いていたのだ。私の結婚願望が強いのもそのせい。

　結果、このレースに勝ったのは、私と違って世渡り上手で甘え上手な花苗だった。昔から恋多き乙女で、二年前にできた彼氏と、そのまますんなり結婚してしまった。

　しかも彼は次男。お兄さんも結婚していて、すでに実家で同居しているため、花苗は彼とふたりで仲良く平和に暮らしている。

　おかげで、私は婿探しに奔走することになってしまったのだ。両親はこうやって結婚を急せかしてくるし、まだ二十六だというのに気が焦あせってしまう。まず彼氏を作らないことにはどうにもならないけど、〝婿になってくれる人〟というのが常に頭にあって、なかなかうまくいかない。

　これまで何度か失敗している恋愛を脳裏にチラつかせつつ、重いため息を吐き出す。

「……彼氏もいないのに、お婿さんなんて見つけられるわけ――」

「あぁ一葉～！　こんなに可愛い娘なのにかわいそうに……！」

「食いぎみで哀れむのやめて」

　両手で顔を覆い、大げさに泣きマネをするお父さんに、冷たい視線を突き刺した。

　親バカなのか、けなしてるのかわからないけど、とにかくイラッとする。私だって、いい人がいれば愛したいし愛されたい。それが婿になってくれる人なら、なおさらいいんだけど。

「とにかく、私は私のペースで結婚を考えるから。お婿さんのこともわかってるし、もう少し待ってて」

　ムカムカしながら、タルトを口に放り込む私を、お父さんは〝しょうがないなぁ〟という表情で、お母さんは苦笑しつつ、眺めていた。




　実家にいる最中、高校時代の友達から、【今日の夜、急きょ波月で集まることになったから来ない？】というお誘いのメッセージが届いた。メンバーは、高校卒業後もたまに連絡を取っている同級生の女子四人組だったため、すぐに参加することに決めた。

　お母さんに半強制的に夕飯を食べさせられたおかげで、合流したのは午後八時過ぎ。場所はカジュアルだけど、薄暗くて雰囲気のいいバー。皆で丸いテーブルを囲み、それぞれの近況や思い出話を、昔のノリのまま話して盛り上がっていた。

　すると、さっぱりした性格の香か奈な子こが、「一葉も揃ったから報告するけど」と前置きして、明日の予定を言うような調子でさらっと告げた。

「あたし、今度結婚するんだ」

　突然のおめでたい報告に、一瞬ポカンとした私たちだけど、すぐにわぁっと歓喜の声をあげる。

「ほんとに!?　おめでとう～！」

「相手、誰よ!?　うちら知ってる人？」

　興奮ぎみに身を乗り出す私たちに、香奈子は少し照れたようにはにかんで答える。

「二組だった、澤さわ田だ」

　その名前を聞いて、私はギクリとした。

　高校時代から目立つタイプで、私とも顔見知りだった澤田くん。去年、会社の同僚とたまたま参加した合コンで、男性陣の中にいた彼と、思わぬ再会を果たしたのだ。

　話が盛り上がる中、恋人に求める条件は？という話題になり、いい具合にお酒が回っていた私は、『将来ムコ殿になってくれる人が最低条件！　絶賛募集中です～』と、かなり重い発言をしてしまった。

　案の定、私の勢いに澤田くんは引いてしまい、そのまま終了。そんな少々イタい思い出を連想させる彼が、まさか香奈子の旦那様になるとは……！

　ひとり世間の狭さに打ちひしがれる私をよそに、皆は興味津しん々しんで香奈子に迫る。なれそめを根掘り葉掘り聞いていると、どうやら付き合い始めたのは半年前らしい。

　スピード婚だと知り、驚いて無意識に口を開けていると、香奈子は照れ隠しのように、オレンジ色のカクテルをマドラーでぐるぐると混ぜながら言う。

「自分でもびっくりだけど、お互いすぐに自然と結婚を意識してたんだよね。でも、うちは息子がいないから、親に『婿をもらえ！』なんて言われててさ」

「澤田くん、ムコ殿になるの!?」

　香奈子の言葉を聞いて、私は真っ先にそう言っていた。反応せずにはいられないよ！

　一瞬目を丸くした彼女だけど、あはっと笑って、首を横に振った。

「ううん、結局その話はなくなった。けど……あいつは、あたしと一生一緒にいられるなら婿になってもかまわない、とは言ってた……」

　次第に声を小さくする香奈子は、皆に「あまーい！」と冷やかされて照れまくっていた。そんな彼女は可愛いし、私も素直に嬉しいけれど、少し複雑な気分になる。

　澤田くん、私がお婿さんの話をした時はドン引きだったくせに。まぁ、付き合っていたわけじゃないから当然か。相手が香奈子だから、本気で好きな人だから、それでもいいと思えるんだろう。……羨うらやましすぎる！

　これまで、私も全く彼氏がいなかったわけじゃない。けれど、付き合うとすぐに、〝結婚＝婿に来てもらう〟ということを意識してしまう私は、言動からそれが溢あふれ出ているようで、いつも面倒がられてフラれてしまう。

　おかげで、この歳までキス以外のことは未経験。つまり処女ですよ、純潔ですよ。

　いっそのこと、彼氏という段階を踏まないで、いきなり結婚相手を探したほうがいいんじゃないだろうか。




「もう婚活パーリーにれも行こっかな～」

「一葉ちゃん、そんなに結婚したいんだ……。っていうか飲みすぎ！」

　今日、誘ってくれた弥生やよいちゃんが、まだ少しカクテルが残っているグラスを、私の手から奪い取る。

　あれからふたりは帰ってしまい、お客さんが増えてきたこともあって、私たちはカウンター席に移動した。そして飲んだくれた私は、ぐでんとカウンターに突っ伏している状態だ。今日実家で言われたことも相まって、なんだか飲みたい気分になっちゃったのよね……。

　なかなか帰らない私に唯一付き合ってくれている弥生ちゃんは、心配そうに私の背中に手を当てる。

「ろれつ回ってないけど、大丈夫？」

「うふふ、へーきへーき」

「本当に？　私、もうすぐバスの最終出ちゃうから帰るよ？」

　腕時計を見て困った顔をする彼女に、私は手元にあった、さっきとは別のグラスを持って、へらへらと笑いかける。

「らーいじょーぶ。このウーロン茶飲んだら私も帰るし～」

「あっ、それ隣の……！」

　弥生ちゃんはなぜかギョッとして、焦ったようにこちらに手を伸ばしてきた。

　私は目をとろんとさせつつ、首をかしげる。

「これはウイスキーですよ、酔っ払いのお姉さん」

　低く、なめらかな声が聞こえ、私の右手に誰かの手が重なる感覚がした。

　弥生ちゃんとは逆の、右隣の席にぐりんと首をひねると、キレイな顔が飛び込んできて目を奪われる。しかし……。

「いや、購買部の坂本一葉さん？」

　男性は、私の手からそっとグラスを取り上げて微笑む。

　彼の顔をふわふわした脳でしっかり認識した瞬間、一気に酔いが醒さめた気がした。

「……ぶっ、部長!?」

「えっ!?」

　思いっ切り身体を引いて叫ぶと、弥生ちゃんも驚いた声をあげた。

　この人は、間違いなく営業部の坂本部長……！

　なんでこんなとこで会っちゃうの!?　しかもこんな酔っ払っている時に！　部長のウイスキーをウーロン茶と間違えるとか、アホすぎるし……。

　目と口をぱかっと開けて固まる私の左隣から、弥生ちゃんが顔を覗かせて部長に話しかける。

「一葉ちゃんの会社の方ですか？」

「えぇ、一応」

　小さく頷いた部長は、腕時計を確認して、弥生ちゃんに微笑みかける。

「時間迫ってるんでしょう？　彼女は俺が責任持って送り届けるから、ご心配なく」

　えっ、部長が!?

　予想外の展開で、頭がうまく回らず言葉が出てこない。そんな私をよそに、弥生ちゃんは安あん堵どの表情を浮かべる。

「本当ですか？　助かります～！　一葉ちゃんをよろしくお願いします」

　部長に頭を下げた彼女は、私の耳に顔を近づけ、明るい声色で言う。

「ごめんね、お先に。でも上司さんなら安心だね。超イケメンで羨まし～」

「や、弥生ちゃ……！」

　引き止められるはずもないけれど、私はすがりたい気持ちでいっぱいだ。

　だって、坂本部長とふたりきりになんて、会社ですらなったことがない。しかも、お互いにお酒が入った状態だし……なんだか気まずい！

　しかし、そんな私にかまっていられない弥生ちゃんは、さっさと席を立つ。「またゆっくり会おうね！」と言い、笑顔で手を振ると、足早にバーを出ていってしまった。

　残された私に、部長はグラスを口に運びながら淡々と言う。

「友達困らせんなよ」

「す、すみません……」

　おっしゃる通りで、私は頭こうべを垂れた。

　弥生ちゃんはいい子だから、部長がいなかったら、私を置いてひとりで帰ることなんてできなかっただろう。やっぱり、この出会いには感謝すべきか。

　顔を上げた私は、さっき弥生ちゃんに取られたグラスを再び手に取った。氷でだいぶ薄まったカクテルを眺めながら呟く。

「まさか、部長もここにいたとは……」

「接待終わりで、ひとりで飲んでたんだ」

　そう言われてみれば、スーツ姿だけどネクタイは緩められていて、仕事終わりなのだとわかる。土曜の今日は休みのはずなのに、部長様は大変だな……。

　彼の仕事モードではない姿は初めて見るし、仕事以外の話をするのも初めてだ。といっても、会社でもたいした関わりはなかったから、部長はほとんど未知の存在。

　ただ彼を見つけた時は、外見だけでなく、きびきびと働く姿がものすごくカッコいい人だな、と思って見ていた。彼が鬼のように厳しい人だということは、なんとなく噂で聞いてはいたけれど、私はそこまで怖い人だとは感じなかった。

　そんな部長様と今の状況になっているのは、私にとってはある意味ファンタジーだ。現実味がまるでない。

　酔っているせいもあって、夢の中にいるような感覚で薄まったカクテルを口に含む。

「坂本は失恋でもしたのか」

　突然、部長がそんなことを言うから、私はごくりと喉のどを鳴らして目を丸くした。

「へっ!?　なぜ失恋……」

「さっきから婚活がどうのとか、男が欲しそうな発言してたから」

　うわぁ、やっぱり聞かれていたんだ……最悪。

　やってしまった、と頭を抱えるけれど、それなら今さら取り繕つくろわなくてもいいか、と思い直す。というか、すでにこんな酔っ払いの姿をさらしているんだから、隠すものなんてない。

「失恋じゃないですよ。でも、男っていうか……愛は欲しいです。結婚に至るくらいの愛が」

「重いな」

　バッサリと切られて、息の根が止まりそうになる。

「軽い女よりいいけど、あんまり求めすぎると男は逃げてくぞ」

　涼しげな顔で、琥珀色の液体を口に運びながら忠告する彼が、ちょっぴり憎らしい。それはきっと、彼の言うことが正しいから。

「そんなの……わかってますよ」

　グラスを両手でぐっと握りしめて、泣きそうな声を出す私を、部長が横目で見る。

　自分が重い女なのだと改めて自覚したら、虚むなしさが急激に襲ってくる。けれど、そんな自分とは反対に、これまでの私の恋愛はちっとも重さがなくて、全部が虚しい。

　そうして気がついたら、私は過去の恋愛話を語り始めていた。お婿さんの話を出した途端、男性に逃げられたり、逆に私に財産があると思って急に馴なれ馴なれしくされたりしたことを。

　部長にとっては絶対つまらない話に違いない。迷惑だろうと思ったものの、口にしたら止まらなくなってしまった。

　案の定、彼は何も言わずにグラスを傾けるだけだった。けれど、たとえ聞き流されていても、ただ愚ぐ痴ちを吐き出させてくれるだけで、気分は軽くなっていた。

「私、ほんと要領悪くて……。恋愛の仕方なんて誰も教えてくれないのに、どうして皆、うまく付き合えるんだろう……」

　相手が部長だということもすっかり忘れて、私は友達に話すような感覚でそう言っていた。

　コツン、とカウンターにおでこをくっつける。今日の髪は緩くまとめたローポニーテールにしているから、かろうじてオバケみたいにはならずに済すんでいるだろう。

　すると、部長からこんな言葉が返ってきた。

「んなもん、失敗して覚えていくしかねぇだろ。最初から、うまくいくヤツなんていない」

　恋愛の酸すいも甘いもわかっているような言い方に、私は思わず彼を見上げる。

「……部長も、失敗したことあるんですか？」

「成功してたら、今頃ひとりで飲んでたりしねーよ」

　フッと気を許したように笑う彼を見て、ギスギスしていた心が少し丸くなった。

　部長くらいイイ男なら、失敗したことなんてないんじゃないかと思ってたけど、意外とそうでもないんだ……ちょっと親近感が湧くかも。

　今の話からすると、付き合っている人もいなさそうだ。そろそろ部長だって結婚を意識する年齢だろうに、彼女が欲しいとか思わないのだろうか。

　……はっ。

　部長と結婚、ということについてぼんやり考えていると、突然ピンとひらめいた。とてつもなく無理があって、認めてもらえるわけもないことを。

　でも、何せ私は酔っ払っている。それを思いついた瞬間バッと顔を上げ、何も考えずにそのまま口にしてしまっていた。

「部長……私と結婚してください！」

　背筋を伸ばして、まさかの求婚。

　この時の部長の、鳩が豆鉄砲を食らいまくっているような顔には、二度とお目にかかれないかもしれない。

「……はぁ？」

　数秒経ってから、彼の気の抜けた声が響き、私は間かん髪はついれず深々と頭を下げる。

「お願いします、お婿さんになってください!!」

「無理に決まってんだろ！」

　今度は、すがすがしいくらい、即答された。

　当然だとわかっていながらも、私はしつこく泣きついてしまう。何せ酔っ払っているから。

「そこをなんとか……！　苗字変えなくていいんですよ!?」

　そう、同じ苗字なのだから、部長がお婿さんになったとしても、誰も気づかない。それならちょっとは抵抗がなくなるんじゃないかな、なんて。

　ほぼ冗談だったけど、本気で考えてくれたらいいな……という期待も、ほんの五パーセントくらいあったりした。しかし――。

「そんなことだけで一生涯の相手を決めるな、アホ！　これだから恋愛偏差値の低い酔っ払いは……もっと笑える冗談を言えってんだ」

　とっても険しい表情で辛しん辣らつな言葉をぶつけてきた彼に、私は思わず肩をすくめた。

　部長って、こんなに口が悪いお方だったんですか……。鬼のように厳しいと噂されているのが少しわかった気がする。私は彼のほんの一面しか見ていなかったことに気づき、衝撃を受けた。

　ため息をついた部長は、気だるげに片手で頬杖をつき、真面目な口調で話しだす。

「結婚を甘く見んな。相手の嫌な部分も全部知って、それを受け入れるなり我が慢まんするなりしなきゃ、他人と家族になんかなれねぇんだよ。接待みてーに、その時だけ相手のご機嫌取ってりゃいいわけじゃねぇんだ」

　ついさっきの無茶苦茶な思いつきはどこへやら、私はいつの間にか真剣に耳を傾けていた。彼の言うことはもっともで、なんの反論も出やしない。

　膝ひざの上で両手を揃え、黙って聞いていると、部長が私を見つめてきた。

　漆黒の瞳に捕らえられ、さらにこちらに向かって手が伸ばされるものだから、否応なくドキリとする。

「お前、俺の全部を知りたいのか？」

　艶つやめいた声がすると同時に、彼の長い指が私の頬に触れた。

　ぴくん、と肩が跳ねる。でも、なぜか動けない。

　彼の指は、ツツッと頬をなぞるように耳元へと移動する。どうやら、私が乱れたせいで口についてしまっていた髪の毛を取ってくれたらしい。

「俺がどれだけ意地悪で、自分勝手で、優しさに欠けた男か……」

　言葉とは裏腹に、手つきは優しくて、ドキドキする。

　……と思ったら、彼の手は上のほうに移動し、中指でピン！と軽く私のおでこを弾いた。不意打ちのデコピンに、「いった！」と思わず声をあげる私を見て、部長はクッといたずらっぽい笑みを漏らす。

「知りたくもねぇだろ、こんなヤツのこと。もう軽々しく結婚してくれなんて言うなよ」

　部長は姿勢をもとに戻して、再びグラスを手にした。

　私はおでこを押さえたまま、ムッとする。

　キツいことを言って、ほんのり甘い雰囲気を漂わせたかと思いきや、また突き放して。……駆け引き上手な大人の男って、ズルい。

　そんな風にされると、知りたくなってしまうじゃない。あなたにあって、私にないもの。何を身につければ、私はあなたのような大人になれるのか。

　恋愛偏差値を上げて、結婚したいと思ってもらえる女になるには、どうしたらいいのか――教えてほしい。

　思考がそれでいっぱいになった瞬間、私は衝動的に自分でも驚く行動に出ていた。

　部長のほうに身を乗り出すと、彼の手からグラスを奪う。そして、琥珀色の液体を、ぐびぐびっと喉に流し込んでいたのだ。酔っ払うと人はこうも大胆になれるものかと、頭の片隅で他ひ人と事ごとのように思いながら。

　ギョッとした部長は、慌てて私の手からグラスを奪い返そうとする。

「おまっ、何やって――！」

「まずは、このお酒の味から知ろうかと！」

　ドンッとカウンターにグラスを置いて、逆ギレしたような口調で言い放った。

　くはー、喉と胃が熱い……！　こんなカクテルみたいに甘くもなく、ビールみたいに喉越しがいいわけでもないお酒、よく飲めますこと！

　部長のことを理解するには、かなりの時間がかかりそう。

「大人れすね……私とは、じぇんじぇん違う……」

　再びろれつが回らなくなって、一気にクラクラし始めた私は、ドサリとカウンターに突っ伏した。

　しばらく唖然としていた部長は、呆れたように呟く。

「……お前、ほんとバカだな」

「へへへ」

　私は夢の中に片足を突っ込みながら、おかしな笑みを漏らした。

　もうダメだ。もう意識を保つのも限界。

「知りたい、れす……部長のこと……教えて……」

　最後に残っていた思考を喉の奥から絞り出し、私は意識を手放した。
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逃れられない運命？




　部長と会議室で話したあと、少しだけ残っていた仕事を終わらせてスマホをチェックすると、メッセージが一件届いていた。

　送信者の【溝みぞ渕ぶちふみか】という名前を見て、相談したいことが山ほどある私は、すぐさま食事の約束を取りつけた。

　購買部にいる同期のふみかは、大学時代から一緒で、親友のひとり。彼女と会社の玄関で合流すると、駅前にある、歩いて十分ほどの洋風居酒屋にやってきた。

　オレンジ色の照明が灯る、ほの暗いウッド調の店内は、小こ洒じゃ落れているけどアットホームな雰囲気だ。カウンター席には、バーのようにお酒の瓶びんがずらりと並んでいて、私たちはその手前のテーブル席に座った。

　まず、ビールとチーズ揚げを頼んで乾杯。

「あー、仕事終わりのビールって最高！」

　上唇くちびるに白いおヒゲをつけて、ドンッとグラスを置くふみかは、おじさんみたいで笑える。キャラメル色のふんわりボブの髪を揺らす彼女は、童顔でとても可愛いのだけれど。ふみかはくたびれたように首を回しながら、チーズ揚げに箸はしを伸ばした。

「もう一葉が抜けてから大変だよ～。来週、中途社員の面接するらしいけどさ」

「私の異動、急だったもんね」

　私も春巻の皮に包まれたそれを、カリカリとかじって頷いた。

　一ヵ月半前、営業事務の女性が突然退職することになったため、求人を出したものの、坂本部長のおメガネに適かなう人はいなかったのだとか。

　その結果、なぜか私が目をつけられた。

　二週間前、購買部に坂本部長が来たと思ったら、彼は私が座る椅子に手をかけ、くるりと自分のほうを向かせて、突然こう言い放ったのだ。

『坂本一葉、俺んとこに来い』

　……と、麗しい微笑み付きで。

　しばらく唖然としてしまい、それが部長直々に下された辞令だったのだと、あとから気づいた。

　そういえば、どうして私なんかが選ばれたのか、まだ聞いていなかったな。引き継ぎでとにかく慌ただしくて、そんな余裕がなかった。

　今度聞いてみようと思いつつ、メイン料理を選ぼうとメニューをめくると、ふみかが眉を八の字にして私の顔を覗き込む。

「でも一葉のほうが大変だよね。大丈夫？　事務のおばちゃんとか、嫌味な営業マンとかにいじめられてない？」

　大げさに心配してくれるから、私はぷっと噴き出した。

　ふみかはいつも明るく元気で、リアクションも大きいし、過保護なくらい人のことを気にかけてくれる。可愛くて面白い子なのだ。

「それはご心配なく。仕事教えてくれる中谷さんって女の人も、すごくいい人だし。ただ……」

「ただ？」

　キョトンとする彼女から、見るともなくメニューに目を落として、ぽつりとこぼす。

「坂本部長と、ちょっと……」

　その瞬間、ふみかの表情がぱぁっと明るさを増す。

「待ってました、坂本部長！　それ聞こうと思ってたんだよ～。ふたりは〝あんなこと〟があった仲なんだしさぁ」

　俄然、ウキウキと楽しそうにするふみかだけど、私は恥ずかしくなってメニューで顔を隠した。

　〝あんなこと〟というのは、きっと〝あの夜〟のことだろう。バーで酔っ払って逆プロポーズしてしまったこと、ふみかには全部話していたんだった……。

「で、で、何があったの？」

　待ち切れない！と言うように、ふみかはメニューそっちのけでテーブルに身を乗り出してくる。私も話したいとは思っていたけど、どこから話せばいいのやら。

　とりあえず、私たちが夫婦じゃないかと営業部で噂されていることから、順を追って本庄さんのことを話し、一番の問題点に差しかかる。

「で、本庄さんを牽けん制せいするために、部長が……私と結婚してるって嘘を大々的に宣言しちゃって……」

「はぁ～!?」

　ふみかは目をまん丸にして、叫び声をあげる。

　予想通りの大きなリアクションが返ってきた。

　周りのお客さんも、店員さんもびっくりしている……。お騒がせしてすみません。

「何、そのマンガ的な展開!?」

「私も放心状態だったよ……」

　対する私は、ローテンションで脱力する。

　とりあえず、この店自慢のオムライスを二種類頼み、興奮するふみかを落ち着かせてから、会議室での部長とのやり取りを話した。

　ふむふむと聞いていた彼女は、運ばれてきた美お味いしそうなオムライスに、さっそくスプーンを差し込む。

「じゃあ仕事してる間は、本当に『結婚してます』って体ていでいくつもりなんだ」

「そうなるね……。こんなことうまくいくわけないのに」

　ため息交じりに言い、私もデミグラスソースがかかったとろとろの卵をすくった。

「すごいことになっちゃったね～。坂本部長もクレイジーなことするなぁ」

「……顔、ニヤけてるよ」

　私はもぐもぐと口を動かしながら、少しムッとして彼女を見る。

　ちょっとは私の気持ちを汲み取ってくれるのかと思いきや、ふみかは明らかに中谷さんと同じような顔で笑っている。

「だって楽しそうなんだもん！　超絶イケメンが旦那様になることなんて、現実じゃ滅多にないじゃん。それを体験できるんだよ？　羨ましーい！」

「そう言われると、魅力的な気はするけどさ……」

　ふみかが目を輝かせるのも、わからなくはない。私自身、さっき部長と話していて似たようなことを思ったのだし。

　だけど、冷静に考えて。こんなシミュレーションは、ゲームとかマンガとか、二次元の世界でこそいいのであって、実際は気苦労が増えるだけだよ、絶対……。

　それでもふみかは、わくわくしながら軽い調子で続ける。

「いいじゃん、この際、部長が言うみたいに楽しんじゃえば。恋愛偏差値上げてくれるんでしょ？」

　さっき会議室で言われたことが脳裏をよぎる。

　恋愛偏差値ねぇ……。本当に、なんで部長は急にそんなことをする気になったのだろう。二ヶ月前のあの時は、『軽々しく結婚してくれなんて言うなよ』って話していたくせに。軽々しく夫婦を演じることにしたのは、どこのどなたでしょうかね。

　私もできることなら、恋愛スキルを上げたいし、夫婦芝居に興味がないわけではないけれど……。

「でも、皆を騙してるわけだし」

「それで迷惑になる人、誰かいる？」

　そう返された私は、押し黙って思案する。

　……本庄さんとか、部長に好意を持っている人にとっては迷惑だよね。でも、そもそも女を寄せつけないための偽装なのだから、その人たちは省くとして……。特に困る人はいない、か。

　呆あっ気けない答えが出て、背徳感が薄れていく私に、ふみかはニッと笑ってみせる。

「ね、誰も迷惑しない。まぁ、本人たちが社内恋愛できないってことくらいかな」

「あぁ……それ忘れてた」

　確かに、社内でほかに恋人を作ったら不倫だと思われてしまう。そちらが本命なのに、なんともおかしな話だ。

　……ちょっと待った。ということは……。

「私、本当の彼氏が作れないってこと!?」

　スプーンをお皿にカチャンと落とし、顔を歪める。

　社内はもちろん、社外でだってほかの男性といるところを目撃されたら、不倫していると思われるのでは!?　こんな私に、すぐ彼氏ができるはずはないけど、万が一！

　焦る私とは正反対に、ふみかは落ち着いた様子で、意味深な笑みを浮かべる。

「大丈夫、打開策はあるよ」

「何？」

「一葉と部長が、本当に付き合っちゃえばいいんだって」

　……そうきたか。ふみかは得意げな顔をしているけど、それが一番難しいからね？

　じとっと見つめる私なんて気にせず、ふみかは妄想に拍車をかけて、うっとりしている。

「夫婦を演じているうちに本物の愛が芽生えて結婚……なんて、まさにドラマだよね！　部長がムコ殿か……素敵～」

　私の頬が膨らんでいるのは、オムライスを頬張ったせいか、語尾にハートマークをつけて言いたい放題のふみかのせいか。

「また簡単に言う……。そんなに都合よく愛が生まれるわけないじゃん！」

「苗字が一緒ってだけで求婚しといて、よく言うねぇ」

　意地悪く口端を上げる彼女に、私は簡単に屈服した。

「もう、あの失態は思い出させないでよー……」

　恥ずかしさと後悔から、両手で顔を覆う。

　忘れたいところだけ記憶に残っているから、困ってしまう。眠りに落ちる直前、私は何か言ったような気がするのだけど、思い出せないし、そこから先の記憶もない。気がついたら朝で、ちゃんと自分の部屋のベッドで寝ていた。

　部長にどれだけ迷惑をかけたか、考えるのも恐ろしい。

　でも、ふみかはオムライスを食べつつ、こんなことを言う。

「一葉にとっては失態かもしれないけど、部長はまんざらでもなかったんじゃないかな。本当に迷惑だったら、偽装で夫婦になるなんて面倒なこと、絶対しないし」

「そうかなぁ……」

　もし自分が部長の立場だったら、と想像して顔をしかめる。

　あの二日後の月曜日、出社して真っ先に部長のもとへ向かった私は、当然土下座するくらいの勢いで謝った。

　彼の話では、私はかろうじて住所を言えたらしく、一緒にタクシーに乗って部屋まで送ってくれたのだそう。やっぱり大迷惑をかけていたことを、本当に申し訳なく思ったのだった。

　これで彼が何も気にしていないなら、もう『ブラック上司』だなんて言えないよ。

　はっ……そうか。もしかしたら一連のことは、あの時の仕返しっていう可能性も!?

「新手の嫌がらせかも……」

「まぁ、ブラック上司って言われてる人なら、やりかねないかもね」

　ふみかが軽く笑いながら口にした言葉で、私はさらに意気消沈した。

「でもさ、結構お似合いだと思うよ？」

　部長を推してくる彼女に、私は脱力し切ったまま返す。

「どこが？」

「なんとなく、息が合ってるっていうか。部長が一葉を引き抜いた時のやり取りも、いい感じだったし」

　どんなやり取りだっけ？と、私はスプーンを動かす手を止めて記憶を辿る。

　部長が購買部に来た時。あの時は、彼があまりにも強引に異動の話をするから、押し問答みたいになって……。

『待ってください！』

『待てない。すぐにお前が欲しいんだ』

『そんな、急すぎます！』

『俺は前から考えてた』

　なんて言い合いをオフィスの中で始めてしまい、これ以上うるさくなる前に、と会議室に連れていかれて、詳しい話をしたのだった。

　……ってこれ、異動の話だと知らない人には、あらぬ誤解を与えてしまいそう。

　今さら気づかされて、思わず「げっ」と口にする。

　なぜかしたり顔のふみかは、ニヤニヤしながらビールのグラスに手を伸ばした。

「あの会話、いろんな意味に取れるもん。あの場にいた女子は皆、赤面してたよ」

「うそぉ……」

「購買部の人は、一葉の名字が入社当時から『坂本』だって知ってるから、さすがに夫婦だとは思わないだろうけど……。付き合ってるのかなーとは思うかもね。それが他部署では、いつの間にか結婚してた、って噂に変わっちゃったんじゃないかな」

　驚愕する私に、ふみかは自分の推理を聞かせてくれた。

　言われてみれば、そうかもしれない。私みたいなただの事務員は、もともと他部署には名前なんて、ほとんど知られていないのだから。

　全然気にしていなかった……。火のないところに煙は立たないと言うけれど、まさかこんな火種があったなんて！

　頭を抱えたくなることばかりで、料理もお酒も充分に楽しめない。

　ふみかは美味しそうにビールを呷あおって言う。

「もう、部長からは逃れられない運命だと思ってさ。結婚シミュレーション、攻略目指して頑張って」

　明らかに楽しんでいる彼女だけれど、私はもう言い返す気力もなく、黙々と食事を進めるのだった。










ブラック上司、本領発揮




　あれから偽装夫婦としての毎日が始まってしまったけれど、皆はいたって普通で、今のところ特に困ることはない。本庄さんも姿を見せず、仕事のほうも覚えてきて、とりあえず平穏な日々が続いていた。

　そうしてカレンダーが九月に変わった日、営業部のドアを、本庄さんではない人物がバーンと開けた。

「坂本部長！」

　大きな声をあげて入ってきたのは、配送部の部長である田た沼ぬまさんだ。お腹が出ている中年のおじさんで、その姿はまるでたぬきを彷ほう彿ふつとさせる。

　そんなたぬき……いや、田沼部長は、険しい形相でずんずんと坂本部長のデスクに向かっていく。明らかにお怒りのようだ。

　けれど、わが営業部の部長様は全く動じず、パソコンの画面から目線だけを上げる。

「何か？」

「急に入った、明日配送分の受注、あれはさすがに無理があるだろう！　発注数が多すぎて手が回らんよ」

　声を荒らげる田沼部長と、いたって冷静な坂本部長。

　その様子を、皆が固かた唾ずを呑んで見つめている。

　当然、私も気にせずにはいられない。中谷さんに身体を寄せて、コソコソと聞いてみる。

「田沼部長が言ってるのって、ホテルのイベントで使う食材のことですか？　急きょ部長が引き受けた……」

　今朝、うちの取引先ではないホテルから、オフィスに電話がかかってきた。それを取ったのは私で、電話口の相手の声から、焦っているのが感じ取れた。

　用件は、明日の朝イチで食材を送ってくれないか、というもの。相手は取引先ではないし、その量はかなり多かったため、自分では判断できずに部長に取り次いだ。

　すると、彼は全く躊ちゅう躇ちょすることなく、『承知いたしました』と、口元に笑みを浮かべて快諾したのだった。

　その潔さに驚いたことを思い返していると、中谷さんは神妙な顔で頷く。

「多分そうね。ホテル側の手違いで、食材を仕入れるのに問題が発生して、急だからほかの業者はどこも取り合ってくれなかった……ってとこじゃないかしら」

「大量で、しかも朝イチの配送だなんて大変ですもんね」

　冷蔵品は当日積み込むから、朝イチの荷物が増えると、その分手間も多くなる。なるべく避けたいのは、どこの業者も同じだろう。

　怒りが収まらない田沼部長の声が響き渡る。

「こっちは毎日ギリギリなんだ。人がいない以上、受注を増やされても困るんだよ」

「それなら、総務に言っていただけませんか？　人を補充してほしいと」

「それが無理だから、こっちに来たんじゃないか！」

　キーボードを打ちながら淡々と答える坂本部長に、田沼部長が髪の薄い頭から湯気を出しそうな勢いで怒鳴る。この温度差のすごいこと……。

　顔を引きつらせつつ盗み見ていると、カタッとキーボードを打つ手を止めた部長が、大きく息を吐き出して言う。

「受注がなきゃ、経営が成り立たないってわかってます？」

「当たり前じゃないか！　俺が言ってるのは、なんでもかんでも引き受けるなってことだ！」

　バカにしたような坂本部長の言い方に、田沼部長の堪かん忍にん袋ぶくろの緒が今にも切れてしまいそうで、ヒヤヒヤする。というか、もう切れているのかな……。

　埒らちが明かないやり取りに業を煮やして、田沼部長は小さく舌打ちをし、ついにこんなことを言いだす。

「営業は接待やってりゃいいかもしれんがな、俺たちは毎日必死で走り回ってるんだ。こっちの身にもなってくれよ」

　その言葉には、営業マンたちも眉間にシワを寄せ、部長もぴくりと反応を示したように見えた。

　私も少しムッとしてしまう。田沼部長の気持ちもわからなくはないけど、営業部の皆だって接待だけやっているわけではないのだから。相手の心をつかむ交渉をして契約を取り、もしもクレームが入れば頭を下げる。それは決してラクなことではないし、誰にでもできることではないと思う。

　なんだか八つ当たりしているような小言を言い続けるたぬき部長に、イラッとしていたその時。

　ダンッ！と音がして、皆一様に肩をビクつかせた。

　一気に静まり返る中、デスクに両手をついた坂本部長が、ゆっくり腰を上げる。

「先ほどのお言葉、『営業は会社の金で酒が飲めていいな』って愚痴を言ってるようにしか聞こえませんね、俺には」

　彼は無表情だけれど怒りのオーラを漂わせ、氷のように冷たく言い放った。

　ギクリとした様子で口をつぐむ田沼部長に向き直り、落ち着いた声で話し続ける。

「あなたが文句を言いたいのは受注に対してですか？　それとも、俺に対して？　おそらく後者でしょうけど、俺は何を言われようと、自分のやり方を変える気はありませんよ。これまで、そうやって会社の利益につなげてきましたので」

　少し身体を前のめりにして、身長百六十五センチくらいの田沼部長の顔を覗き込み、彼は口元に不敵な笑みを浮かべた。

「こうして文句を言いに来る暇があったら、荷物積んだほうがいいんじゃないですか。忙しいんでしょう？」

　お得意の嫌味をさらっと言ってのける部長様……彼に怖いものはないのでしょうか。

　皆もやっぱり部長に恐れをなしているけれど、視線は営業部を敵に回すような発言をした田沼部長に向けられている。

　それに気づいた彼は、悔しそうに唇を噛かむ。

「っ……とにかく、今後は急な受注は控えてくれ！」

　そう吐き捨てると、田沼部長はどしどしと足音をたてて、オフィスから出ていった。

　嵐が過ぎ去り、私たちはホッと胸を撫で下ろす。

　部長は気だるげに首を回して、何事もなかったかのように仕事を再開した。

「……びっくりした」

　思わず本音をボソッと呟く私だけど、中谷さんは慣れた様子。

「ごくたまにだけど、あるのよ。他部署の人が怒鳴り込んでくること」

「それは、大体部長が原因で？」

　ストレートに尋ねてみると、中谷さんは苦笑を漏らしつつ、「ちょっと強引なところがあるからねぇ」と言って、詳しく教えてくれる。

「例えば今回の件。普段は購買部のほうに発注するものだけど、急な時は営業に直接連絡してくる取引先も少なくないの。そういう場合、坂本部長は必ずと言っていいほど引き受けちゃうから、皆大変なのよね」

　なるほど……。彼がブラック上司と言われる所以ゆえんは、こういうところも原因なのかもしれない。

　納得していると、中谷さんは資料をデスクでトントンとまとめながら、呆れたように言う。

「だからって、たぬき部長は文句言いすぎだと思うけど」

「ですよね!?　契約取るのだって大変で、皆一生懸命やってるのに、あんな言い方ないですよ！」

「たぬきオヤジは放っとけ」

　部長にたしなめられ、つい声が大きくなっていたことに気づいてはっとする。

　ぱっと部長に目を向けると、彼はパソコンの画面を見たまま、涼しげな顔でこんなことを言う。

「配送は明日。まだやってもいないのに、無理だなんて言うヤツは甘いんだよ。げんこつ山に帰っていただいて結構」

　厳しいことを言っているのに、中谷さんも部長も、田沼部長をたぬき化していることに噴き出しそうになる。

　なんとかこらえる私に対し、中谷さんは無理せず声を出して笑っている。

「キツいわ～部長。一葉ちゃん、よく結婚したわね」

「えっ!?」

　うわ、不意打ち！　準備不足でギョッとしてしまう。

「あ、でもふたりきりの時は優しくしてくれてるのかしら？　それもギャップがあっていいか」

　うふふっと微笑まれ、私は顔を引きつらせたまま固まる。

　そんなやり取りを、片手で頬杖をついた偽の旦那様は一瞥し、クスッと笑みをこぼしていた。




　その日は少し残業して、定時の午後六時を四十分ほど過ぎてからオフィスを出た。外は太陽の名残もわずかで、日が暮れるのが早くなったなと感じる。

　ふと、まだ電気がついている配送センターが気になった。昼間の一件を思い出し、明日の配送は大丈夫だろうかと、少し心配になる。

　ゆっくり歩きながらなんとなくそちらを見ていると、トラックの陰から思いがけない人物がちらりと見えて、私は思わず足を止めた。

　すらりと背が高い黒髪の男性は、ワイシャツを腕まくりしている。あれは……。

「……坂本部長？」

　配送部の社員はいつも作業着を着ているから、ひとりだけ違う格好で目立つ。

　どうして彼がそこにいるのか気になって、私は配送センターへと足を方向転換させていた。

　トラックの横を通り抜けて奥へ進むと、たくさんの段ボール箱が積み重ねられた広い倉庫になっている。就業時間外だけれど、配送部の人たちは明日のために慌ただしく動いていた。坂本部長はどこだろう。

　あまり来ることはないその場所に入り、周りをキョロキョロと見回す。

「何やってんだ？」

　背後からお目当ての人物の声がして、背筋がピンと伸びる。

　振り返れば、片手を腰に当てた部長様が、怪訝そうに私を見ていた。

　彼の後ろには、シャッターが開いたトラックが見える。

「部長こそ、何やってるんですか？」

「見りゃわかるだろ。荷物積んでんだ」

　部長が親指で示すトラックの荷台にも、段ボール箱が積まれている。彼はこれを運んでいたのか。

　でも、営業である彼がどうしてこんなことをしているのだろう。しかも時間外だというのに。

「どうして部長が？　これは配送部の仕事じゃ……」

　不思議そうに部長を見上げると、彼は少しネクタイを緩めながら言う。

「明日のホテルへの配送、乾物くらいは今から積んでおけばラクだろ。冷蔵品も品数揃えて冷蔵庫に分けておけば、明日出すだけで済むし」

　それを聞いて、私はやっと理解した。部長は、明日配送の人たちの手間が少しでも省けるように、手伝っているのだ。

　もしかして、田沼部長に言われたことを気にして……？

　意外と罪悪感を抱いていたのかな、なんて思っていると、部長はなぜか私に鋭い目線を向けながら、「言っとくけど」と補足する。

「たぬきオヤジに言われたからじゃねぇぞ。受注した時からこれも想定済み。俺がなんの考えもなしに、ホイホイ引き受けてると思ったら大間違いだ」

　私の考えを見抜き、いまいましそうな顔をする彼は、本当に最初からこうするつもりだったのだろう。

　なんだ……部長、彼らが大変な思いをするということを、ちゃんとわかっていたんじゃない。こうして営業の仕事が終わったあとに、自ら手伝っているのに、ブラック上司だなんて言ったら、バチが当たるよ。

　彼の隠された思いやりを知って、なんだか胸の奥が熱くなる。ときめきではないけどそれに似たような、心地良いざわめきを覚える。……これは何？

　無意識に胸に手を当ててしまう。

　すると、部長は足を一歩踏み出した。

「仕事終わったなら、早く帰れ」

　すれ違いざまに素っ気なく言い、倉庫へと向かっていく彼を、私はすぐに振り返る。

「部長！」

　呼び止められてこちらを向いた彼に、私は衝動的にこう言っていた。

「私にも手伝わせてください！」

　想定外の言葉だったのか、部長はキョトンとして口を開く。

「なんで」

「……部長が進んで人の仕事もやってるのに、自分は何もしないのが嫌だから」

　彼の瞳を見つめて、素直な気持ちを伝えた。

　先に帰ることの罪悪感や、後ろめたさからじゃない。ただ単純に、彼の力になりたいと思った。

「私にできること、なんでもやります」

　力仕事は頼りにならないかもしれないけど、何かしら手伝えることはあるはず。

　やる気だけは充分の私に、部長は少し困ったように眉根を寄せる。

「もう退勤してんだろ？　タダ働きになるぞ」

「かまいません」

　サービス残業上等ですよ、と思いながら即答した。役職者だから残業手当がつかない部長だって同じだ。

　少し思案した彼は、再びこちらに向かって歩きながら言う。

「お前、この倉庫のどこに何があるかわからないだろ。足手まといになるだけだ」

　その通りだけど、ここで引きたくはない。

「っ、でも――」

　反論しようとした瞬間、トラックの荷台に置いてあった何かを手に取った部長は、それを私の目の前に掲げてきた。

　……これは、発注表？

　バインダーにくっついたそれには、たくさんの食材の品目と数量がずらりと並んでいる。購買部にいた時には毎日のように見ていた帳票だ。

「ここにある乾物と、これから分ける冷蔵品、数と種類がちゃんと合ってるか確認しとけ」

　目を丸くする私にバインダーを手渡して、部長はぶっきらぼうに言った。いつぶりだろう、仕事を任されることがこんなに嬉しいと感じるのは。

　私はバインダーを胸に抱きしめ、「はい！」と笑顔で返事した。




　倉庫の一角にある配送部の事務所にバッグを置かせてもらい、品物を確認した。今日は偶然にもパンツスタイルでよかった。

　部長は配送部の人間かと思うほどテキパキと動いていて、本当にすごい。

　まだ残っていた田沼部長も倉庫の奥から顔を出し、彼の姿を見つけると動揺を隠せない様子だった。けれど、何も言わなくても意思疎通ができたらしく、田沼部長も部下に指示をして、手分けして荷物を運んでいた。

　そうして、すべての準備が整ったのは夜の九時頃。久々にこんなに残業をしたけれど、私は達成感に満ちている。

　田沼部長も、素直に「ありがとう」と、ぎこちなくお礼を言ってくれて、心がほっこりした。

　バッグを持って事務所を出ると、ビジネスバッグを手にした坂本部長がいた。

「お疲れ」

　わずかに笑みを見せる彼は、残業後だというのに全く疲れを感じさせない。

　私も笑顔で「お疲れ様でした」と頭を下げ、部長と一緒に歩きだす。

　私を待っていてくれたのかな。

　些細な心遣いが嬉しくて、自然と口元が緩んだ。

　駐車場のほうに向かって並んで歩きながら、部長は柔らかい口調で話しかけてくる。

「一葉が手伝ってくれたおかげで、思ったより早く終わったよ。ありがとな」

「いっ、いえ！」

　おっと……突然の呼び捨てにドキッとしてしまった。

　会議室で話した時以来だから、慣れていない。けれど、部長のほうはすごく自然体で、なんだか本当に親しい間柄になったみたいだ。

「お前は電車通勤だったか？」

　ちょっぴり動揺する私に、部長が腕時計に目を落としながら問いかけた。もしかして、時間を気にしてくれているのだろうか。

「あ、はい。ラッシュは過ぎてるはずなんで、ちょうどいいです」

「そうか。でも今日は――」

　部長が何か言葉を続けようとした時、会社の出入口から社員が出てきた。彼は、私たちに気づいてぱっと目を見開く。

「あ、お疲れ様ですー！」

　ぺこりと頭を下げたのは、私たちと同じ営業部の早さ乙おと女めくん。私と同期で、異動する前からお互い顔見知りだった。

　少しクセのあるダークブラウンの髪に、ハーフのような顔立ちの彼は、その甘いマスクと人懐っこい性格で女性社員からの人気が高い。仕事にも真面目で、期待のエースなのだと中谷さんから聞いている。

「早乙女も遅くまでご苦労さん」と返す部長に、彼はにこりと笑みを向ける。そして、私と部長を交互に見ると、無邪気にこう言った。

「珍しいね、坂本さんがこんな時間まで残ってるなんて。ふたりで帰宅ですか？」

　私は、はっとして固まった。

　この状況を見ればそう思うのが普通だろうけど、私たちが夫婦として過ごしているのは社内だけ。外へ出てしまえばただの他人だ。

　ここはどうかわすのが最適なんでしょうか、エセ旦那様!?

「あー、えっと……」

　言葉がまごついて、挙動不審になってしまう。しかし、この突然の出来事に対処できないのは私だけだった。

「あぁ。同じ時間に帰れることなんて滅多にないから、こういう時くらいはな」

　隣の彼は、全く動じずにこう答えていた。とりあえずここでも偽夫婦を演じておくことにしたらしい。

　落ち着いて考えればそうか。一緒に帰ることにしておいても、早乙女くんが私たちより先に帰ってくれれば問題ないもんね。

　ホッと胸を撫で下ろしていると、早乙女くんは羨ましげな表情で笑う。

「仲良しですね。部長も家では奥さんを溺愛してるって噂、やっぱり本当だったんだ」

　えっ。噂はそんなところまで進展しているの？

　微妙な気分になりつつ、ぎこちない笑みを浮かべていると、部長はちらりと私を見下ろす。

「へぇ……。誰がそんなこと言ってんだろうな？」

「っ!?　わ、私じゃないですよ！」

　慌てて首を横に振った。確かに溺愛されるのは理想だけど、まだそれを答えなきゃいけないような質問は、されていないですから！

　私たちのやり取りを見ていた早乙女くんは、クスッと笑みをこぼした。

「羨ましいな。僕も早く結婚したいです。じゃあ、お疲れ様でした」と頭を下げて、彼は歩きだした。

　私も反射的に軽く頭を下げて、駅方面へ向かう彼を見送る。

　先に帰ってくれたことに安堵した……のもつかの間。すぐに新たな問題に気づいた。

　そういえば、彼も電車通勤だっけ？　だとしたら、駅でばったり遭遇、なんてことになりかねない。

　少し時間を遅らせて帰るしかないか……と考えていると、私の腕がぐいっと引っ張られた。

「何ボケッとしてんだ。俺たちも早く帰るぞ」

「えっ？」

　ポカンとする私をよそに、部長は駐車場へと向かい、黒い車のロックを解除すると、助手席のドアを開けた。

　まさか、ここへ乗れと!?

　私は驚きを隠せず、車の横で目をまん丸くする。

「一緒に帰るっていうのは、建て前だったんじゃ……!?」

「最初から送ってくつもりだったけど？」

　ドアの上部に片手をかけ、小首をかしげて当然のように言う部長様は、ブラック上司の欠かけ片らもない。

　なんだか優しくて調子が狂うけど、家まで送ってもらえるのは、とてもありがたい。

「いいんですか？　本当に……」

「あ、ひとつ頼み事がある」

　遠慮がちに部長を見上げると、彼は腕を組み、思いついたように言った。

「お前、料理できる？」

　予想外の質問に、ぱちぱちと瞬まばたきしながらも、とりあえず答える。

「……まぁ、人並み程度には」

「じゃあ、晩飯は頼んだ」

　クイッと口角を上げて、彼は私の前から離れた。誰もいなくなった暗くら闇やみを見たまま、しばし固まる。

　晩飯って、それはつまり……。

「私が作るんですか!?　部長の家で!?」

　驚愕してくるりと右側を向くと、部長は運転席側の後部座席のドアを開けているところだった。彼はそこにビジネスバッグを置きながら、独り言のように言う。

「冷蔵庫ん中、たいしたもんなかったな。スーパー寄ってくか」

「聞いてます!?」

　声を荒らげる私を一瞥した部長は、ドアを閉めると、再びこちら側に回ってくる。

「たまには、誰かが自分だけのために作ってくれた料理を食いたくなるんだよ。いつもコンビニのメシや外食で飽きてる、俺の状況を察しろ」

「そこまでわかんないですって！」

　呆れたように言う部長に、私はツッコまずにはいられない。

「私は、本当の奥さんでも彼女でもないんですから……」

　周りには誰もいないけれど、一応声を抑えて呟いた。

　その直後、そばに来た部長は、車と自分との間に私を挟むようにして立つ。そして、私が背にした後部座席の車窓にトンッと右手をついた。

　まるで壁ドンされているかのような体勢に、ドキン！と心臓が跳ねる。硬直する私は、パーソナルスペースに入り込んでいる彼の、キレイな顔を見上げるだけ。

「……なら、これから知ればいい」

　黒い真珠のような瞳をわずかに細めて私を見つめる彼は、どことなく甘さを含んだ声色で言葉を紡つむいだ。

　その美しい顔に思わず見とれてしまいそうになった瞬間、あの夜の記憶がフラッシュバックのように蘇る。

　そういえば、私……『部長のことを知りたい』と思ったっけ。酔っ払ってはいたけど、あれは多分本心で、今も、決してこの人と一緒にいるのが嫌なわけではない。

　口は悪いし、仕事には厳しいし、自分のやり方を貫き通す。でも、思いやりの心もちゃんと持っている人。

　そんな彼のプライベートに踏み込んでみたい気持ちも、少なからずある。

　視線を絡ませたまま、ドキドキと揺れる心を持てあましていると、部長は私の気持ちを見抜いたかのようにフッと笑みを浮かべる。そして、私の肩を軽く押し、さりげなく助手席へと促す。

　それに抵抗する気は起きず、結局素直に乗ってしまった。

　わ……なんだかムスクっぽい、いい香りがする。ゴミも落ちていないし、余計な装飾もないし、キレイにしていることがすぐにわかる。これが部長の空間なんだ……。

　そう意識すると、ますます緊張してしまうけれど、これも結婚シミュレーションのひとつだと思えばいいのだ。男性に料理を振る舞うことにも、慣れておかなくては！

　運転席に乗り込んだ部長に、妙な気合いを入れていたことがバレないよう、私はすまし顔をする。

　内心緊張しまくる私と、平然とした彼を乗せ、車は夜空の下を走りだした。










新妻体験と新たなミッション




　なんでもそつなくこなしそうな部長様だけれど、料理は簡単な物しか作れないらしい。そんなところが逆に親近感が湧くというか、人間味があって好感が持てる。

　彼と私の家は偶然にもすぐ近くで、私もよく利用するスーパーに向かうことになった。そこまでの道中、私は何を作るかで頭を悩ませる。部長ってば、『一葉の選択に任せる』なんて困ったことを言ってくれちゃうから。

　シミュレーションゲームみたいに、私の頭の中でいくつかの選択肢が浮かぶ。

　男の人って、何を作ったら喜んでくれるのかな。定番なら、やっぱり思いつくのは肉じゃがとかハンバーグだけど……。

　でも、時間も時間だから手早くできる物がいいだろうし、お腹も減っているだろうから、ご飯が進むようなおかずにしてあげたい。

　そうやってあれこれと考えていたから、部長の貴重な運転姿を気にしていられなかった。まぁ、カッコいいのは言わずもがなだし、見とれてしまわなくてよかったかもしれない。

　悩んだ末、メニューは定番の豚の生しょう姜が焼きに決めた。部長はどちらかといえば魚より肉が好きだというし、きっとハズすことはないだろう。

　会社から十五分くらいの場所にあるスーパーで材料を買ったあと、再び車に乗り込み、ほどなくして着いたのは十二階建てのマンション。グレーのシックな外観で、ホテルのロビーのようなエントランスもとてもキレイだ。

　感動しながら遠慮がちに部長のあとに続き、エレベーターに乗り込んで彼の部屋へ向かう。密室で、さらに緊張が高まってしまったことは私だけの秘密だ。

　八階で降りると、部長は廊下の真ん中辺りの部屋のドアを開ける。玄関でパンプスを脱ぎ、「お邪魔します……」と言いながら、おずおずと足を踏み入れた。

　２ＬＤＫだという室内は、床に物も散らばっていないし、テーブルの上もスッキリと片づいている。というか、物があまりない印象だ。インテリアも白とダークブラウンで統一されていて、大人の空間という感じがする。

「お部屋もキレイですね！」

　私はリビングダイニングの中央で、部屋をぐるりと見回しながら言った。

　部長は食材が入ったビニール袋を、カウンターキッチンのほうに置いている。

「そうか？　じゃあ、もっとキレイにしてくるわ」

「はい？」

　意味不明な発言をされ、キョトンとする。

　部長はそんな私のそばを通り過ぎ、バッグをソファに置いて、さらっと告げた。

「メシ待ってる間、シャワー浴びてくる」

「えっ!?」

　思わずすっとんきょうな声をあげる私にかまわず、彼はスーツのジャケットをソファに放る。

「お前が料理してるとこ、ずっと見てるわけにもいかないだろ。キッチンも冷蔵庫の中身も勝手に使っていいから」

「はぁ……」

　確かに見られていたらやりづらいけど、やっぱり人様のキッチンを勝手に使うのは少し気が引けるというか、なんというか。

　部長も、いくらなんでも気を抜きすぎじゃないですかね？　これじゃ本当に気心知れた夫婦みたい……。

　複雑な思いを抱えつつ、とりあえずキッチンに移動して、袋から材料を取り出す。

　すると、部長は何かを思い出したように「あぁ、大事なこと聞いてなかったか」と呟き、私に近づいてきた。

　慣れた手つきでネクタイを外す彼の、色気たっぷりの姿に、胸が高鳴る。騒がしい心臓は、妖よう艶えんな笑みとともに言われた次の言葉のせいで、さらに激しく動きだす。

「先にメシにする？　それとも……一緒に風呂に入る？」

　なっ……なんという選択肢!!

　目を大きく見開く私の脳内で、再びシミュレーションゲームが始まる。

　〝一緒にお風呂〟なんて選択は、まずあり得ない！　これは考えるまでもなくメシです、メシ！

　というか、これは普通、『あなた、ご飯にする？　それともお風呂？』と、奥さんが可愛らしく聞くものじゃ……って、そんなことはどうでもいい！

　この人はまた私をからかっているだけなんだから、動揺したら彼の思うツボだ。そうわかっていても、顔は赤面しているに違いないし、なぜか怒ったような口調になってしまう。

「わ、私はメシを作りますので、おひとりでどーぞ!!」

　そう言い放つと、彼から顔を背けて、ガサガサと荒っぽく材料を取り出した。

「お前はほんと純粋……っつーか単純だな。からかいがいがあるよ」

　ぷっと噴き出した部長は、決して褒ほめ言葉とは取れないひと言を投げて、私のそばへと歩み寄ってくる。

　思わず身を固くする私に、主な調理器具の位置や、炊飯器の使い方などを軽く教え、さっさとバスルームへと消えていった。

　あまり使われていなさそうな、キレイなキッチンにひとりになると、私は大きく息を吐き出した。

　もう、心臓を休ませてください、エセ旦那様……。結婚生活ってこんな感じなの？

　いや、絶対違うよね。部長が二次元のイケメンみたいなセリフでからかってくるから、ドキドキしてしまうんだ。

　でも、こんな風にときめきを与えてもらうのは、やっぱり嫌ではない。それが欲しくて、恋愛ゲームをする女子と同じだ。こうなったら課金するつもりで、美味しい料理を作ってあげようじゃないか！

　謎のやる気が湧いてきた私は、さっそく下準備を始める。

　部長はものの十分くらいでシャワーを浴び終え、Ｔシャツに黒のイージーパンツというラフな服装で戻ってきた。

　濡れた髪を、肩にかけたタオルで拭ぬぐう姿が、すごく色っぽいし……水も滴るいい男。

　あぁー、ダメダメ、料理に集中！

　見とれてしまっていたことに気づかれないよう、私は慌てて視線をまな板に落とした。

　冷蔵庫の中を拝見して、残っていた野菜で作った味み噌そ汁しると、付け合わせの千切りキャベツはオッケー。あとはご飯が炊たき上がる時間に合わせて、肉を焼くだけだ。

　その調味料を合わせていたら、部長がこちらにやってきた。

「美味うまそうな匂いだな」

　私の手元を覗き込みながら言うから、耳の近くで声がしてゾクリとする。

　あなたのシャンプーの匂いもたまらないですが！と、アホなことを思いつつ、一瞬だけ彼を見上げて微笑んだ。

「もう少しでできるんで、ちょっと待っててくださいね」

「サンキュ。なんかいいな、こういうの」

　柔らかな口調で何げなく口にされたひと言に、胸がトクンと鳴る。

『なんかいいな』って……。今のは多分、からかってはいないはず。もしかして部長も、ちょっと結婚を意識してみたり……？

　彼と本当に結婚したいわけじゃないけど、この状況にときめいているのは私だけじゃないのかなと思うと、なんだか嬉しいような、むずがゆいような……。

　私から離れていく部長を見やると、彼は冷蔵庫の扉を開け、「あ」と声を漏らした。

「そういや、お前送っていかなきゃいけねーのか。ビール飲みたかったのに」

　ちょっぴり幸せな気分になっていたものの、落胆したように言われて、一瞬にして仏頂面になる。

「すみませんね、お風呂上がりの一杯を飲ませてあげられなくて」

　引きつった笑いを浮かべ、棒読みで卑屈なことを言うと、部長はミネラルウォーターのペットボトルを取り出して言う。

「このまま泊まってけば？」

　衝撃のひと言に、フライパンに油をドバッと入れてしまいそうになった。

「とっ、とと、とま――」

「冗談だよ」

　彼はクッといたずらっぽく笑い、リビングのほうへと歩いていく。

　私はぱかっと口を開けたまま。

　……また踊らされた！　今日、何回目よ！

　悔しいのと恥ずかしいのとで、また顔を熱くしながら、このやり場のない思いも燃やしてしまえと言わんばかりに、肉をジュウジュウと焼いていった。




　ふたり分のお皿に盛りつけた生姜焼きは、しっかり調味料も絡んで美味しくできたはず。でも、部長の好みの味つけは全く知らないので、お口に合うかどうか……。

　私はダイニングテーブルの向かい側に座って、ひと口目を食べる彼を、ドキドキしながら見ていた。

「……ん」

　もぐもぐしていた口の動きが止まり、無表情で一時停止する部長に、一瞬マズかったかな？とヒヤッとさせられる。けれど。

「美味い！」

　驚いたような表情で褒めてくれて、私の顔も一気にほころぶ。

「本当ですか!?　よかった～」

　肩の力が抜けると同時に、急に空腹を感じ始め、私も自分の分に箸をつけた。

　箸の使い方や食べる姿も美しい部長のお皿からは、料理がみるみる減っていく。

「ん、マジで俺好き。この味」

　なんだか幸せそうに言うものだから、ドキッとしてしまった。『マジで俺好き』ってセリフを、自分に対しての言葉と錯覚してしまいそうになる私、大丈夫か。

　軽く自分に引きつつ、目の前の彼を眺める。

　部長、本当に美味しそうに食べてくれるなぁ……。自分が作った物を誰かに振る舞ったのは久々だし、すごく嬉しい。仕事の時みたいに味にも厳しいのかなと思っていたけど、全然そんなことはなくて、むしろ子供みたい。ちょっと可愛いかも。

　微笑ましい気持ちで、私も料理を堪能していると、彼がふいに口を開いた。

「『得意料理は肉じゃがです～』って言うと、男が喜ぶと思ってる女が多いみたいだけど、俺はこういう白飯が進むような料理を作ってくれたほうが嬉しいわ」

「そうなんですね！　よかった、選択を間違ってなくて……」

　最後のほうは、ボソッと漏れた独り言。

　それがよく聞き取れなかったのか、部長はキョトンとしている。今日のシミュレーションは、とりあえず成功しているみたいだ。

　私が半分ほど食べる頃には、部長はすでに全部を平らげていた。

『ゆっくり食べろ』というお言葉に甘えて、マイペースに箸を進めていると、彼はコップに注いだお茶を飲み、不思議そうに言う。

「なんでお前、彼氏いねぇんだろうな」

　そんな真顔で言われてもねぇ……と微妙な気分になる。

「そういう部長こそ、こんなに手料理が食べたいなら、彼女作って本当に結婚したらいいじゃないですか」

　少しだけ刺とげ々とげしい口調になり、大口を開けて残りのキャベツを頬張った。すると。

「俺はしない。多分」

　素っ気ない声が返ってきて、もしゃもしゃと咀そ嚼しゃくしていた動きを止める。

　〝多分〟と言ったけれど、もう九割くらいは〝しない〟と決め込んでいるような口ぶりだった。今、偽装夫婦を演じている張本人がそんなことを言うとは。さっきも『なんかいいな』と言っていたのに。

　ぱちぱちと瞬きをして、「なんでですか？」と単純な問いかけをした。

　目を伏せた部長は、空いた食器を重ねてゆっくり腰を上げる。答えてくれないのかな？と思っていると、食器を持った彼は、キッチンへ向かいながら口を開いた。

「……なんか、結婚に夢見れねぇんだよな。いつかは終わりになる時が、来るんじゃねえかって疑っちまう」

　それはどことなく覇気のない声で、私の胸はほんの少しざわめく。

　部長は、そんな風に思ってしまうような経験をしたということ？

　ふと、バーで話した時のことを思い出す。あの時、彼は恋愛で失敗したことがあるようなことを匂わせていた。もしかして、結構大きな失恋をしたのだろうか。

「〝好きって気持ちがあれば、一生、一緒にいられる〟なんて、甘いことを思う時期はとっくに過ぎたよ」

　部長はシンクに食器を置きながら、フッと鼻で笑った。

　彼くらいの歳なら、いろいろな経験をしていて当たり前だし、確かに好きだという気持ちだけでうまくやっていけるほど、結婚は簡単なものではないだろう。だから、彼がそう言うのもわかるのだけど……。

「……そんな、寂しいこと言わないでくださいよ」

　眉を下げつつ、ぽつりとこぼした。夢見がちな私からしてみれば、やっぱり結婚は永遠の愛を誓ったふたりにしか、できないものだと思うから。

　ぱっと部長のほうを振り向くと、真面目な顔で訴える。

「甘いかもしれないけど、その気持ちが大事なんじゃないですか。『ずっと一緒にいたい』と思って、永遠を誓い合うことができるのは、奇跡みたいなことですよ。部長にも、その幸せを感じてほしいです」

　なんでここまで思うのかわからない。この部長様が、結婚をしようがしまいが、私には関係ないはず。……なのに、どうしてだろう。誰かと一緒に生きる幸せを、彼にもわかってほしいと思う。

　部長の切れ長の瞳をまっすぐ見つめていると、彼はふいっと目を逸らしてシンクから離れる。

「……かゆくなるような発言を並べるなよ」

「し、しょうがないじゃないですか！　心は乙女なんで」

　淡々と言われ、少し熱くなっていた自分が恥ずかしくなって、冗談っぽく返した。結婚したいと思う彼氏がいるわけでもないのに、ほんと何言ってるんだか……。

　照れ隠しで、残りのご飯をかき込んでごっくんと飲み込む。

　そんな私のすぐそばに来た部長が、テーブルと、私が座る椅子の背もたれに手をついた。

　驚いて見上げると、彼はどこか挑戦的な瞳で私を見据えている。

「そこまで言うなら、俺をその気にさせてみろ」

「……え？」

　意味がよくわからずポカンとする私に、余裕の笑みを浮かべて、驚くべきひと言を放つ。

「お前が俺に結婚願望を持たせてくれたら、考えてやってもいいぞ。婿の件」

　……えぇ!?　部長が、本当にムコ殿に!?

　まさかの提案に、私は目を見開いて、思わず立ち上がる。

「マ、マジですかっ!?」

「男に二言はない」

　部長様は腕を組み、きっぱりと言い切った。

　信じられない。簡単にこんな約束をしちゃうなんて、この人……ただ者じゃない！

　……いや、でも。私が結婚願望を持たせるって、言い換えれば、『私と結婚したいと思わせるように仕向ける』ってことよね？　つまり、『結婚したいと思うくらいに、彼をゾッコンにさせなければいけない』ということだ。安易な提案かと思いきや、よくよく考えればものすごく難しい！

　興奮が急激に収まって、うなだれる。

「難易度、高い……」

「そうか？　簡単だろ。要は俺を落とせばいいんだから」

　軽く笑う部長は、絶対私にはできっこないと思っているに違いない。それはそれで悔しいな……。

　何より、私のお婿さんになってもいいと言ってくれる人が、この先現れるかどうかもわからないのだから、これは大きなチャンスなのだ。部長のことは嫌いではないし、外見も中身もカッコいいから、万が一落とせたら嬉しい。難しくても、やってみる価値はある。

　このまま頑張れば、胃袋はつかめるかもしれない。それはきっと、このゲームの勝機になるだろうし、受けて立とうじゃありませんか！

　変な闘志が湧いてきて、強気な瞳で部長を見上げると、彼は人差し指でクイッと私の顎を持ち上げた。

　目を見開く私に、彼は色気漂う笑みを向けてくる。

「成功したその時は、お前は本当に俺のものになるんだから……覚悟して臨めよ」

　――ドキン！と心臓が大きく飛び跳ねた。

　そうだった……婿と引き替えに、私の身も心も捧げることになるのだという、肝心なことを忘れていました！

　ムコ殿獲得に向けたこの妙なミッション、私には刺激が強すぎるかもしれない。
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恋に不器用なオンナたち




　田沼部長が懸念していた、ホテルへの配送は無事に終わり、その迅速な対応が功を奏して、ホテル側が新たにうちと契約を結んでくれることになった。

　部長はきっと、こうなることを見越して引き受けたのだろう。この件以来、私は彼を仕事面でさらに尊敬するようになっていった。

　プライベートでは……相変わらず予想外の言動で、翻ほん弄ろうされているけれど。

　部長のマンションにお邪魔したあの日は、食事をしたあと、ちゃんと私のアパートまで送ってくれて、何事もなく終了した。

　それから一週間が経つ今日までの間に、私はもう一度、彼の家に上がった。その時も、たまたま帰る時間が同じになって、『デスクを整理整せい頓とんするのを手伝ってくれ』と彼に頼まれたから。

　仕事部屋に案内されると、確かに書類が乱雑に積まれていて、いらない物を捨てたり、大事な物はファイルに綴とじたり、これはもはや残業では？と思うくらいの作業をさせられたのだった。

　料理を作らされたり、掃除させられたり……なんだか嫁というより、家政婦のように扱われている気がしてならない。

　だから今のところ、〝結婚願望を持たせるための行動〟は取れていない。これと言って思い浮かばないんだもの。どんなことをすれば、彼が結婚を意識してくれるか、なんて。

　少し暑さが和らいできた今日も、慌ただしい営業部で、いつものように事務作業を黙々とこなすだけ。

　十月の頭には、スマイルメイキングで扱っている商品を、業界向けに紹介する展示会が開かれる。普段の仕事に加えてその準備もあるため、最近は忙しい。それでもやりがいはあって、せっせと業務をこなしていた。

　もうすぐ午後三時になろうかという頃、展示会の準備に必要な資料を取りに行くため、一階の資料室に向かう。

　階段を下り切った時、ふいに正面の部屋のドアが開き、現れた人物に、私はヒュッと息を呑む。

　マロン色に輝く長い巻き髪の美人さん……久々に会った本庄さんも、私に気づいて目を丸くしている。

「あ、お、お疲れ様です！」

　とりあえず挨拶！と思い、ガバッと頭を下げた。

　そして恐る恐る顔を上げると、本庄さんはマネキンのように無表情で私を見下ろしていた。ギョッとして肩をすくめる私をじっと見つめたまま、彼女の紅い唇が動く。

「……あなた、坂本さん、ね」

　私の苗字を噛みしめるように口にした本庄さん。

　こ、怖い！　はい、生まれた時から坂本ですが！

　心の中で言い訳しつつビクビクしていると、彼女は腕を組み、少しだけ考えるような間を置いてから口を開いた。

「今晩、空いてるかしら。あなたと話したいんだけど」

　無表情のまま提案された突然のお誘いに、あからさまにギクリとしてしまう。

　だって話って、絶対部長とのことでしょう!?　どうしよう、こんな急に！

　本庄さんがあのまま黙っているわけがないと思ってはいたけど、いざふたりで話すとなると逃げ腰に……。

「今晩、ですか……!?」とぎこちなく笑いながら、どう答えようか迷う私に、彼女は少し首を傾けて言う。

「予定入ってる？　……あぁ、旦那様の夕飯作らなきゃいけないか」

　わざとらしく〝旦那様〟を強調し、ここで初めて口元に笑みが生まれた。

　しかしそれは、キレイだけれど恐ろしくもあって、私は顔を引きつらせながら、咄嗟に答える。

「だ、大丈夫です！」

「じゃあ、駅前の『ユウヤケ』に七時。いい？」

『ユウヤケ』というのは、前にふみかとも行った、オムライスが名物の洋風居酒屋だ。

　あぁ、一体どうなることやら……。

　にこりと笑う彼女から、今すぐ逃げ出したい気持ちになりながらも、私は承諾するしかなかった。




　約束の時間より早く『ユウヤケ』に着いた私は、テーブル席は予約で一杯だということで、カウンター席で本庄さんを待っていた。

　やってきた彼女は、フェミニンなパンツスタイルで登場。そのスタイルのよさと、醸かもし出すオーラにはやっぱり圧倒される。

　緊張していた私だけど、彼女は意外にも普通の友達みたいに気さくに接してくれた。

　本庄さんは現在二十九歳。学年は部長と同じらしく、対等に接していることに納得した。約三年も前から、部長に想いを寄せていたというのだから驚きだ。

　そして、いい感じにアルコールが回った頃……。

「なんで私じゃダメだったのよぉ～」

　本庄さんはビールのジョッキを片手に、カウンターに顔を伏せておいおいと泣いていた。一応、部長の妻ということになっている私からすると、ものすっごく気まずいんですが……。

「そんなに好きだったんですね……」

「そうじゃなきゃ、相手にしてくれない人につきまとえるわけないでしょーが！」

「はい、すみません」

　ガバッと頭を起こした本庄さんに怒られて、即座に謝った。

　ビールをぐびぐびと喉に流し込み、ぷはーと息を吐いた彼女は、さっきまでの勢いを弱めて呟く。

「……いや、違うわ。ヤケになってただけかな。振り向いてくれない人は久々だったから」

　本庄さんは、まぶたを伏せて、寂しげな表情を見せる。

「私ねぇ、見ての通りモテるのよ」

「でしょうね」

　私も全く異論なし。自分で言い切ってしまうあたり、さすがは美人。すがすがしくて、謙遜されるよりもなんだか好感が持てる。

　そんな本庄さんは頬杖をつき、どこか遠くを眺めるようにして言う。

「でもさ、なぜか自分が〝いいな〟って思う人には好かれないの。私が高望みしてるだけなのかもしれないけど」

　その言葉も意外で、私はカクテルグラスに口をつけようとして、目をしばたたかせる。

「本庄さんほどの人なら、男の人は皆惹ひかれそうなのに」

「だったらいいけどねー。いくらモテたって、好きな人に振り向いてもらえなきゃ意味ないわ」

　フッと鼻で笑った彼女は、ウェーブがかかった髪を手の甲で払い、ふわっと後ろへなびかせた。

　その仕し草ぐさと、憂いを帯びた表情がとてもキレイで、強気なだけではない彼女の魅力を発見した気がする。

「だから、零士はなんとしてでも手に入れたかった。やること全部空回りしてるって気づいてたけど、今さら自分のやり方って変えられなくて」

　しんみりと話す彼女の気持ちは、私にもひしひしと伝わってきて、少し同情してしまった。

　本庄さんのように自分の容姿に自信があるわけではないけど、私も必死になって空回りしてしまう恋をしてきたから、彼女の気持ちはよくわかる。もしかしたら、恋愛に手慣れているように見える彼女も、本当は不器用なのかもしれない。

　がやがやと賑わう店内で、私たちだけ黙ってグラスを傾けていると、ふいに本庄さんが口を開いた。

「……ねぇ、あなたたち、いつから付き合ってたの？」

　突然の質問にギクッとして、「え！」と声をあげてしまった。本庄さんは『そんなに驚くようなこと？』とでも言いたそうに、キョトンとして小首をかしげる。

　どうしよう……とりあえず部長とプライベートで関わるようになったのは、約三ヶ月前が初めてだから……。

「ええっと……数ヶ月前、から……」

「数ヶ月？　それで結婚まで漕ぎ着けるってどーいうこと!?　どーやってあいつを落としたのよ～!!」

　私の肩をつかんでグラグラと揺する本庄さんに、『それはこっちが聞きたいですー！』と、心の中で叫んだ。

　すると、私たちが頼んだピザが、カウンターの向こうから運ばれてきた。

　なんとか憤りを抑えた本庄さんは、チーズがとろけたそれをひと口かじり、落ち着いた声で言う。

「結婚願望がなかったあの人をその気にさせるなんて……あなた結構やるじゃない。男のこと知らなそうな顔してるくせに」

「あは」とぎこちない笑いを浮かべる私。

　そうですよ。本当は男の人のことも、部長のことも何も知りませんから！　さすが本庄さん、見抜いてらっしゃる。

　内心ビクビクしつつ、次はどんな質問が飛び込んでくるかと身がまえていると。

「でも彼は、あなたみたいな清純そうな女が好きなのね。元カノもそうだったし」

　気になるワードが飛び込んできて、ピクッと反応した私は、思わず興味津々で聞いてしまった。

「元カノ、知ってるんですか!?」

　この間、部長の家で料理を振る舞った時から気になっていた。彼は過去に、どんな恋愛をしたのかって。本庄さんがそれを知っているなら、とつい食いついてしまう。

　でも、彼女は私の問いかけには答えず、不思議そうな顔をして質問返しをしてくる。

「逆に、あなた知らないの？　好きな人の過去の恋愛って気にならない？」

　そう言われて、はっとした。すでに結婚している身で元カノのことを全く知らないなんて、ちょっと違和感があるかな!?

　なんとかおかしくない答えを返さなければと、頭をフル回転させる。

「気になる、んですけど……部長はあんまりそういうこと教えてくれなくて」

「あー、そうよね。私もしつこく聞いて、ウザがられたし」

　たどたどしく返したけれど、本庄さんはフッと笑って頷いた。多分部長は、本当にこういうことをあまり言いたがらないタイプなのだろう。

　納得してくれた様子の本庄さんは、おしぼりで手を拭ふきながら、元カノについて話し始める。

「二年半くらい前かな、ふたりで零士の車に乗るところを見たのよ。黒髪ロングで、品のよさそうなお嬢様って感じの人だった。あ、でも最近は全然見ないから安心して」

　本庄さんは、私を気遣うように笑ってくれる。

「で、問いつめたら『もうずっと前に終わってる』って、それだけは白状してくれたの。だからこそ、私もアタックし始めたんだけどね」

「そうだったんですか……」

「うん。でも、あの時の表情とか口調から察するに、ちょっとワケありっぽかったわよ？　ま、ただの女の勘かんだけど」

　〝ワケあり〟というのが引っかかって、私は神妙な顔で頷いた。

　彼が結婚願望を持てなくなってしまった理由は、そのお嬢様っぽい元カノさんとの恋愛にあるのだろうか……。

　目線を手元のピザに落として、マンションで見た部長の表情を思い返していると、本庄さんは私に優しく笑いかける。

「でも、もう一葉さんがいるんだから、元カノなんか関係ないわよ」

　……少し、胸がちくりと痛んだ。

　私は奥さんでも、彼女でもない。だから、部長は誰と付き合っても、元カノさんとヨリを戻してもなんの問題もない。

　上司と部下という以外、なんの絆もない私たちが、上辺だけの夫婦を演じていることを実感すると、少し虚しくなる。本庄さんを騙していることにも、彼女の好きな人を横取りしてしまった立場だということにも、やっぱり罪悪感を覚えるし……。

　チクチクと胸が刺激され続けるものの、本庄さんはさっぱりとした表情で言った。

「なんか今、自分でもびっくりするくらいスッキリしてるの。私、本当はずっと、零士のことを諦めるきっかけが欲しかったのかも」

「諦めるきっかけ？」

　首をかしげて問いかけると、彼女は「そう」と言って頷く。

「いつの間にか純粋な好きって気持ちは薄れてて、ただ意地張って追いかけてただけだったのよ。あなたが現れたことで、それを終わらせることができたから、よかった」

　そう言って微笑む彼女は、今までで一番キレイで、魅力的で、思わずドキリとさせられた。

『ただ意地張って追いかけてただけ』『よかった』

　そんな言葉たちを聞くと、罪悪感がほんの少し薄れていく。

　本庄さんは、いつの間にか頑かたくなになってしまっていた恋に、ケリをつけたのだ。彼女の表情を見る限り、無理をしているようには見えないし、きっとこれでよかったのだと思う。

　じゃあ、私はどうだろう。いつまで偽りの関係を続けるつもり？　周りにバレるまで？　それとも、本当の夫婦になれるまで……？

　私たちの関係を本物にすれば、すべてがうまくいく。何を聞かれてもヒヤヒヤしないし、もう親に急かされて焦ることもなくなるし、それに……。

『お前は本当に俺のものになるんだから』

　マンションで言われた部長のひと言を思い出し、ドキンと心臓が波打つ。

　結婚するということは、私は彼のものに、彼は私だけのものになるということ。私が望むのは、その〝永遠の愛〟を手に入れることだ。

　今、部長の奥さんを演じていることを、嫌だとは思っていない自分がいる。彼から課されたミッションをこなしていくうちに、本当に私が彼のことを好きになる可能性は、少なからずあるだろう。そうなれたら、どんなにいいことか……。

　〝彼を落とさなければ〟という義務感が、〝落とせたらいいな〟という願望に変わり始めていたその時、本庄さんが小さなため息とともに本音を漏らす。

「いいなぁ。私も好きな人と毎日一緒に寝起きしたいし、愛妻弁当とか持たせてあげたいわ」

「……あい、さい弁当！」

　何げなく口にされた彼女の言葉に、私は思いっ切り反応してしまった。

　そうだ、いい作戦があったじゃない！　愛妻弁当作りも、奥様の立派なお仕事。部長にお弁当を作ってあげたら、〝結婚っていいな〟って思ってもらえるかも!?

　ぱぁっと表情を明るくすると、本庄さんは怪訝そうにこちらを見る。

　はっとした私は、わざとらしく「明日のおかずは何にしようかなぁ～」と言って、なんとかごまかした。

　明日仕事が終わったら、男性用のお弁当箱を買いに行こうかなと考えていると、ビールに口をつけた本庄さんがクスッと笑う。

「なんかあなたたちって、本当に結婚してる感じがしないわよね」

「へっ!?」

　ギクリとして、表情を強こわ張ばらせる。

　ヤバい、うまくやり過ごさねば……！

「そ、そうですかぁ～？」と乾いた笑いを浮かべながら、両手で持ったグラスを口へ運ぶ。

「新婚さんなら、もっと幸せオーラが出てもいいはずなのに。ちゃんとエッチしてるの？」

「ぶほっ!!」

　彼女の赤裸々なひと言で、飲んでいたカクテルが気管に入りそうになり、むせてしまった。

　げほげほと咳せき込む私にかまわず、本庄さんは興味津々で顔を近づけてくる。

「その辺聞きたいんだけど。零士のテクニックはやっぱりすごいのかとか、あの仕事の鬼がベッドの中では甘く囁くのかとか……」

「い、い、言えるわけないじゃないですかーっ!!」

　怒ったように叫ぶ私の顔は、郵便ポストくらい真っ赤になっていることだろう。仮に知っていたとしても言えるわけがない！

　妄想してしまいそうになるエロチックな部長の姿を、頭の中でぱぱぱっと振り払っていると、本庄さんはおかしそうにけらけらと笑った。

「一葉さんって、ウブだし嫌味がない人なのね。もっと性格悪そうな女だったら、いじめてやったのに」

「……そんなこと思ってたんですか」

　軽くギョッとすると、彼女はカウンターの上で腕を組み、前方に並ぶリキュールの瓶を見るともなく眺める。

「零士を落とす女はどんな人なのか、ずっと興味があったのよ。一応遠慮して、営業部には顔出さないようにしてたんだけど、たまたま今日あなたに会ったから、話してみたくなって。そしたら、全然、気取った感じがないから、なんか拍子抜けしちゃった」

　あっけらかんと言う彼女につられて、私も笑みをこぼしつつ、正直な印象を伝える。

「本庄さんも、最初はちょっとキツい人なのかなと思ってたんですけど、今日話してみたらすごく親しみやすくて、中身も素敵な人でした」

「素直でよろしい」

　得意げな彼女と顔を見合わせて、お互いにぷっと噴き出した。

　まさか本庄さんと、こんな風に打ち解けられるとは思わなかったな。本当に素敵な人だし、どうして部長がなびかなかったのか不思議で仕方ない。

　……彼が好きになる人は、どんな女性なのだろう。やっぱり清楚な人なのかな。

　本庄さんからの情報から、勝手にイメージを作り上げる。元カノを越えなければ結婚には至らないのだから、やっぱり難易度は未知数だ。

　部長のことをもっと知りたいという思いを強めつつ、私はその後も本庄さんとお酒を酌くみ交わした。










愛妻弁当がもたらす効果




　本庄さんと話した二日後、私はさっそく早起きをして、お弁当をふたり分作っていた。

　ひとつは赤い小振りのお弁当箱に、もうひとつは昨日買ったばかりの、黒い二段のお弁当箱に、同じおかずを詰めていく。卵焼きにから揚げ、ほうれん草のソテーといった、いたって普通のおかずだけど、全部手作り。お弁当に冷凍食品を使わなかったのは久々だ。

　彩りよく、隙すき間まなく詰めたそれを確認して、なんだかドキドキしながらランチバッグにしまった。

　これをいつどうやって渡そうか、会社に向かう間もずっと考えていた。結婚しているのに、会社でお弁当を渡すというのは不自然だから。

　私は始業時間の九時に間に合うように来ているけれど、部長はもっと早くに来ていることが多い。今日はそのタイミングに合わせて出勤しようと思っていたけど、微妙に出遅れていつも通りの時間になってしまった。

　でも、出勤、退勤は別々ということで通しているから、部長がお弁当を忘れたから私が持ってきたということにすれば、なんとかなりそうだ。

　彼は外出することが多く、タイミングよくお昼には会えないかもしれないから、朝会ったらすぐに渡しちゃおう。

　一連の流れを、頭の中でシミュレーションしながらオフィスに向かうと、すでにデスクに座っている部長の姿があった。皆に挨拶をして、自分のデスクに荷物を置くと、紺色のランチバッグを手に取る。

　あぁ、やっぱり緊張する……！　でも、私たちは夫婦と思われているんだから、普通に、普通に。

　自分に言い聞かせ、バッグを持って彼のもとへ歩み寄る。

「おはようございます」

「あぁ、おはよう」

　資料から顔を上げ、仕事モードのキリッとした表情を見せる彼に、思い切って両手でバッグを差し出した。

「あの……これ！」

　突然目の前にそれを出された部長は、ぱちぱちと目をしばたたかせる。彼の周りにハテナマークが飛び交っているよう。

「お、お弁当、忘れていっちゃったみたいなので！」

　つい大きめの声を出してしまい、皆の視線が集まるのが、空気でわかる。

　わざとらしかったかな!?　なんで普通にできないのよ、私！　っていうか、これだけで部長はわかってくれるかな？

　顔がかぁっと熱くなるのを自覚して、両手を伸ばしたままうつむいていると、フッと手の重さがなくなった。

「あぁ、悪い。せっかく作ってくれたのに」

　顔を上げると、バッグを受け取った部長が微笑んでいる。どうやら私の意図は伝わったらしい……よかった。

「外食には劣ると思いますけど……」

　ホッとしつつ、今度は控えめに言うと、部長はフッと柔らかな笑みをこぼす。

「一葉の愛情に勝るものなんてないだろ」

　そのひと言で皆が色めき立つのを感じ、冗談だとわかっているのに、私の顔はさらに熱くなった。




　部長は商談のために午前中から外出してしまい、戻るのは夕方頃になるらしい。

　今日は天気がよくて、ぽかぽかと陽気だ。お弁当は久々に外で食べようと思い、お昼休みになるとひとりで営業部のオフィスを出た。

　購買部に寄ってふみかも誘ってみようかな、と思いながら階段を下りようとした時、ちょうど外回りから戻ってきた早乙女くんと出くわした。

　彼は今日も愛想のいい笑顔を見せる。

「お疲れ様。坂本さん、外に行くの？」

「あ、うん！　今日天気いいから、たまには公園で食べようかなと思って」

　早乙女くんと顔を合わせると、不思議とほんわかした気分になって、私も自然と笑顔になる。癒いやし系の部類に入るだろうか。彼のこういう魅力は、営業でも強い武器になりそうだな。

　彼は私の返事を聞くなり、表情を明るくして予想外のひと言を口にした。

「いいね、公園。僕も行こうかな」

「えっ？」

　早乙女くんも公園に？

　目をぱちぱちとさせる私に、彼は白いビニール袋を掲げて苦笑いする。

「今コンビニで買ってきたんだけど、オフィスで食べるのも味気ないなーと思って。それに……」

　私の目をまっすぐ見ると、彼は天使のような笑顔を向けてきた。

「坂本さんと、もっと話したいと思ってたんだよね。同期なのに、今まであんまりそういう機会なかったじゃん？」

　確かに……うちの会社は、他部署の人と仕事以外ではあまり接する機会がない。全社員が参加する忘年会で、何度か話したことはあるものの、親しいと言えるほどの関係ではなかった。

　早乙女くんはすごく優しそうだし、いい友達になれそうな気がする。同期で頼れる人がいてくれたら、私も心強い。

　私も笑顔を向け、快く返事をする。

「そうだよね。じゃあ一緒に食べよっか？」

「うん、そうしよ」

　嬉しそうに笑う早乙女くんは、本当に可愛らしくて、見ていて和む。ほんわかムードを漂わせながら、私たちは会社から徒歩三分のところにある公園へ向かった。

　小さな公園には、ジャングルジムや滑り台、テニスコートくらいの広さの芝生がある。平日のお昼時だから子供はいないけれど、私たちと同じようにランチタイムを過ごす、サラリーマンやＯＬの姿がちらほらある。

　木陰のベンチに並んで座り、私はバッグからお弁当を取り出して、ぱかっとフタを開けた。

「うわ、美味そう！」

　私の膝の上に置いたお弁当を覗き込んで、早乙女くんはキラキラと目を輝かせている。なんだかヨダレを垂らしそうなワンちゃんみたいで、笑っちゃう。

「たいした物じゃないけどね」

「いやいや、充分でしょ！」

　彼がとっても褒めてくれるから、ちょっと恥ずかしくなる。見られたのがいつもの冷凍食品ばっかりのお弁当じゃなくてよかった……。

　サンドイッチを取り出す早乙女くんの隣で、私は小さく〝いただきます〟をして、お弁当を食べ始めた。

　それを微笑ましげに見る彼が、ぽつりとこぼす。

「部長も同じ弁当を食べてるなんて、なんか不思議だな」

　……あ、そういえば。部長はもう食べてくれたかな。今回もお口に合っていればいいのだけど。

　お弁当を返してくる時にどんな反応を見せてくれるか、期待と不安で少しドキドキし始めると、早乙女くんはサンドイッチをかじり、秋晴れの空のほうに目線を上げる。

「びっくりしたよ、まさか結婚したなんて。部長はそんな報告しないし、坂本さんの苗字も変わらないから、全然気づかなかった」

「あっ、そ、そうだよね～」

　おぉっと、来た来た！と、内心ドッキリしつつ笑って返す。

　目を合わせられず、お弁当に視線を落とすと、彼は苦笑しながら驚くべき発言をする。

「ちょっとショックだったよ。坂本さんのこと、入社した時から気になってたから」

「……えっ!?」

　数秒の間を置いて、私はバッと隣を振り向いた。

　まるで私に気があったみたいに取れるけど、絶対そんなことはないよね？

　早乙女くんは普通にもぐもぐと食べているし、やっぱり深い意味はない、か。

　一瞬動じてしまった心を落ち着けながら、私はへらっと笑う。

「もう、早乙女くんってば、またまたご冗談を」

「本当だよ？　坂本さん可愛いなって、ずっと思ってた」

　彼がとろけるような笑みをこぼすから……胸が鳴ってしまうのは仕方がないと思う。

「営業部に来るって聞いて、これから仲良くなれるかもって期待してたんだけど……ほんと残念」

　口角は上がっているけれど、彼は落胆したように目を伏せた。

　まさか、早乙女くんは本当に私に好意を持ってくれていたの？　そんなこと、考えもしなかった……。

　予想外のことでぼうっとしてしまう私に、早乙女くんは慌てて謝る。

「あ、ごめん。困らせるつもりじゃなかったんだけど」

「ううん！　あの、その……私こそ、ごめんなさい……」

　私が肩をすくめて謝ったのは、早乙女くんの期待に応えられないことだけじゃなく、結婚していると嘘をついていることに対して。

　罪悪感が湧き上がるけれど、早乙女くんは「なんで謝るの」と言って、軽く笑う。

「僕は部長のこと尊敬してるし、同じ男としてカッコいいと思うから、坂本さんが惹かれるのも当然かなって思うよ」

　明るい声色で紡がれる彼の言葉は、きっと本心なのだろう。これまで、部長の部下は、彼を煙たがったり恐れたりする人ばかりだと思っていたから、ちょっぴり驚いた。部長には失礼だけど。

「早乙女くんは、部長のこと嫌いじゃないんだ」

　つい、正直に口にしてしまった。

　私からこんな言葉が出るとは思わなかったのか、早乙女くんは意外そうな顔をして問いかける。

「もしかして、部長のことをあまりよく言わない人が多いから、結婚してるってこと隠してたの？」

「あ、あぁ……うん、それもあるねー！」

　とりあえずそういうことにしておこうと、私はぎこちなく笑って頷いた。

　早乙女くんは口元を緩め、そよ風にさわさわと揺れる木々を眺めながら話しだす。

「強引だし言うことキツいから、誤解されてたり、ブラック上司だなんて言われたりしてるけど、部長はやっぱりすごい人だよ。誰かがミスしても、叱るだけじゃなくてちゃんとリカバリーしてくれるし。自分の意見を押し通しても、間違ったことは絶対言わないし」

　それを聞いて、私も強く頷いた。

　早乙女くんの言う通り、部長は何も考えず無理難題を課すわけじゃないし、怒る時も一本筋が通っている。

　それに、しばらく営業部で働いていてわかった。『サービス残業でやれ』と部長が言うのは、自分のミスで仕事が終わらなかった時だけだと。

　それすら不満に思った部下が、いつもタダ働きさせられているようなニュアンスで愚痴をこぼしたせいで、ブラックな印象がついてしまったんじゃないか……と思う。

　でも、どんな噂が立とうと、私は部長のことを尊敬している。彼は、私が購買部にいる時から〝カッコいい営業部長〟に変わりはない。

　そんな思いを巡らせていると、早乙女くんが「あ」と声を漏らした。

「別に、奥さんにゴマすって、部長に気に入られようとしてるわけじゃないからね！　本当に思ってることだから」

「あはは。大丈夫、わかってるよ」

　慌てる早乙女くんがおかしくて、自分が『奥さん』と言われていることも気にせず笑ってしまった。

　部長のことを苦手な人は多いだろうけど、暴君なわけではないと理解し、好感を持ってくれている人もいる。

　嬉しいな……って、なんで私が？　謎だ。

　妙な心境に首をひねりつつ、再びお弁当に手をつけていると、サンドイッチをあっという間に食べ終えた早乙女くんが、手でパンくずを払いながら言う。

「それにしても、部長が言ってた〝俺専属のシェフ〟って、あれは坂本さんのことだったのかなぁ」

「俺専属のシェフ？」

　全く耳にしたことがない単語が飛び出して、私はキョトンとする。一体なんのことだろうか。

　早乙女くんは少し考えるように目線を斜め上でさ迷わせ、詳しく教えてくれた。

「入社してすぐくらいの頃かな。お客様にただ商品を提案するだけじゃなくて、『こういう料理にも使えますよ』って、レシピも提案したらいい、って教えてもらったんだけど。部長すごく詳しかったから、『料理できるんですか？』って聞いたことがあって」

　部長はあまり料理はできないはず。なのに、そんなに詳しかったのはなぜだろう。

　そんな私の疑問は、早乙女くんがすぐに解決してくれた。

「そしたら、『俺専属のシェフに、知識だけ叩き込んでもらったんだ』って言ってたんだ。それって、付き合ってる彼女のことなのかなと思ってたからさ」

「そう、なんだ……」

　私は笑顔を作ることも、嘘をつくこともできず、ただ目の前の広場を眺める。

　部長専属のシェフというのは、当然私のことではない。料理を教えてくれる人なんて、おそらく、当時付き合っていた彼女だろう。

　そこには多分、〝元〟がつくのだろうけれど。

　本庄さんが言っていた、お嬢様風の元カノの存在が頭をよぎる。彼女もきっと、料理が上手だったんだろうな。部長の仕事にも、ひと役買うくらいに。

　……あれ？　なんだろう。なんか、胸が……。

「坂本さん？」

　心の奥のほうに違和感を覚えて黙り込むと、早乙女くんが不思議そうに顔を覗き込んできて、我に返った。

「あ、ごめん！　ぼーっとしちゃった」

「部長のこと考えてたの？」

　早乙女くんは、ちょっぴり意地悪そうに上目遣いで見てくる。言葉に詰まってしまい、目を泳がせると、彼は「正直だねぇ」と言って笑った。

　けれど、彼はすぐに目を伏せ、どこか憂いのある表情を見せる。

「……本当に羨ましいよ、部長が。なんでも持ってるんだもんな」

　力のない声で言う彼の心境は、はっきりとはわからない。私の、胸に覚えた違和感の正体も。

　モヤモヤした思いを抱える私の髪を、爽やかな秋の風がそよそよと揺らしていた。




　早乙女くんとランチを終えて、オフィスに戻ると、私のデスクの上にある物が置かれていて、目を丸くする。

「あれっ、なんで……!?」

　そこにあるのは、朝、部長に渡した紺色のランチバッグ。『今日は遅くなりそうだから、食べ終わったらすぐに返すよ』と、言われていたからいいのだけれど、彼は午後まで外出中のはず。もう帰ってきたのだろうか。バッグを持ち上げてみると、軽いから、食べてくれたっぽいけれど……。

　自分のバッグを置きながら首をかしげる私に、席に戻ってきた中谷さんが、「おかえり、一葉ちゃん」と声をかけてくれる。

「あぁそれ、ついさっき部長がいったん戻って置いていったわよ」

　彼女はランチバッグを指差して、にこりと微笑んだ。

　しまった。お弁当を返してもらう時に、感想を聞くつもりだったのに。

　でも、もしかしたら中谷さんとお弁当について話したという可能性も……！

「部長、何か言ってました？」

　〝美味かった〟って、ひと言だけでもいい。少しだけ期待して尋ねてみたものの。

「『今日は忙しい』ってひと言。戻るの遅くなるかもしれないわね」

「そうですか……」

　呆気ない返答に、私は人知れず肩を落とした。

　やっぱり、特にコメントなしか……。まぁ、そうだよね。私が勝手にしたことだし、彼にとっては、ただお腹が満たされればそれでいいのかもしれない。

　そう、それでいいのだ。けど……何かひと言くらい、欲しかった。そう思ってしまうのは贅ぜい沢たくだろうか。

「愛妻弁当、いいわね～。新婚の時は私も気合い入れて作ってたけど、最近じゃ、もう冷凍食品頼りよ」

　苦笑いする中谷さんに、私はなんと返したらいいかわからず、とりあえず笑っておいた。

　結婚したら、徐々に愛情やありがたみは薄れていくのかもしれない。今みたいに、少し寂しく思うこともなくなってくるのかも。こういうことがあるから、部長は〝結婚に夢が見られない〟なんて言うのかな。

　元カノさんと付き合っていた間にも、似たようなことを感じていたの？　どんな恋愛をして、どんな風に彼女を愛していたの……？

　気がつけば、部長と、まだ見たこともない元カノのことを考えてしまっていて、今日は仕事にあまり身が入らなかった。そのたびに、胸の奥の違和感が強くなって、苦しくなる。

　私が退勤するまでに部長が戻ることはなく、寂しさと安堵が混ざったような、複雑な気持ちで帰途についた。




　会社の最寄り駅から二十分ほど電車に揺られたあと、１ＬＤＫのアパートに帰宅し、ひとまずソファにぼすんと身を預ける。

　今日はなんだか、身体より頭のほうが疲れた。

　イマイチ気分が上がらず、ビールでも飲もうかと腰を上げると、ランチバッグが目に入った。そうだった、お弁当箱を洗わなければ。

　キッチンへ向かい、部長用のランチバッグからお弁当箱を取り出した瞬間、何かがひらりと落ちた。

「……ん？」

　お弁当箱の上に載っていたらしい、一枚の紙切れ。それを拾い上げた私は、目を見開いた。

【美味かったよ。ありがとう。また頼む】

　少し右肩上がりの、キレイな文字に目を奪われる。そして、すぐに胸がきゅうっと締めつけられて、息ができなくなるくらい喜びが湧き上がってきた。

　部長……ちゃんとひと言残してくれていたんだ。

　どうしよう。ヤバい。たったこれだけのことなのに、なんでこんなに……。

「嬉しい……！」

　両手に持った彼からのそれで、叫びそうになる口を塞ぐ。

　今日一日のモヤモヤした気持ちが一瞬で吹き飛び、代わりに胸をキュンキュンさせて、私はしばらく彼の字を見つめていた。










偽奥様への愛のムチ




　九月も終わりに差しかかり、ようやく秋めいてきた今日この頃。

　私の愛妻弁当攻撃は、まだ続いている。

　部長と同じタイミングで出勤できた時は、誰もいない会議室や資料室でこっそり渡しているけれど、『寝坊しちゃって、作るの遅くなってごめんなさい！』と言って、オフィスで渡したりもする。慣れてくると大胆になるものだ。

　ひとつ変わったことといえば……。

『お疲れ、一葉』

　部長の声を、こうやって電話越しに聞く機会が増えたことだろうか。

　午後八時を過ぎた今、シャワーを浴びて濡れた髪を拭きながらスマホを耳にくっつけ、「お疲れ様でした」と無意識に軽く頭を下げてしまう。

　いつも聞いている声も、電話だと新鮮に感じるんだよなぁと思いながら、自分の部屋のベッドに腰かけた。

『明日は昼間出るから、弁当は作らなくていいぞ』

「あ、そうでしたね。わかりました」

　こんなやり取りをする私たちって、本当におかしな関係だけど、やっぱり楽しい。

　仕事の都合で、部長の携帯番号は知っていたものの、プライベートでは特に使うことはなかった。でも、お弁当を作るようになってから、今のような用件で連絡を取り合うようになった。

　明日のお弁当はいらないのね。じゃあ、私も久々に外食にしようかな。なんて考えていると、彼は何げなくこんなひと言を口にする。

『あれ食うと、午後もやる気出るんだけどな』

　……キュン。

　あぁ、また胸が鳴いたよ。最近、やたらこんな音が響く気がする。部長は私が嬉しくなるようなことを、さりげなく言ってくるから油断できない。

「結婚もいいって思ってもらえましたか？」

　あまり期待はしていないけれど、少しは成果があっただろうかと試しに聞いてみた。

　電話の向こうで、小さく息が吐かれる。

『……そうだな』

「えっ!?」

　予想外の好意的な返答に、私の声は裏返り、背筋がピンと伸びた。しかし――。

『って言うほど、俺は単純じゃねーぞ』

　そう鼻で笑いつつ、口にされた。

　あっさりと騙されそうになった自分は、本当に単純だなと肩を落とす。

「ですよね……そんな簡単じゃないですよね……」

『でも、一葉の気持ちは伝わってる』

　落胆したものの、彼の優しげな声が耳に届いて、ゆっくり顔を上げた。

『気持ちは伝わってる』なんて言われると、私が部長のことを好きみたいじゃないですか。……ん、好き？　私が、部長のことを？

『……おい。寝たのか？』

「え、あ、起きてますよ！」

　無愛想な声がして、私は慌てて返事をした。

　疑惑が降って湧いたせいで、急に黙り込んでしまった。でも、私が本当に部長のことを好きだなんて、そんなことあるわけ……。

　あるわけ……ない、と言い切れない自分がいることに、たった今気づく。

『次はどんな手で来るか、楽しみにしてるよ』

　動揺し始める私の鼓膜を、余裕でフッと笑う声が揺さぶった。




　気温がぐっと下がり、あっという間に十月に突入した。些細なことから、今までとは少し違った気持ちで部長のことを意識するようになってしまったものの、会社では仕事のことで頭がいっぱいだ。なぜなら、商品の展示会が明日に迫っていたから。

　ホテルの会場を貸し切って、各メーカーの営業さんが集まり、試食をしてもらったり試供品を配ったりと、賑やかに行われる会だ。

　私も新入社員だった頃、研修の一環で、各業者と同じようにお客様として展示会を見に行った。とても楽しかった印象があるけれど、今回、私は受付担当。気楽にかまえてはいられない。

　今日は大量のカタログを用意しなければならず、準備に追われている。その時。

「はぁ？　盲腸!?」

　部長のイラ立った声が、オフィスに響き渡った。

　皆の視線が一斉に部長のデスクに集まる。

　彼は自分のスマホを耳に当て、とっても険しい顔をしている。

　この様子としゃべり方からすると、誰かが盲腸になってしまった……？

「具合は？　……そうか、大丈夫か。手術も無事終えたなら明日の展示会、来れるよな。小お沢ざわも担当になってるだろ」

　その言葉で、同じ営業部で二年先輩の小沢さんが、朝からいないことを思い出す。

　まさか、小沢さんが盲腸とは！　というか、それでも明日来いと言う部長、鬼すぎる！　部長に具合を聞かれたら、そりゃ、大丈夫じゃなくても大丈夫と言うしかないでしょう……。

　小沢さんに同情していると、部長の声がどんどん荒っぽくなっていく。

「お前の穴、誰が埋うめんだ。……ふざけんな、点滴しながらでも這はってでも来やがれ！」

　そんな無茶なー!!

　私だけでなく、小沢さんはもちろん、今オフィスにいる全員が、心の中でそう叫んだに違いない。だからブラック上司って言われちゃうんですよ！と、なぜか私は内心泣きそうになった。

　部長はおもむろに立ち上がり、ブラインドがかかる窓のそばで話し続ける。そこでなんとか気を落ち着けたらしく、電話を終了させた。

　そして私たちのほうに向き直ると、低い声で皆に告げる。

「……小沢が明日来られなくなった。盲腸らしい」

　直後に皆がついたため息は、心配からくるものではなく、『よかった、小沢さんが無理やり出勤させられなくて……』という安堵からのものだろう。

　部長は眉根を寄せ、考えるように顎に手を当てる。

「あいつには、自社商品を紹介してもらう予定だったんだが……どうするかな。人が足りねぇ」

　小沢さんはとても話し上手な人で、部長も信頼を寄せている社員のひとりだ。確かに、彼が抜けたダメージは大きい。

　皆、手を止めて打開策を考える。すると、誰かがサッと手を挙げた。

「僕、ヘルプに入りましょうか？」

　名乗り出たのは、早乙女くんだ。自ら買って出るなんてさすがだな、と感心したのもつかの間、部長は硬い表情のまま口を開く。

「早乙女には新商品を頼んでるだろ。そっちが手薄になったら意味がない。ほかの皆も同じだ。それぞれが重要な持ち場を与えられてんだから」

　その言葉に、早乙女くんも皆も黙り込んだ。

　部長の言う通り、明日はそれぞれが別の持ち場を担当することになっている。部長は会場全体を統括する身だし、引っ切りなしに訪れる得意先の皆様に、挨拶もしなければいけないのだから、もちろん手が空くわけがない。

　どうするべきか……と悩む中、私はふいに視線を感じて、そちらに目をやった。口元に手を当てたままの部長が、なぜか私に先鋭な眼差しを向けている。

「……坂本」

「は、はい!?」

　目が合った直後、名前を呼ばれて反射的に背筋を伸ばした。

　皆の視線も私に集中する。

　こんな時になんのご用かと思ったら、彼の口から思わぬ言葉が飛び出した。

「お前が担当してくれないか？」

　……私の全機能が一時停止。遅れて脳が理解した瞬間、目を見開いた私は、ガタッと椅子を押しのけ、立ち上がった。

「えぇーっ!?　わ、私が!?」

　叫び声をあげる私と同じように、皆も驚きを隠せないようだ。

　それもそのはず。だって、まだ異動して一ヶ月そこそこのただの事務員に、営業マンと同じ仕事を任せようとするなんて！

　しかし、部長は平然と言う。

「購買部にいたお前なら、従来の商品のことは大体把握してるだろ。俺もなるべくフォローするから」

　確かに、スマイルではどんな商品を扱っているか、種類や数量の知識はある程度ある。けれど不安は底知れず、私は眉を下げるばかり。

「でも、私、受付が……」

「それは中谷さんたちに頑張ってもらう。小沢の担当はそんなに種類も多くないから、坂本でもきっと大丈夫だ」

　部長はそう言い切り、中谷さんは心配そうに私を見つめてくる。

　大丈夫だと言われても、私に営業が務まるとは思えない。お客様が満足するような提案を、私にできるはずがない。

「そんな、無理ですよ！　私に営業の仕事なんて――」

「やってもいないのに無理だって言うヤツ、俺は一番嫌いなんだよ」

　一瞬、息の根が止まりそうになった。

　私の弱音を遮り、冷たく投げられた声が……〝嫌い〟という単語が、深く胸に突き刺さる。かなりのダメージだ。本当に、心臓をひと突きにされたみたい。

　部長が私にこんなことを言うとは思わなかったのか、皆が言葉をなくしていた。

　立ち尽くす私に、部長がゆっくり近づいてくる。

　彼の顔も見られなくて、私は目線を落としたまま。

「……俺がお前を購買から引き抜いたのには、当然だが理由がある」

　少しだけ柔らかくなった口調と、その言葉に反応して、少し顔を上げた。

　すぐそばにやってきた彼が、漆黒の瞳で私をまっすぐ見つめ、力強い声で告げる。

「坂本の能力を買ってここに連れてきたんだ。お客の要望の一歩先を行くお前なら、必ず俺たちの力になると思ったから」

　私に期待してくれていたらしい言葉に驚き、目を見開いた。

『お客の要望の一歩先を行く』とは、どんなところを指して言っているのかはわからない。けれど、部長はいつの間にか、自分でも気づかなかった、私のいい部分を見いだしてくれていたのだろう。

　それなのに、私はこのまま逃げていいのかな。

　以前、田沼部長との一件の時にも部長は言っていたじゃない、『やってもいないのに、無理だなんて言うヤツは甘い』って。

　私、部長に失望されたままでいたくない。

「俺の見込み違いだったか」

　フッと冷笑を浮かべて、彼は私のもとから離れていく。

　自分に対する悔しさが込み上げてきて、スカートの横でぐっと手を握った。

　デスクに戻った部長は、独り言のようにこぼす。

「……ま、今回は急だし仕方ないな。購買の部長にでも頼む――」

「やります！」

　咄嗟に口が動いて、私の声がオフィスに響き渡っていた。

　部長と、皆の視線が再び私に向けられる中、表情を引きしめてしっかりと言う。

「私、やってみます。どの商品を担当するのか教えてください」

　不安だけど、期待に応えたい気持ちのほうが上回る。やってみようと決意すると、徐々に気持ちが前向きになってくるから不思議だ。

　私を見つめたままの部長は、さっきとはまるで違う笑みをフッと浮かべた。優しさの中に強さを秘めたような、魅力的な笑みを。

「お前ならやれる。俺が保証する」

　心強い言葉をもらえて、私も少し表情を明るくして頷いた。




　午後はホテルに移動し、着席会食だと百名ほど利用できるという広さの会場で、準備に取りかかった。

　まず、人が通れるスペースを空けて、テーブルを配置する。そして自社商品の調味料やレトルト食品などを種類ごとに分け、テーブルに並べる。そこへ商品のサンプルが入った段ボール箱や、カタログを運び込んだ。

　各メーカーの営業さんたちも、それぞれ準備をしている。賑やかな会場内で、私は部長に連れられて、ひとつのテーブルの前にやってきた。

「ここが小沢の担当だったところ……明日、お前に立ってもらう場所だ」

　そこには、ピザやヨーグルトの写真が載ったパンフレットがいくつか置かれている。

　それを見て、すぐに担当する物がわかった私は、隣の部長を見上げた。

「乳製品、ですか」

「そう。紹介するのはチーズとヨーグルトくらいだから、そんなに種類多くないだろ」

　私は微妙な笑みを作り、「ま、まぁ……」と曖昧な返事をする。部長は簡単に言うけど、私にとっては重圧であることに変わりはないのだから。

　でもやるしかない！と気合いを入れる私に、部長はパンフレットを見せながら、明日の対応について教えてくれる。

「改良をした物は、従来と比べてどこが変わったのかを説明してもらいたいんだ。新商品は、その利点についての説明を」

　次々と話される重要な点を、ふむふむと聞きながらメモしていく。

　私が持っている知識は、ひと袋何グラム入りだとか、バラ売りに対応できるとか、やっぱり受注に関することが主だ。部長が教えてくれる商品の特徴や内容については知らないことが多かったから、単純にタメになった。

　丁寧に教えてもらうと、私は小さくガッツポーズをしてみせる。

「よしっ。とりあえず一夜漬けします」

「おう、頑張れ」

　さらっとエールを送り、軽く笑みを浮かべた彼は、ほかのテーブルのほうへ向かう。

　本当は、明日のこと以外にも聞きたいことがあるけれど……今は忙しそうだし、仕事中だからやめておこう。私も、今教えてもらったことを、頭に叩き込まなきゃいけないし。それに……。

『俺は一番嫌いなんだよ』

　さっきのセリフのダメージが利いていて、仕事の件以外はまだ話す気力がないから。

　今まであまり怒られたことがなかったからとはいえ、こんなにヘコんでしまうとは。私って打たれ弱いのかな。

　でも、とにかく大事なのは明日。今はそのことだけ考えよう！

　頭を切り替えて、私も会場の準備に戻ろうとした時、「坂本」と呼ぶ声がした。

　そちらを向くと、足を止めた部長が私を振り返っている。

「何か困ったら、すぐ俺のとこに来いよ。なるべくそばにいるから」

　……温かみのある言葉は、まるで精神安定剤のよう。

　少しだけ気持ちが落ち着いた私は、笑顔を見せて「はい」と返事をした。

　会場の入口に設置された受付に戻ると、事務の女性陣がカタログの確認をしていた。私に気づいた中谷さんが、「お疲れ様」と微笑む。

「ほんと奥さんにまで厳しいのねぇ、部長は」

「あはは……」

　私はパンフレットとメモを持ったまま、苦笑を返す。

「きっと、一葉ちゃんにもひとりの部下として成長してほしいのよ」

　心優しい中谷さんの言葉は、ありがたくもあり、少し切なくもあった。

　〝ひとりの部下〟

　私は彼にとって、それ以上でも以下でもない。そう思うと、胸が痛んでしまうのはなぜなのか……今は必死に考えないようにしていた。










部長流のねぎらい方




　仕事を任されたからには、できる限りのことをしたい。私にも何かひと工夫できないものかと頭を悩ませて、ひとつ思いついたことがある。

　部長にＯＫをもらえるかわからないけど、やるだけやってみようと、家に帰ってから夜遅くまで机に向かっていた。

　寝る前にもパンフレットとメモを交互に見て、迎えた展示会当日。

　午後一時に開場され、若い人から年配の人まで、たくさんの業界の方がやってきた。

　レディーススーツに久々に袖を通した私は、最初は緊張しまくりだったものの、次第にお客様と話すのが楽しくなってきて、商品の説明がスムーズにできるようになっていた。

　ふと、斜め向かいのテーブルの前にいる部長の姿が目に入る。

　彼もこちらを見て、視線が合った。きっと気にかけてくれているのだろう。

　ドキッとしつつ、〝大丈夫です！〟と伝えるように、にこりと笑顔を向けた。

　部長がホッとしたように表情を緩めるのを確認したあとも、新たなお客様が次々とやってくる。

　その皆さんに、昨日の夜に作成した用紙を配りながら、商品を紹介していた。これは、私が簡単に料理のレシピを書き、午前中に印刷した物だ。

「ギリシャヨーグルトも扱い始めたんですか？」

　商品サンプルを見ながら問いかけてくるお客様に、「はい！」と明るく返事をする。

「普通のヨーグルトよりも、熱に強く凝固しにくいので、火を通す料理にも最適です。デザートはもちろん、オムレツやカツの中に入れても、チーズみたいに濃厚でとても美味しいんですよ。簡単なレシピがありますので、こちらもよろしければ」

　一夜漬けした商品の特徴を語りながら、レシピを書いた紙を差し出す。この間、早乙女くんが『レシピを提案するといい』と言っていたことを思い出し、やってみようと思ったのだ。

　Ｂ５サイズの用紙を手に取ったお客様は、それを見て微笑みながら頷く。

「確かに美味しそうですね。これならヘルシーですし。コストも含めて考えてみます」

「こちらに価格も載っていますので、ぜひご検討ください」

「ありがとうございます」

　笑顔で歩いていくお客様をほっこりした気分で見送った。

　そうして、特に大きな問題も起こらず、展示会は終了した。

　お客様がいなくなり、皆がすぐに撤収作業へと移る中、私はひとり脱力し切って動けずにいた。

「終わったぁ～……」

　安堵と疲れで、テーブルの陰にへなへなとしゃがみ込む。しばしぼーっとしていると、頬に突然冷たい物が触れて、「ひゃっ!?」と小さな叫び声をあげた。

「ご苦労さん」

　ぱっと見上げれば、部長がテーブルから身を乗り出し、私にペットボトルのお茶をくっつけている。

「お疲れ様です！」と言って慌てて立ち上がると、お茶を遠慮がちに受け取り、頭を下げる。

「ありがとうございます」

「こちらこそ。よく頑張ってくれたな」

　彼のねぎらいが嬉しくて、疲れが少し飛んでいく気がした。

　和やかなムードで片づけ作業が進む中、部長はまだテーブルに置いたままのレシピを手に取る。

「朝、これを作ってきたって言われた時は驚いたよ。こんなのよく考えたな」

「早乙女くんが、前に部長から『お客様にレシピも提案するといい』ってアドバイスされたって言ってたので」

　ちょっぴり照れながら、早乙女くんから聞いたことを簡単に伝えた。

「へぇ、あいつがそんな話をね」

　部長はレシピを見ながら、柔らかに微笑んだ。

　そんな彼を見ていると、『部長専属のシェフがいたんですか？』という質問が、喉元まで出かかる。けれど。

「俺に言われたからじゃなくて、自分から進んで、いいと思ったことをやってくれるとすげぇ嬉しいよ」

　そう感慨深げに言われ、聞くタイミングを逃してしまった。

「俺の目に狂いはなかったな」と得意げに話す彼は、本当に嬉しそうに見えるから、私も喜びが込み上げてくる。

　でも、これだけは聞いておきたい。

「……部長、どうして私がお客様の一歩先を行ってるだなんて思ったんですか？」

　昨日から気になっていたことを問いかけると、彼は少し考えを巡らせるように目を伏せたあと、レシピをテーブルに置いてこんなことを言う。

「俺とお前が初めて話した時のこと、覚えてるか？」

　部長と初めて話した時のこと……？

　キョトンとしつつ、私は記憶を遡る。

　あれは、もう一年以上前になる。確か購買部にやってきた部長が、キレイだけど無表情な顔で、突然私に声をかけてきたのだ。

『老人ホームであった発注ミス、君が対応したんだってな』と。

　唐突だったけれど、なんのことかはすぐにわかった。というのも、老人ホームから送られてきた発注書に書かれた数が、普段の発注数よりひと桁多く書かれていて。ミスかもしれないと思い、施設に連絡をすると、やっぱり間違いだったのだ。

　大量の食材を送る前に訂正できたのだけど、それが何か問題だったのだろうか。

　恐る恐る部長を見上げて『はい……』と頷いたものの、次に彼から言われたのは、予想に反するものだった。

『君のおかげで余計な発注をしなくて済んだ、と責任者が礼を言っていたよ。ベストな対応をしてくれてありがとう』

　ふわりと向けられた優しい笑顔は、私の胸をキュンと鳴らしたほど素敵で、今でもしっかりと心に焼きついている。

　私と同様にその時のことを思い出しているのか、部長は穏やかな表情をしていた。

「あの件以来、購買部に行く時は一葉に注目してた。取引先との電話のやり取りをこっそり聞かせてもらったりもしたよ」

「えぇっ!?」

　嘘、いつの間にそんなことを!?

　全く知らなかった事実に唖然としていると、彼はクスッと笑いをこぼして、私も覚えていない電話対応について話を続ける。

「あの時、おそらくうちでは取り扱っていない商品のことについて聞かれてたと思うんだが、お前はただ『ない』って言うだけじゃなくて、『似た物ならこういうのがありますよ』とか、『これはどうですか？』って提案してた」

　確かに、そういう用件の時は代替えの提案をしている。ただ取り扱っていないと言うだけでは相手も困るかなと思って、なんとなくそうしていただけなのだけど。

「一歩先を行くってのは、相手が求めるもの以上の提案をする。つまり丁寧な対応をするってことだ。お前は自然とそれができてる」

　それは、自分では全く意識していなかったこと。誰かがそれを見つけてくれていたことに、感動すら覚える。

　真しん摯しな表情の部長と視線を合わせたまま、私はトクトクと鳴る鼓こ動どうを感じていた。

「その仕事ぶりを見てて思ったんだよ。こいつに営業も任せてみてぇなって。だから、昨日はつい挑発するようなこと言っちまった。悪かったな」

　部長は自分の髪をくしゃっとつかみ、バツが悪そうな顔をする。こんな表情は初めて見る。昨日受けたショックも、今はすっかり回復してしまった。

　なぜだか少し鼻の奥がツンとして、それをごまかすように、目を逸らしたままの彼を茶化してみる。

「〝可愛い子には旅をさせよ〟ってやつですか？」

「あー、それそれ」

　なんか適当な返事だな……なんて思いながらも、彼の考えを知れたことが嬉しくて、私はクスクスと笑った。

　ふいに、部長の手がこちらに伸ばされたかと思うと、ぽんっと私の頭に乗せられる。大きな手のぬくもりと重みにドキッとして目を見開くと、彼は優しく微笑んで言う。

「お前を選んでよかった。……〝嫌い〟だなんて嘘だよ」

　じわっと、瞳に熱いものが急激に込み上げる。

　無事に任務を終えた解放感とか、期待に応えられたことの嬉しさとか。いろいろな感情が一気に溢れたのだろうけど、でも。

　何よりも大きいのは、部長に嫌われていないのだとわかった安堵感。

　今、はっきり確信してしまった。胸がキュンとするのも、痛くなるのも、全部この人のことが好きだから――。

　どうやら、彼を落とす前に、私が先に落ちてしまったらしい。

　溢れる涙を止める術すべがなくて、ぼろぼろと泣く私に部長は少し驚いたらしく、頭から一瞬手が離された。けれど、すぐにまたぽんと乗せられ、今度は包み込むようにしっかりと撫でてくれる。

　そしてフッと鼻で笑った。呆れたような、それでいて優しげな笑い方。

「なんで泣く。夫婦ゲンカだと思われるぞ」

「思われてもいいです……」

　濡れた頬を拭いつつ、涙声で呟いた。

　会場にはまだたくさんの人がいて、いくら皆が作業しているとはいえ、私たちの様子に気づかないわけがない。こんなところ、見られたくはないけれど……。

　私たちが本当の夫婦だと思われることは、嫌ではない。部長のたったひとりの大切な人になりたい。そう、本気で願ってしまっているから。

　恋に落ちたのだと頭で自覚したのはいいけれど、心はそれに対応できなくて動揺してばかり。涙は出るわ、ドキドキするわで、身体がおかしなことになっていると、いつの間にか部長がテーブルのこちら側に来ていて、すぐそばに立っていた。

「じゃあ……」

「ふぇ？」

　何かを言おうとする彼を見上げようとした瞬間、後頭部を手で支えられ、そのままぐいっと引き寄せられる。

　彼の胸に、おでこがトンとぶつかった。大きな衝撃を感じたのは、額ではなく胸の奥。ぶ、部長、何して……!?

「皆に、仲直りしたって思わせとかないとな」

　いたずらっぽく、甘い囁きが鼓膜を揺すり、私はさらに心臓をバクバクと踊らせる。

　こんな大胆なことして……あなたをもっと好きにさせられて、どうしてくれるんですか！

　私は恥ずかしさで沸騰しそうな顔を、彼の胸にうずめたまま、ただ硬直していた。
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〝俺専属シェフ〟の正体




　展示会が終わり、あっという間に二週間が経とうとしている。

　部長が私を抱き寄せていた場面を見られたおかげで、私たちは相当なラブラブ夫婦だと社内で囁かれていた。

　ふみかから聞いたけれど、私たちが夫婦だという噂は、どうやら購買部にまで広がっているらしい……。購買部長はただの噂だろうと、信じていないらしいけれど。

　苗字は変わらなくても、結婚したら一報するのが常識だ。私も部長もそんな報告なんてしていないのだから、信じなくて当然だろう。でも、そうなると総務部のほうではどうなっているのだろうと、今さらながら疑問が湧く。

　苗字はそのままでも、結婚すれば一緒に住むのだから、住所は変更しなければいけないし、会社からお祝い金ももらえると聞いている。もし総務部でも私たちの噂が広まっていたら、何も手続きをしていないので、偽装夫婦だとバレてしまうはずだ。

　それなのに、何も問題になっていないということは、まだそこまで噂が広まっていないだけなのだろうか……。

「……一葉？」

　窓の外を流れていく景色をぼうっと眺めながら、物思いにふけっていると、すぐ隣から声がして我に返った。

　振り向けば、運転席でハンドルを握る偽りの旦那様が、いつもの涼しげな瞳でこちらをちらりと見る。

「酔ったか？」

「あ、いえ全然！　さすが都会はビルが高いなーと」

　首都高を走る車の窓から見えるのは、私の地元とは明らかに違う景色。空を遮るほどの密集した高層ビルを指差して、えへっと笑ってみせた。

「田舎者」と言って軽く笑った部長は、目線を前に戻して缶コーヒーに口をつける。白いシャツに黒のテーラードジャケットを羽織った姿も、文句なしに素敵だ。

　なぜ私服姿の彼と一緒に東京にいるのかというと、今日はご褒ほう美びの一日だから。

　この間の展示会が終わったあと、部長は私に驚きの提案をしてきた。『頑張ってくれたご褒美に、どこか好きなところへ連れていってやろうか』と。その瞬間、私の脳内は一面お花畑になり、もちろんふたつ返事でＯＫした。

　だって、これはデートなのだから。好きな人を独占できる、またとないチャンス！

　すっかり恋に落ちた私は、彼に結婚願望を持たせるなんてことは頭から抜けていて、単に自分が一緒にいたいという、乙女な気持ちでいっぱいだった。

　場所はどこでもいいと言われたけれど、悩みすぎて決められなかったため、『デートっぽい場所がいい』と恥ずかしげもなく要望を出してみた。

　そうして、部長がさくっと決めてくれたのが東京・お台だい場ば。デートコースの定番だし、私たちが住む街から高速で一時間半程度で行けるから、距離的にもちょうどいい。

　お互いの予定が合ったのは、すでに十月も下旬に差しかかっている今日くらいで、私はこの日を心待ちにしていたのだ。

　滅多にお目にかかれない彼の私服姿にも、休日にふたりで遠出しているという特別感にも、ドキドキしっぱなしで……確実に浮かれています、私。

「十一時半には着くな。昼飯は何が食いたい？」

　部長が腕時計をちらりと見て問いかけた。

　なんかすごくデートっぽい！と内心はしゃぎながら、またゲームのようにいくつかの選択肢を頭に浮かべ、少し考えて答える。

「やっぱりイタリアンですかね。でも、部長のオススメがあれば、それで」

「俺は出張で来るくらいだから、お前が喜びそうなとこ知らないぞ」

　淡々と返されたけれど、私を満足させようとしてくれているだけでも嬉しい。

　私は含み笑いをしつつ、本音をこぼす。

「どこでもいいんです。定食屋でもラーメン屋でも」

　部長と一緒にいられれば、どこでもいい。

　すると、前を見たままの部長から、少しだけ不満げな声が聞こえてくる。

「俺もお前の好きなもん知ろうとしてんのに、そんなつまんねぇこと言うなよ」

　トクン、と胸が鳴る。まさか、部長がそんなことを言ってくれるなんて。

　……ダメだよ、やめてください。勘違いしそうになっちゃうじゃないですか。部長も私のことを想ってくれているのかも……って。

　今日のデートは、仕事で頑張ったご褒美なのだ。皆よりちょっとプライベートに踏み込んだ仲だから、少し特別扱いしてくれているだけ。

　そう自分に言い聞かせつつも、どうしても嬉しさが込み上げてしまって、緩みそうになる口元をきゅっと結んでいた。

　結局、どこで昼食をとるかは、街をぶらぶらしながら一緒に決めることにした。

　おおよそ予定通りに着き、大型ショッピングセンター近くの駐車場に車を停めると、タイミングよく部長のスマホが鳴りだす。

　エンジンを切って彼が電話に出ると、男性らしき声が漏れ聞こえてきた。

「お疲れ様です。どうしたんですか？　土曜日なのに珍しい」

　抑揚のない声で話す部長の言葉から察するに、会社の誰かだろうとわかる。敬語を使っているけど、砕けた感じもするし、役職者の誰かかな。

　勝手に推測していると、少し仕事の話をした部長の口から、こんな言葉が出てきた。

「え？　今、東京にいるんで無理ですよ。……まぁ、そんなとこです」

　私を横目で一瞥する彼と視線が合った、その時。

『一葉ちゃーん!!』

「えっ!?」

　電話口から私を呼ぶ大声がして、部長は耳からスマホを離し、私はギョッとした。

　だ、誰!?　男の人だってことはわかるけど……。

　驚きつつ眉をひそめる私に、部長はさも迷惑そうな顔をして言う。

「……佐さ原はらさんだ」

「えぇ!?」

　私の叫び声が届いたのか、スマホからは『どうもー』と軽い声が聞こえてくる。

　佐原さんとは総務部の部長で、現在三十六歳、精せい悍かんな顔つきで口元に整ったおヒゲを生やしたワイルドなお方である。

　その性格は明るく穏和で、既婚者のくせに少々チャラい。でも仕事熱心で、坂本部長と同じく、若くして役職に就いたそう。変わり者だと言われているけど、社員からは慕われているし、あまり接したことがない私から見ても、悪い印象は全くない。

　それにしても、〝一葉ちゃん〟なんて呼ばれたことは一度もないんですが……。

　電話の向こうで私を呼び続けるので、とりあえずスマホを受け取って話してみることにした。

「さ、佐原部長？　お疲れ様です……」

『お疲れさん。今日は夫婦水入らずでデートなんだって？　楽しんできてね』

　明るい声で言われ、私は曖昧な返事をする。けど、こんな風に言ってくるということは、佐原部長も私たちの噂を知っているってことだよね？

　あれ？　でも、私たちが結婚していると総務部長が思っているなら、何も問い質ただされないのはおかしいんじゃ……。という疑問が浮かんだ直後、電話の向こうから驚くべき発言が飛び出した。

『ついでに、本当に婚姻届も出してきちゃいな！　そしたら、ちゃんと受理証明書見せるんだぞ』

　……一瞬、思考が停止した。

　佐原部長、私たちが偽装夫婦だって知ってたの!?

「えぇっ!?」

　この短時間で何度も叫び声をあげる私の手から、部長がスマホを奪い取る。

「一葉に何言ったんですか？」

　かったるそうな声で言う彼は、ふた言三言話すと、「もう切りますよ。では」と言って、画面をトンッとタップした。

「よし、行こう」

「ちょっ……！」

　部長はさっさと車を降りてしまい、慌てて私もあとを追う。

　この間買ったばかりの、オフホワイトのミモレ丈のスカートをひらめかせながら、地元よりも少し暖かい都会の地に降り立った。

「どどど、どういうことですかっ!?」

　街中を慣れた様子で歩く部長に、駆け寄って問いつめると、彼は前を向いたまま口を開く。

「あの人は俺たちのこと知ってて、黙ってんだよ。噂を耳にしたらしく、『どういうことだ』って問い質されて。『結婚してないけど、そういうことにしてる』って言ったら、頼んでもないのに口裏を合わせてくれることにしたらしい。今の電話は仕事の用件だけどな」

「佐原部長、ものわかりよすぎじゃないですか……」

　少々呆れも混じえ、感心したように呟いた。

　部長の適当な返答で、私たちの関係をある程度理解したってことでしょう？　しかも口裏を合わせてくれるなんて、めちゃくちゃ空気を読んでくれている。

「じゃあ、総務で噂が広まってたとしても問題にならないのは、佐原部長のおかげ？」

　すると、部長は小さく頷いた。

「何か聞かれても受け流してるらしいぞ。あの人はただ面白がってるだけだろうけど」

「へぇ……」

　海沿いの通りを歩きながら、青空に映えるレインボーブリッジを眺めて、私は苦笑いした。

　やっぱり佐原部長って変わり者なんだ……。

「あと何も知らないのは支店長だけど、あの人そういうことに関しては驚くほど鈍いからな」

「そ、そうなんですか」

　部長が淡々と言うから、ちょっと噴き出しそうになってしまう。

　五十代半ばの支店長は、のほほんとした性格でおっとりしたおじさまだから、確かにそんな感じはする。でも、本当のことを知ったら、さすがに黙ってはいないんじゃないだろうか。

　部長は私の考えを読み取ったように、軽い調子で言い放つ。

「ま、支店長にバレた時は終わる時だ」

　終わる時――そう、それはいつか必ず来る。その時のことを考えると、部長のそばにいられなくなる切なさしかない。

　この関係を始めた当初は、そこまで深くは考えていなかった。けれど、それは甘かったのだと痛感している。

　嘘だとバレたら、周りからの目も変わるだろうし、信頼を失うかもしれない。そんなリスクを侵してまで、部長が私とこんな関係を続けるのは、どうしてなのだろう。

『切り抜ける自信はある』『バレたらバレたで、俺が責任取る』なんて言っていたけど、本当にその時が来たらどうするつもりなのよ……。

　ぐるぐると考えを巡らせていると、さっきまでの楽しい気分はどこかに行ってしまい、ブーティのつま先に目線を落としてため息をついた。

　すると、頭に大きな手がぽんぽんと乗せられる。

「そんな寂しそうな顔するなよ」

　彼が柔らかな海風で髪を揺らしながら、クスッと笑って私を覗き込んできて、胸がきゅっと締めつけられる。

「し、してませんよ！」と返し、海のほうへぷいっと顔を逸らした。

　本当は図星だ。バレたらどうなるかという不安と同じくらい、いや、それ以上に、彼との関係を終わらせることが寂しいのだから。

　部長を好きだという想いは膨らむばかりで、その分、切なさも膨れ上がる。この胸をもどかしくさせる手のぬくもりも、たまに見せる優しい笑顔も、私だけのものなのは今のうちだ。彼を落とす自信なんて、本当はこれっぽっちもない。

　だから、いけないことだとわかっていても、この関係をやめたくない。このまま、彼の一番近くにいたい。たとえ偽りの関係でも……。

　こんな不真面目なことを真剣に願っているのは決まりが悪くて、しばらく部長の顔を見られず、周りの景色ばかりを眺めていた。




　街中を散策していて、目についたのは、とあるレストランの海側にあるテラス席。とっても眺めがよさそうで、その店に入ってみることにした。

　ハワイをイメージした、テーマパークのような店内を通り、テラスに出る。開放感たっぷりのそこからは東京湾が一望できて、感嘆の声が漏れる。

「わぁ、いい眺め……！　夜ならもっとキレイなんだろうなぁ」

「夜景を見てから帰るか」

　微笑みかけてくる部長に、笑顔で元気よく「はい！」と返事をした。

　お互いに頼んだランチセットが運ばれてくると、さっそくフォークを手に取った。

　そよ風とほどよい日差しの中、好きな人とふたりでとる食事は格別で、リゾート気分を味わえる。

「美味しい～。ハワイ料理ってあまり食べたことがなかったけど、結構いけますね！」

　プレートに添えられた、アヒポケという料理の鮪まぐろに舌した鼓つづみを打っていると、部長が穏やかな表情で何げなく言う。

「美味いけど、お前の手料理のほうが飽きないぞ」

　……あぁ、またさりげなく嬉しいことを……。

　照れるとどうしても顔を隠したくなってしまい、私はうつむいてパイナップルジュースをストローで吸い上げた。

　でも、料理というと思い出してしまう。早乙女くんから聞いた、部長と深い関わりがあったであろう人のことを。

「……あの、ひとつ質問なんですけど」

「ん？」

「部長には、専属のシェフがいたんですか？」

　食事する手を止め、思い切って尋ねてみた。なんか緊張する……けど、わからないまま悶々としていたくない。

　スープを飲んでいた彼は、目線を私に向けてポカンとする。

「は？」

「あ、えっと……前、早乙女くんから聞いたんです。料理ができるのかって話になった時、部長が『俺専属のシェフに知識だけ叩き込んでもらった』って言ってたって」

　部長を上目遣いで見つめていると、彼は考えるように視線を宙にさ迷わせる。

「あー、そういや、そんなことも言ったかな」

　心当たりはあるようで、目を細めて呟いた。そして、私をまっすぐ見据えて真実を告げる。

「それは兄貴の嫁のことだ」

　予想外の答えが返ってきて、拍子抜けした私は「へっ!?」とマヌケな声をあげた。

「部長、お兄さんがいたんですか！」

「あぁ、四つ上のな。あいつの嫁が調理師でレストランで働いてるから、営業でタメになりそうなことをいろいろ教えてもらってたんだ」

　部長が次男で、お兄さんはもう結婚していて、その奥様から料理を教えてもらった。その事実を初めて知り、ポカンとする私に、部長は少し意地の悪い顔を見せる。

「ほかのレストランに営業する時に役立つから、厨房の内部事情を教えてもらったりもしてたんだよ。旦那の弟っていう特権で、特別にな」

　なるほど、それで部長専属だったわけか……。

　彼の様子を注意深く観察してみても、嘘をついているようには見えないし、何より私に嘘をつく必要はないのだから、きっとこの話は本当なのだろう。

「本当にシェフだったんですね……」

「なんだと思ったんだよ」

　部長がほんの少し怪訝そうにするから、私は笑ってごまかした。

　ちょっとホッとする。元カノさんが部長の仕事面でも深く関わっていたと思うと、やっぱり嫉しっ妬としてしまうから。過去の存在にやきもきしても仕方ないのだけど。

「それより、部長っていうのやめないか？　仕事気分が抜けない」

　無愛想な声で唐突に言われ、チキンにかぶりつこうとした私は、口を開けたまま固まった。確かに、名前で呼んだほうがさらにデート気分が味わえて、私としては嬉しいけれど、いざ要求されると恥ずかしい。

「じゃあ……坂本さん」

「違う」

　あえて苗字で呼んでみたら、被せぎみで返された。

　なぜ、ちょっと怖い顔をするんですか。まぁ、私も自分の苗字を言うって変な感じがするし、やっぱり名前で呼ぶべき？

「れ……れ、れい、じさん？」

「やり直し」

　またしても被せぎみで返された。

　もー！　なんかどんどん恥ずかしくなってくるし！

　膨れっ面をする私を、彼は笑いながら眺めている。

　からかわれているとわかったけれど、合格をもらえるまで、私は名前を呼び続けた。










ご褒美デートで五歩前進




　ランチを食べ終え、観光をする頃には、〝零士さん〟と違和感なく呼べるようになっていた。今日だけはそう呼んで、特別な気分を味わうことにしよう。

　天気のいい土曜日なので当然ながら人が多く、私たちの距離も自然と近くなる。デートスポットだからカップルも多いし、なんだかそわそわしてしまう。私は気持ちを落ち着かせるため、無理やりショッピングのことへ頭を切り替えることにした。

　部長……いや、零士さんのことを意識しすぎないように努力しながら、たくさんのオシャレなショップを見て回る。疲れたら少しカフェで休憩して、〝これぞデート〟という貴重な時間を過ごした。

　緊張はいつの間にかどこかへ行ってしまい、ただ彼と一緒にいることを幸せに感じる。不思議だな、こんな風にしていられることが。

　本当に、どうして零士さんは今日を私のために使ってくれているんだろう。ただのご褒美にしては、こんな恋人にするようなこと、程度が大きすぎると思う。

　もう外が暗くなり始めた頃になって、複雑な気持ちになりつつショッピングモールの中を歩いていると、ふいに零士さんが足を止めた。

「悪い、電話」

　スマホを取り出した彼は、無表情で短く謝ると、それを耳に当てながらトイレに繋つながる通路のほうへと歩いていく。

　また仕事だろうか。休日にまでこんなに電話がかかってくるなんて、改めて部長である彼の忙しさを実感する。

　辺りを見回すと、ヨーロッパにいるような感覚に陥るショッピングモールの中でも、ひと際輝く場所に目を奪われた。

　真っ白でエレガントな壁に囲まれた、ガラスのショーケース。そこに飾られている物は、遠目でも何かわかる。

　自然と足がそこに向いていて、ショーケースの中を覗き込んだ。

「キレイ……」

　目の中に星が飛び込んだようなジュエリーの輝きに、感嘆のため息とともに声が漏れた。シルバーと、ピンクゴールドのエンゲージリングが数種類、バラの花と一緒に品よく飾られている。

　結婚指輪か……これを好きな人からもらったら、女として最高に幸せだ。私は何度それを夢見たことか。うっとりしながら、無意識に自分好みの指輪を探してしまう。

　一番惹かれたのは、シンプルなストレートラインのリング。ベースのデザインは男女同じだけれど、女性のほうは三つの小さなダイヤがはめ込まれていて、可か憐れんだ。

「これ素敵……！」

　もらうならこんな指輪がいいなぁ、と思いながら眺めていたら、どうやら声に出してしまっていたらしい。

「どちらの商品がお気に召されましたか？」

　急に前方から声がしてぱっと顔を上げると、店員さんらしき女性がニコニコしながら立っていた。

　はっ、しまった。買うつもりも、結婚の予定すらないのに！

　ギクリとしながらも、聞かれると勝手に答えてしまうのが私の口。

「あ、えっと、これがすごく好きだなぁと……！」

　ぎこちない笑顔を貼りつけて、今見ていた指輪を指差した。店員さんは嬉しそうにそれについて話しだす。

「こちら、大変人気なんですよ。『マ・プランセス』といって、フランス語で『お姫様』という意味の名前がつけられています」

「へぇー」

　素材はプラチナだとか、ダイヤは何カラットだとか詳しく教えてくれて、私はひたすら頷く。

「お客様ですと、サイズは八号くらいですかね。はめてみますか？」

「あっ、いえ！　見ただけで充分なんで」

　これはさすがに断ろうと思い、両手を前に出してぶんぶんと振っている時だった。

「これは男にはめてもらいたいんだよな」

　後ろからそんな声がしたかと思うと、待ち人が隣にやってくる。

　いたずらっぽい笑みを浮かべる彼を見上げ、ひゃー！とのけ反った。

　ひとりで結婚指輪を見ていたところを目撃されるのって、なんか恥ずかしい！　『男にはめてもらいたい』っていうのも、あながちハズれてはいないし……。

「ぶちょ……れ、零士さん！　電話終わったんですね、じゃ行きましょう！」

　いたたまれなくなった私は、彼の腕を引っ張り、店員さんに頭を下げて歩きだした。店員さんは慌てて、「またお越しくださいませ～！」と叫ぶ。結婚の予定ができたら来ます！と心の中で返事をし、逃げるようにその場を去った。




　ショッピングモールを出て、海岸沿いを歩く。右手にはキレイな明かりを放つレインボーブリッジと、遠くに東京タワーが見える。

　昼間とはまるで違う景色に酔いしれそうになるも、私の耳には意地悪な声が届く。

「何を真剣に見てるかと思えば結婚指輪とは、お前の願望は相変わらずだな」

　えぇ、返す言葉もございません。だって、零士さんのことを本当に好きになってしまってから、結婚したいという思いも強くなっているんだもの。

　私とは逆に、この人の願望は相変わらずゼロなんだろうな。そう思うと悲しくなるけど、やっぱりその原因がなんなのか気になる。

　店の中とは違い、カップルもまばらな通りを、微妙な距離を取って歩きながら、私は彼に問いかけてみた。

「零士さんは、どうして結婚に夢が見られなくなっちゃったんですか？」

　私を一瞥した彼は、視線をゆっくり前に向け、街灯に照らされるその表情は徐々に無になる。答えてもらえないかも、と思ったものの、開かれた彼の口から意外な言葉が飛び出した。

「……原因のひとつは兄貴たちかな」

「えっ？」

「兄貴たちの夫婦仲がイマイチなんだ」

　元カノではなく、お兄さん夫婦が出てきたことに驚いて、私は目をしばたたかせる。

「結婚してから徐々にお互い不満が出てきたらしくて、ここ一年ずっとギクシャクしてる。俺がたまに実家に帰って、あいつらが居合わせた時もそんな感じで、本当に幸せなのか？って思うんだよ」

　どうやら、ただケンカしているだけとか、簡単な問題ではなさそうだ。一年もギクシャクしているだなんて、仲直りにも時間がかかりそう……。

「この間の結婚記念日も、お互い顔を合わせなかったらしいし。一緒になる前のほうが、ふたりともいい顔してたよ。そういうの見てたら、結婚にいいイメージを持てなくなった」

　淡々と語る零士さんだけど、その表情はどこか悲しげで、ふたりのことを心配しているのが見て取れる。

　当然だよね。自分の家族には幸せになってもらいたいもの。

　結婚は、ケンカしても相手のことを多少嫌だと思っても、簡単には別れられない誓約でもある。それはもちろん、お兄さんたちもわかっているはず。それでも一緒に生きていくことを選んだのだから、きっと今は、どうしたらよくなるかを模索しているところなんじゃないだろうか。

　考えを巡らせていると、いつの間にか、歩くペースがかなりゆっくりになっていた。私たちの間にしばらく流れていた沈黙を、私が少し明るめの声色で破る。

「今の状況を乗り越えてこそ、本当の幸せが待っているのかもしれませんね」

　私が微笑んでみせると、零士さんはきらめく光を映した瞳を私に向けた。

「結婚してない私が、何言うんだって感じですけど。でも、ぶつかって悩んでわかり合って……っていうのを繰り返して、家族になっていくものなんだと思うんです。〝結婚がゴールじゃない〟っていう言葉をよく聞きますけど、そういう意味も含まれてるのかなって」

　言いながら、私はバーで零士さんと話した時のことを思い返していた。

　あの時、彼は『結婚を甘く見んな』と言っていたっけ。あれは一般論じゃなく、お兄さんたちのことから来た言葉だったのかもしれない。

　その言葉通り、他人が家族になるのは生やさしいことではない。でも、結婚しても人生はまだまだ長い。ふたりで生きていくその中で、迷ったり悩んだりする何年かがあってもいいんじゃないかと、私は思う。

「お兄さんたちは、幸せになるための階段を上ってる最中なんですよ、きっと。お互いを好きな気持ちと、思いやる気持ちがあれば、解決策は必ず見つかるはずです」

　そうなってほしいという思いも込めて、前方の夜景を見ながら力強く言い切った。しかし、零士さんからはなんの反応もなく、偉そうに言いすぎたかな？と不安になる。

「あっ、すみません、出しゃばって」

「いや……機会があったらあいつらに聞かせてやるよ、今の話」

　見上げた零士さんは、思いのほか柔らかい微笑みをたたえていて、胸をホッと撫で下ろした。

　彼はその表情のまま、優しい口調でこんなことを言ってくれる。

「不思議だな。お前と話してると、自然とプラス思考になれる気がする。こんな風に街を歩くのは久々だし、今日はいい気分転換になったよ」

　今日という日が、少しでも彼のためになっているのだと思うと嬉しくて、私の口元も緩んだ。

　そっか。零士さんも気分転換したかったから、今日はここまで遠出してくれたんだね。それは納得できるけれど、私がいてよかったのだろうか。

「でも、私が一緒にいてよかったんですか？　ひとりのほうが、のんびりできたんじゃあ……」

「今日は俺のためだけじゃないだろ。むしろ、お前へのご褒美がメインなんだから。弁当の礼もしたかったし」

　フッと笑みをこぼす彼は、『細かいことは気にするな』と言いたげな声で言う。

「ひとりでこんなとこには来れねぇし、楽しかったからいいんだよ」

　ふいに頭をくしゃりと撫でられて、小さな喜びが胸に広がった。楽しんでいたのは、私だけじゃなかったことが嬉しい。

　いつの間にか私たちの距離も縮まっていて、なんだかちょっぴりいいムードが漂っている。ひとりでいるより、ふたりでいるほうがいいと思ってもらえていたらいいな。

「一葉」

　ほんのり甘い思考を巡らせてぼうっとしていると、呼びかけられてはっとする。その瞬間に手を握られて、彼のほうへと引き寄せられた。

　一瞬何が起こったかわからず、唖然とする私のそばを、後ろから来た自転車が走り去っていく。私が邪魔だったのか、と状況を理解した時、頭上から呆れたような声が降ってくる。

「お前、ボケッとしてんなよ」

「ご、ごめんなさい！」

　怒られてはいないけど、決まりが悪くて少し肩をすくめていると、握ったままの手をくいっと引かれる。無愛想だけど、その力は優しい。

「ほら、さっさと歩け」

「っ、はい……！」

　嘘……手、繋いでくれてる！

　内心キャーキャー言いながら、みるみる火ほ照てる顔を見せないよう歩きだす。夜景を見る余裕はあっさりとなくなり、ぬくもりに包まれた手ばかりを意識してしまう。

　今日は一歩どころか、五歩くらい前進した気がする。彼と休日を過ごせて、プライベートなこともたくさん知ることができて、最後にこんなに嬉しいご褒美をもらえた。充分すぎる一日だった。

　彼の本心も、いつか暴いてみせる。

　膨らむ想いと野望を抱き、残りの時間を最後まで満喫した。










突然のお食事会




　お台場デートの数日後、ふみかにお土産を渡すため、仕事を終えてから購買部のオフィスに寄った。終業時間を三十分ほど過ぎた今、まだ社員は数名残っていて、この間までここで働いていた私に、「久しぶり」と声をかけてくれる。

　なんだか実家に戻ったような安心感に包まれながら、空いていたふみかの隣の席に腰かけた。そして、東京限定のお菓子やボールペンを詰めた紙袋を差し出す。

「はい、これ、お土産」

「わーい、ありがとう！」

　ニコニコ顔でそれを受け取ったふみかは、すぐにニヤリと目を細め、私に顔を近づけてコソッと囁く。

「どうだったの、デートは？　告白した!?　キスは!?」

「してません」

　私たちのことをすべて話していたふみかには、なんとなくそう聞かれるような気がしていたから即答した。

　彼女の顔は、一瞬にして仏頂面に早変わりする。

「なんでしないのよー。好きになったんでしょ？」

「だからって、そんなすぐに告白できるわけないじゃん」

「逆プロポーズしといてよく言うねぇ」

　うっと声を詰まらせる。そういえば、前にもふみかに似たようなことを言われたっけ……デジャヴだ。

　本当に恋に落ちてしまったからこそ、軽はずみに告白なんてできない。あの時の自分は恐ろしいとすら思う。

「ま、それだけ一葉は本気になったってことかぁ」

　私の胸の内を覗いたように言うふみかは、なんだか少し嬉しそうに笑っていた。

　ふみかは偽装夫婦から本物の恋が生まれたら素敵だ、みたいなことを言っていたもんね。図らずもそうなってしまったよ……私だけは。

　この続きは、またユウヤケにでも行ってゆっくり話そう、ということになり、ふたりで一緒に購買部を出た。

「あ、部長！」

　ちょうど二階から下りてきた彼を見て、ふみかが声をあげた。

　部長は私たちに気づくと、仕事モードの笑みを浮かべてこちらに近づいてくる。

「お疲れさん。ちょうど坂本に話があったんだが……」

　ちらりと目線を向けられたふみかは、それだけでピンときたらしく、慌ててこんなことを言う。

「あっ、あたしのことならおかまいなく！　一葉、話はまた今度ゆっくり聞かせてよ」

　私ににこりと笑いかける彼女に、部長は「悪いな」と謝った。

「いえいえ、旦那様を優先するのは当然ですから！　ねっ、一葉」

「ちょ、ふみか……！」

　ムフフ、と声がしそうな笑いを浮かべる彼女は、うやうやしく部長に会釈する。そして私に手を振ると、あっさりとエントランスを出ていってしまった。

　呆気に取られる私に、閉まったガラスのドアを見つめたまま部長が問いかける。

「溝渕……って言ったか、お前の同期の。あの子も噂を信じてんのか？」

「いえ、本当のことを知ってるけど、あんな感じなんです……」

「佐原さんと同じだな」

　クッと笑う彼に同意して、私も苦笑しながら頷いた。まぁ、お土産は渡したし、確かに私の話はいつでもいい。部長の用件はなんなのだろう。

「あの、部長の話は……？」

　問いかけると、彼は思い出したように「あぁ、実は」と用件を話し始める。

「この間の展示会でお前の営業が気に入って、今まで別の業者から取ってた乳製品も、うちに頼んでくれることになった施設があるんだ」

「えっ、本当ですか!?」

　ぱっと表情を輝かせる。私の営業を気に入ってくれただなんて、信じられないけど嬉しい！

　彼も穏やかに微笑んで頷くと、さらに驚くべきひと言を放つ。

「で、そこの施設長がお前に会いたいんだと」

「……えぇ!?　なんで施設長が!?」

　目を見開く私の叫び声が、廊下に響き渡った。

　あの展示会に来てくれた調理員の方が、私に会いたいと言うならまだわかる。私たちが接するのは、調理に関わる人が主だから。でも、それとは特に関係のなさそうな施設長が私に……って、一体どういう風の吹き回しで!?

　全く理由がわからず唖然としたままの私に、部長は淡々と告げる。

「直接話したいことがあるらしい。今からでもいいか？」

「い、今からですか!?」

　急すぎます！と心の中で叫ぶ私は、あからさまに困った顔をしているに違いない。

　そんな私に、とってもおキレイだけど、冷たい無表情が近づいてくる。

「施設長の機嫌を損ねて、お得意様をひとつ失うことになったらどうする？　お前が今日断ったことで、会社全体のイメージが悪くなったら」

「うっ……」

　これはもうパワハラじゃないですか！

　言い返せるはずもなく、押し黙る私を見つめ、彼は恐ろしい笑みを口元だけで作り上げて言い放つ。

「嫌とは言わせない」

　結局そうなるのね！と、私は打ちひしがれた。予定があろうとなかろうと、私に拒否権はないらしい。

　ブラックな部長様は健在のようだ……。




　部長の車に乗せられ、詳しく教えてもらえないまま連れてこられたのは、会社から小一時間もかかる市外の住宅街だった。

　しかも、「ここだ」と言って彼が車を停めたのは、明らかに一軒家の前。オフホワイトの外壁とレンガタイルがオシャレな、洋風の豪邸だ。周りを見てもキレイな住宅ばかりで、施設があるようには思えない。

「本当にここなんですか？」

　道の脇に停めた車から降り、半信半疑で問いかけると、部長はしっかりと頷く。

「あぁ、施設長の家だ」

「えぇっ!?」

　私の驚きの声が、今度は夜の住宅街に響き渡った。

　普通、自宅でなんて会わないでしょう!?　時間ももう七時半を過ぎているし、特別な接待とかでなければ、こんな状況はおかしいのでは……。

　疑問と困惑が渦巻く私をよそに、部長はなんのためらいもなく、黒い門扉の横の門柱につけられたインターホンを鳴らす。

　その下にある表札に何げなく目をやった私は、思わず二度見してしまった。

「さ……坂本？」

　嘘、施設長も同じ苗字なの？　そんなに多いのか、坂本さんは！

　びっくりして口を半開きにする私は、インターホン越しに聞こえてきた声でさらに驚愕する。

『おぉ零士、待ってたぞ。入れ入れ』

　年配らしき男性の声と、この言い方。

　まさか、まさかこの〝坂本さん〟は……！

「ここ、俺の実家」

　部長様の不敵な笑みとともに、私の予想を確信に変えられ、再び近所迷惑な叫び声をあげてしまったのは言うまでもない。

　衝撃が収まらない私に、部長は門扉を開けながら、やっと真相を教えてくれる。

「親父が老人ホームの施設長で、兄貴はそこの事務長なんだ。俺は同じとこで働きたくなかったから別の会社で営業やってるけど、お互いに取引相手ってわけ」

　なるほど、これで疑問のいくつかは解決した。相手がお父さんなら、自宅で会うのもわかるし、なんの気兼ねもいらないだろう。だけど、納得いかないこともある。

「それならそうと、ここに来る前に教えてくださいよ！」

　玄関に続く若干の階段を上る彼についていきながら、その背中に向かって不満をぶつける。

　別に、結婚の挨拶をするわけではないけど、部長の実家にお邪魔してご両親に会うなんて、心の準備が必要なんだから！

　心の中で愚痴をこぼしていると、足を止めてこちらを振り返った彼は、クッと右の口角を上げる。

「俺は意地が悪い男だって、知ってるだろ」

　あぁそうか、充分わかっていたはずだけど忘れていましたね……って、それで済ますなー！

　事前に知らされていれば、もっといい服装で来たのにとか、手土産も用意したのにとか、様々なことが悔やまれる。

　しかし、何を言っても、もう玄関の前に来てしまったのだから仕方ない。腹をくくってお会いするしかないのよ、一葉！

　急に緊張してくるけれど、とりあえず身だしなみをチェックする。そして気合いを入れる私に、部長はこんなひと言を告げた。

「驚くのはまだ早いぞ」

　まだ何かあるんですか!?と少しギョッとする間にも、彼の手でドアが開かれる。玄関から延びる明るい廊下が見え、奥から女性が姿を現した。

「お帰りー」

　嬉しそうに声をかけてくるその人は、部長と目元がよく似た美人さんで、お母様なのだろうとすぐにわかった。

　無愛想な声で「ただいま」と言う部長。

　そのあとに続いて、肩をすくめて遠慮がちに玄関に入り、なんとか自然な笑顔で挨拶しようと試みる。

「こんばんは。夜分遅くにすみま――」

「一葉ちゃん！　まぁキレイになって～！」

「えっ？」

　初対面なのに、そうではなさそうな口ぶりで目を輝かせる彼女を、私はキョトンとして見つめる。

　え、どこかでお会いしたっけ!?　そういえば会ったことがあるような気がしないでもないけど、やっぱり思い出せない。

　ど、どうしよう、いきなり失礼を……！と冷や汗をかき始める私に、お母様は「あ、ごめんなさいね」と謝って笑う。

「私は一葉ちゃんが学生の頃に一度会ったきりだから、覚えてないわよね。でも、あなたのお父さんの友達で、由よし幸ゆきって人は知ってる？」

「あ……！」

　聞かれてすぐにピンときた。〝由幸さん〟とは、お父さんの話に度々登場する、同級生で昔から仲がいいおじさんのことだ。

　どうして部長のお母様が知っているのだろうと驚きながらも、コクコクと頷く。

「知ってます！　父が〝よっしー〟って呼んでて……」

「そうそう。そのよっしーは、私の旦那なのよ」

　屈託なく笑う彼女のひと言に、私はこれでもかというくらい目を見開く。

　ということは、つまり……私のお父さんと部長のお父様は、友達同士だったってこと!?　確かに驚くのは早かった！

　またしても大声をあげそうになった瞬間、お母様の後ろから見覚えのある人物がニコニコしながらやってきた。

「やあ、一葉ちゃん。久しぶりだねぇ」

「……ヨシさん！」

　何年ぶりかに会う、相変わらず若々しい彼を見たら、緊張がほぐれて私にも笑みがこぼれる。

　何度か家にも来てくれたことがあり、私と花苗にも優しく接してくれて、〝人のよいおじさん〟と印象づけられていた。お父さんと同じ六十歳なのに、十歳くらいは若く見える俳優さんのような外見も、昔からカッコいいなぁと思っていたっけ。よく見ればどことなく部長と似ている。

　でも、お父さんの口からは〝よっしー〟というあだ名しか出てこないし、私も〝ヨシさん〟と呼んでいたから、苗字までは知らなかった。まさか同じ坂本だったとは！

「お久しぶりですー！　お元気でしたか？」

「相変わらずだよ。でも最近肩が痛くて、なかなかゴルフができなくてねぇ」

「うちの父もそう言ってます」

　ヨシさんと和やかに笑い合う。ずっと会っていなかったけれど、多少気心が知れているせいか、親戚のおじさんのような感覚で話してしまっていた。

　するとお母様が、まだ玄関に立ったままの私たちにスリッパを出して言う。

「ちょっとあなた、上がってもらいましょ」

「あぁ、すまない、つい。……零士？　何そんな隅っこで縮こまってるんだ」

　不思議そうに言うヨシさんのおかげで、すっかり彼の存在を追いやってしまっていたことを思い出した。

　皆が目を向けると、ポカンとしていた部長が、はっとする。

「あ、いや、ふたりがここまで打ち解けた仲だったとは……」

　ちょっぴり動揺した様子の彼が珍しくて、私はヨシさんと目を合わせて笑った。

　ようやく靴を脱いで上がると、お母様に「夕飯まだだったら、ぜひ食べていって！」と言われ、ダイニングに通された。清潔感のある白いアイランドキッチンが素敵。広々としたそこには、六人がけのダイニングテーブルがあり、すでに四人分のランチョンマットが置かれている。

　好きな人の実家で、付き合っているわけでもないのに食事をごちそうになるなんて、なんだかすごく不思議な気分だ。

「あの、本当にいいんですかね？　ごちそうになっちゃって……」

　部長のスーツの袖をちょいちょいと引っ張り、コソッと囁くと、彼は当然だというように答える。

「なんとしてでも呼べって言ったのは親父だし、母さんも食べさせる気満々だからいいんだよ。むしろ、そうしてくれないと俺が恨まれる」

　椅子を引きながら仏頂面になる彼を見て、私はクスッと笑いを漏らした。

　部長が有無を言わさず私を連れてきた理由は、ご両親にせがまれたからだったのね。でも『なんとしてでも』という強引さがやっぱり親子だな、なんて思ってしまう。

　ほっこりした気持ちで彼の隣に腰かけると、向かいの席についたヨシさんがにこやかに言う。

「急に呼び出して悪かったね、一葉ちゃん。遠慮せずゆっくりしていってくれ」

「はい……！　ありがとうございます」

　どういう状況で私のことを知ったのだろう。

　気になりつつも、豪華な料理を前に、お言葉に甘えてごちそうになろうと、私も笑顔を返した。相手がヨシさんだからか、だいぶ緊張もほぐれてきた。

　お母様がすぐに持ってきてくれたサラダやスープは、彩りよくいい匂いを漂わせていて、自然と食欲がそそられる。

　ラザニアやフリッターまで出てきて、豪華で美味しそうな手料理の数々に感嘆の声をあげると、彼女もとても嬉しそうにしていた。

　お母様も席につき、皆で乾杯をして食事を始めると、ヨシさんが「いやー、それにしても驚いたよ」と言って、ここまでに至る経緯を話しだす。

「厨房の職員と展示会の話になって、『すごく愛想のいい子がいた』って言うから、零士なら知ってるかと思って何げなく聞いたんだ。そうしたら一葉ちゃんの名前が出てきたから、驚いてね～」

「そうだったんですね」

　本当に驚きだ。自分と好きな人の親同士に、こんな繋がりがあったなんて。

　でも、知らないところで自分の話をされていたのだと思うと、嬉しいような恥ずかしいような……ちょっとむずがゆい。

　ヨシさんのグラスにビールを注ぎながら、お母様が少し眉を下げて微笑む。

「私たちが会いたくなって、零士に無理言って連れてきてもらっちゃったの。本当にごめんなさいね」

　私は笑って首を横に振る。最初は戸と惑まどったけれど、こんな風に私を快く迎えてくれて、嬉しくないはずがない。

「いえ！　呼んでいただけてすごく嬉しいです。私も、まさか部長のお父様がヨシさんだとは……」

「運命、感じちゃうよなぁ」

　うんうんと頷くヨシさんの口から出た、〝運命〟というフレーズに、部長とともに固まってしまった。

　そうなんですよ、私も運命を感じちゃいますけど、この部長様は迷惑にしか思っていないかも……。

　微妙な空気が漂う私たちに気づいているのかいないのか、ヨシさんは笑顔でこんな発言をする。

「聞いたところ零士と仲良さそうだから、そういう意味でも一葉ちゃんに会いたかったんだ。どうだい？　いつでも嫁に来てくれていいよ」

「そっ、そそそ、そんな……!!」

　思わぬお言葉に目を丸くし、手からフォークを落としそうになってしまう。

　だって、そんな、そんな……めちゃくちゃありがたいですー！　恐縮です！

　ひとり舞い上がりそうになる私だけれど、ヨシさんは結構、真剣に考えているように見える。

「あ、ヒデちゃんは婿が欲しいって言ってたか。零士はいつでもやるよ」

「俺の意思を無視すんな」

　私のお父さん、英ひで寿としのことを〝ヒデちゃん〟と呼ぶ様子が懐かしくて顔がほころびそうになるも、隣からビシッと放たれた声で、一気に興奮が収まる。

　そうだよ……部長は私と結婚なんて、本気で考えるわけがないもの。お婿さんになんて、きっとなってはくれない。

　勝手に浮かれてしまったことを反省し、さらに切なさが押し寄せてくる。

　そんな私の心情を知るはずもないヨシさんは、部長のひと言を軽く笑い飛ばした。

「まぁ、もしそうなってもいいって話だ。うちはもう遥よう一いちが嫁さんをもらってくれたからな」

　遥一さんとは、きっと部長のお兄さんのことだろう。

　それを聞いて、今頃になってお兄さん夫婦がいないことに気づいた。

「あの、今日はお兄さんたちは……？」

　部長の反応を少し気にしつつ問いかけると、お母様が和やかな口調で答えてくれる。

「今は別のところで暮らしてるのよ。まだふたりの生活を楽しみたいだろうし。子供ができたら、ここへ来てくれたほうが、桐きり絵えさんも安心かなと思ってるんだけどね」

　今度は桐絵さんという名前が出てきた。きっと、遥一さんの奥さんのことだ。

　夫婦仲がよくないという話だけど、ご両親はそれを知っているのかな……なんてお節介な心配をしていると、ヨシさんがラザニアをすくいながらにこやかに話を続ける。

「零士からもう聞いているかもしれないが、桐絵ちゃんは調理師なんだ。料理教室もやりたかったって言ってたくらいだし、一葉ちゃんも料理を教えてもらえるよ」

「……一葉は充分うまいから、必要ねぇよ」

　隣で呟く声が聞こえてきて、振り向いた。料理に目を落とす部長だけど、口元にはかすかに優しげな笑みが浮かんでいて、胸がトクンと鳴る。

　部長は私の料理に満足してくれているのだと解釈していいの？

　思わずキレイな横顔を見つめてしまっていると、ピンときた様子のお母様が、口元に手を当てて、ぽっと頬を染める。

「一葉ちゃんの手料理を食べてるの？　ってことは……やっぱりふたりはそういう関係なのね!?　あらまぁ～」

「いや、違っ……なんて言うか、そのー……！」

　私はお母様の誤解をなんとか解こうとするけれど、手料理を振る舞っているのは事実だし、かといって付き合っているわけではないし、偽装夫婦を演じているだなんて言えたもんじゃないし……！

　ぐるぐる考えて口ごもってしまう。

「照れるな、照れるな。いいなぁ若いもんは～」

　ヨシさんはそう言って、奥様とニンマリし合っている。

　部長、知らんぷりしてないでなんとかしてくださいよ！

　こうして、笑いが絶えない賑やかな食事会は、その後もしばらく続いたのだった。
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嘘と本音とアルコール




　唐突に訪れた坂本一家との食事会から、早くも三週間が経ってしまった。十一月も下旬に入り、曇くもり空の下には木枯らしが吹いていて、かなり寒く感じる。

　私たちの関係は、いまだに進展なし。

　ふみかには『親にまで会ったなら、もう一回逆プロポーズしなって！』と言われたけど、それでフラれたらこの関係も終わってしまうと思うと、勇気が出ない。いつまでもこうしてはいられないのだけど……。

　それに、最近部長の様子が少しおかしい時がある。何かを考え込んでいるような、ぼうっとしているところをたまに見るのだ。私の気にしすぎかもしれないから、本人には何も聞いていない。

　そんな調子で、私は今日の空と同じくスッキリしない心のまま出社した。配送センターのそばを通りかかると、バンの後方にいる女性に気づく。大きな段ボール箱を持ち上げようとしているその人は、作業着姿もサマになっている本庄さんだ。

　あの荷物、なんだか重そうだけど大丈夫かな？

　頑張って抱えようとしている彼女を見て、私は咄嗟に駆け出す。

「大丈夫ですか？　手伝いますよ」

「……一葉ちゃん！」

　上体を屈めていた本庄さんは、荷物を挟んで正面に立った私を見上げて目を丸くする。この間飲みに行った時、最後のほうは〝一葉ちゃん〟と呼んでくれるようになっていた。一緒に箱を抱える私に、彼女は「ありがとー！」と言って、にっこり笑う。

　ふたりで箱を荷台に載せると、本庄さんはふぅと息を吐いて、また私にお礼を言う。

「ありがとね、助かった」

「いえ！　配送は力仕事が多くて大変ですね」

　ほとんどの社員が男性である配送部で働く本庄さんは、本当に尊敬する。

「荷物運びはいつも男たちにやらせて、私は運転担当なんだけどさ。今日は荷物が多くて人が足りないから仕方なく、ね」

　かったるそうに言う彼女だけど、普段はそういう分担になっているんだな、と私は納得していた。本庄さんに頼まれたら、喜んで引き受ける社員は多そうだもの。

　すると、彼女は何かを思い出したように口を開く。

「ねぇ、一葉ちゃん」

「はい？」

　本庄さんは何か話そうとしたものの、私と目を合わせて、しばし停止する。

「……やっぱりなんでもない」

「なんですか、すごく気になっちゃうじゃないですか」

　ふいっと顔を背ける彼女の両腕を、正面からつかむ私。

　そんな中途半端に言われたら、気になって聞かずにはいられないですって！

「いや、もしかしたら見間違いかもしれないし、余計な心配はかけさせないほうがいいだろうし……」

　ぶつぶつと呟く本庄さんを首をひねって見ていると、彼女の大きな猫目が、私の後方のどこかを追っていくように動く。

「……あ」

　そう声を漏らすと同時に、さらに大きく目が見開かれた。

　どうしたんだろう、と私も振り返って彼女の視線を辿る。

　すると目に飛び込んできたのは、駐車場に向かって歩く坂本部長の姿。彼が向かっていく先には、軽自動車の脇に立つ、ひとりの女性がいる。

　数十メートル離れているから、顔ははっきりとはわからないけれど、ストレートの長い黒髪で上品な服装の、ほっそりとした人だ。

　その姿を認識した途端、心臓がドクンと嫌な音をたてる。

「あの女の人、まさか……」

「……元カノだわ」

　本庄さんが低いトーンで呟いたひと言が、ずしりとした重みを持って私の中に落とされた。

　やっぱり、あの人が元カノ……。どうしてここにいて、部長と会っているの？

　ドクドクと鼓動が速くなる中、ふたりから目を逸らせずにいると、部長がポケットから出した何かを渡し、それを受け取った彼女は笑顔を見せる。親密そうなのは明らかだ。

　少し会話を交わし、元カノさんが車に乗り込むと、すぐに部長も踵きびすを返す。

　こちらへ向かってくる彼から、私も本庄さんも反射的にバンの陰に身を隠した。

「あのふたり……また会ってるなんて」

　静かな怒りをたたえた声が聞こえ、私は必死に動揺しまくる胸をなだめる。

　元カノって……ふたりはヨリを戻そうとしているの？　それとも、もう――。

　何にせよ、今ああやって会っていたということは、まだ連絡を取り合っているに違いない。最近、部長がぼんやりしているのは、そのことと関係があるのだろうか。

　動どう悸きがし始め、声も出せない私に、本庄さんは眉根を寄せて意を決したように言う。

「実は、さっき言おうとしたのは、元カノのことだったの。この際はっきり言っちゃうけど、ついこの間、配送終わって外で休憩してたら、ふたりがレストランから出てくるのを見て。そのまま、零士の車に乗ってた」

　……あぁ、やっぱり会っていたんだ。特別な用でもなければ、ふたりでレストランに入って車に乗ることなんてないよね。

　もう驚きはなく、気持ちはどんどん沈み込むばかり。

「でも遠目からだったし、確信できなかったから、やっぱり言うのはやめようかと思ったんだけど……」

　心苦しそうに眉を下げる本庄さんは、私のことを考えて悩んでくれていたのだとわかった。彼女の心遣いに感謝しつつ、もうこれ以上は気を遣わせまいと、私はなんとか明るい声と笑顔を取り繕う。

「……そうだったんですね！　なんか、気を遣わせてすみません」

「や、それは全然いいんだけど」

　本庄さんが軽く首を振った時、「本庄、そろそろ行くぞー」と、配送部の男性社員が声をかけてきた。

　はっとして返事をした彼女は、私に向かって両手を合わせる。

「ごめん、時間切れ」

「いえ、忙しい時にすみませんでした！　私も急がなきゃ」

　腕時計を見ると、すでに業務開始時刻の五分前になっていた。

　鼓動が乱れたまま、急いでオフィスに向かおうとすると、「一葉ちゃん！」と呼び止められる。

　振り向くと、本庄さんが心配そうに言った。

「何か事情があってのことかもしれないから、ちゃんと話し合ったほうがいいわよ。あなたは奥さんなんだから、心に余裕を持ってね」

　彼女は最後に頼もしい笑みを見せ、車に乗り込んでいった。

　以前は部長のことを好きだったのに、こうやって励ましてくれるなんて、本当にいい人だ。けれど……さらに胸が痛む。

　私はそんな言葉をかけてもらっていい立場じゃない。余裕なんて少しも持てないし、彼を追及する権利もない。

　私は、密かに彼に恋心を抱く、ただの部下なのだから――。

　答えを聞くのが怖くて、部長に元カノのことを聞けないまま、一年も残り一ヶ月となった。

　私といる時の彼は、からかってきたり、家政婦のように家事を頼んできたりと、相変わらず自由気ままだ。こんなことをしているくらいだから、元カノとはヨリを戻す気はないのかも……と、心は少し穏やかになりつつある。

　そんな十二月の始め。金曜日の今日は、忘年会が行われている。場所は、会社から車で三十分くらいの温泉街にある、とある老し舗にせ旅館の宴会場だ。

　波月支店全体で、約四十人が参加する、毎年恒例のこの会。部署も役職も関係なく、皆で仲良くなりましょう！という目的もあるらしいけれど、私はひと通りお酌しゃくをしたあとは、大体ふみかと一緒に楽しんでいる。

　今日も皆がお座敷を移動し合う中、右隣に座るふみかと和会席を堪能していた。

　そこへ、ビール瓶を持った早乙女くんがやってくる。

　彼に気づいたふみかが、ぱっと顔を輝かせて手を振った。

「あー早乙女くん、久しぶり！　ちょっと話そうよ」

「うん、僕もそのつもりで来たんだ」

　いつもの癒し系の笑みを浮かべる彼は、私たちのグラスを交互に見て言う。

「ふたりともお酒は？」

「いただきまーす」

　お酌してもらう立場が逆かな？なんて思いつつも、ふみかと声を揃えてグラスを持ち上げ、皆で笑い合った。

　それから、しばらくこの同期三人組で話に花を咲かせていた。学生時代に戻ったみたいですごく楽しい。

　今ふみかは彼氏募集中だし、早乙女くんとも合いそうだけど、彼はどうだろう。

　前、私に気があるようなことを言っていたけど、あれから日も経つし、彼にも本当に好きな人ができたら応援したいな。

　そんなことを密かに思い、会場全体が賑やかさを増してきた頃、後ろから「坂本さん！」と声をかけられた。

　振り向けば、購買部で一緒だった後輩の女子と、彼女の同期らしき男女三人が私に迫ってくるものだから、少しギョッとする。

「ど、どうしたの？」

「坂本さん、結婚したって本当なんですか!?」

　後輩の女の子に興奮ぎみに言われ、私はギクリとして部長のほうに黒目だけを動かした。

　上座に座っていたはずの彼の姿は、今そこにはない。

　どんどん事が大きくなっていきますよ、部長……。

　でも今この場で『違う』なんて言えるわけがなく、残された選択肢は、ただひとつ。

「あー……う、ん」

「おめでとうございます～!!」

　思い切って頷くと、後輩たちの拍手喝かっ采さいを浴びた。あぁ、背徳感に苛さいなまれる……。

　気まずくて、ビールをゴクゴクと喉に流し込むけれど、彼女たちの尋問は終わらない。いつから付き合っていたのか、きっかけはなんだったのかと、お決まりの質問をされて、そのたびに用意していた答えを頭の中から取り出していた。

　ついには、結婚に至る過程も聞かれ始める。

「やっぱり、プロポーズは部長からだったんですよね？」

「ずっと聞いてみたかったんです。部長はどんな風に口説くのか！」

　それね、気になるよね。私だって、イケメンが結婚したら同じことを思うもん……と、なんだか他人事のように思う。

　ここはもう、いつか部長が言っていたように、少女趣味全開の理想のプロポーズを語ってしまえ！

　興味津々な様子でじっと私を見つめる彼女たちに、もうどうにでもなれ、と少しヤケになって口を開く。

「……夜景を見ながら、『やるよ』って指輪渡されて、何、そのぶっきらぼうな感じは！　と思ったら、ハグされて『結婚しよ』って」

「きゃぁ～!!」

　うっすら頬を薄紅色に染めた彼女たちから、黄色い声が上がった。

　あぁ、言っていて虚しくなるよ……。右隣では、早乙女くんと静かに聞き耳を立てていたふみかが、微妙な笑みを浮かべて私を見ている。

　ブラックな部長様、勝手にツンデレ王子に仕上げてしまってすみません。

「なんでその指輪しないんですか？　見たいのにな～」

　うずうずした様子で言う後輩ちゃんに、私は苦笑いしつつ嘘を重ねる。

「なんか……同じ職場だし、照れ臭くて」

「えー」と残念がりながらも、冷やかすような声があがる中、私は複雑な心境になりまくっていた。

　流し込むお酒の量を着々と増やしていると、今度は男性陣が話しかけてくる。

「でも坂本さん、よくあのブラック上司を選びましたね」

　冷静に言うのは、確か総務部の子。眼鏡をかけたインテリちっくな男子だ。その隣で頷いているのは、同じ営業部の、容姿も性格もいたって平凡な田た中なかくん。

　ふたりは口々に部長との苦い思い出を話しだす。

「僕、退勤したあとにたまたま会っちゃって、そこから一時間、他部署の仕事手伝わされましたからね」

　それはタイミングが悪かったね、インテリくん。部長は〝使えるものは使う〟みたいな、容赦ないところがあるからね……。

「俺なんて、ちょっと寝坊してミーティングに遅刻しただけで始末書書かされて、さらに会議室の掃除までさせられましたよ～」

　それは君が悪いんじゃないかな、田中くん。

　疲れ切ったような顔をするふたりは、声を揃えてこう問いかけた。

「坂本さんは、部長のどこが好きなんですか？」

　理解できない、という心情が滲み出ている彼らから、私の目線は斜め上へとさ迷い始める。

　部長のどこが好き？か……。そう言われると、どこなんだろう。

　腕を組んで真剣に考え、思い浮かぶことをとりあえず口にする。

「……まず、顔？」

「正直っすね」

　目が点になっている田中くんは気にせず、「あと」と続ける。

「私の料理を、美味しいって喜んで食べてくれるところと、実は優しい心を持ってるところ。あとは……私の内面をちゃんと見ていてくれるところ、かな」

　話しているうちに、自然と自分の表情が柔らかくなっていく気がした。

　この答えは理想なんかじゃない。すべて本音だ。

　仕事面では厳しい時も多々あるけれど、こんな私の長所を見つけてくれる。彼がプライベートで見せる、優しかったり、憂いを帯びていたりする表情も、私の心を強くつかんで離さない。とにかくすべてが好きなのだ。

　アルコールが回ってきたのを感じながらぼんやり考えていると、皆がニンマリしていることに気づく。男性陣の表情には、少々呆れも混ざっているように見える。

　恥ずかしげもなくノロケてどうすんの……。いや、私が勝手に好きなだけだからノロケではないか……。

　羞恥と気まずさに耐えられず、またもやグラスに手を伸ばそうとすると、私の背後の障子が開かれた。

「おーい、君たち。あんまり一葉ちゃんかまってると、旦那がいじけちゃうぞ」

　そこから登場したのは、総務部の佐原部長だ。

　緩くうねるブラウンの髪に、整った口元のおヒゲ、緩められたワインレッドのネクタイ。今日もワイルドな風貌の彼は、フレンドリーに後輩くんたちの肩に手を回す。

　私たちが偽夫婦だと知っているくせに、旦那とはっきり言い切ってしまう佐原部長を微妙な顔で見やると、彼はアイコンタクトをして意味ありげに微笑んだ。

　楽しんでおられますね、やっぱり……。

　部長に興味津々だった女子ふたりは、コロッと佐原部長に寝返ったように目を輝かせ、男子たちも親しげに話し始める。

　佐原部長が後輩四人を引き連れて上座に戻っていくと、同期組の私たちは、ふぅと息を吐いた。

「佐原部長、相変わらずだね。男女問わず人気者で」

　後輩たちを両側に従えて盛り上がる部長を眺め、早乙女くんはクスッと笑う。

　彼の言う通り、女子だけじゃなく男子からも信頼と人気を得る彼は、部下からの不満が多い誰かさんとは対照的だなと思い、含み笑いしてしまった。

「本気で浮気とかはしないと思うけど、モテるのは確かだし、奥さんは気が気じゃないだろうなぁ」

　何げなく口にされたふみかのひと言で、頭の隅に追いやっていた元カノの存在をふと思い出した。やっぱり部長の女性関係のことは気になる。

　部長、あれからまだ会っているのかな。堂々巡りだけど、また考えてしまう。

　すると、「浮気ねぇ……」という呟き声が聞こえ、私はビクッと肩を震わせた。

　勢いよく振り向けば、私の顔のすぐ横に、若干目が据わっているけど、血色のいいキレイなお顔がある。いつの間に……。

「ほ、本庄さん！」

「男ってなんで浮気すんのかしらね～。それで結局、奥さんのもとに帰るんだから、ほんっと自己中な生き物よ！」

　長い巻き髪を横に流した色っぽい彼女だけど、日本酒の徳とっ利くりをドンッとテーブルに置く姿はおじさんのよう。私にしな垂れかかる酔っ払い美女の話を、苦笑しつつ聞いていると、どうやら過去に愛人経験があるらしい。

　それに食いついたふみかは、本庄さんと盛り上がり始める。ふたりはほとんどしゃべったことがないはずなのに、あっさりと意気投合していてすごい。そして、本庄さんが「紹介できそうな男の写メを見せてあげる」と言い、スマホを置いたままの彼女の席へ、ふみかも一緒に向かってしまった。

　女子がいなくなって、ちょっぴり寂しさを感じていると、私とふたりきりになってしまった早乙女くんも腰を上げようとする。

「じゃあ、僕も戻ろうかな」

「早乙女くんも行っちゃうの？」

　なんとなくひとりで残されたくなくて、眉を下げて彼を見上げる。

　彼は、一瞬開いた目を少し困ったように泳がせ、クセのある柔らかそうな前髪をかき上げた。

「……坂本さん、無自覚でもやめて。それは」

「ん？」

　言葉の意味がよくわからず、首をかしげる私。

　早乙女くんは「なんでもない」と微笑を漏らし、再び私の隣に腰を下ろした。

　これもいい機会だ。彼に男心を聞いてみようかな。

「ねぇ、早乙女くんは元カノと連絡を取ったりする？」

　唐突な質問に、彼はビールのグラスを口につけたまま、ぱちぱちと瞬きをする。

「何？　いきなり」

「んー、元カレとか元カノに連絡取るのって、どういう時なんだろうと思って」

　私は元カレと連絡を取ったことはない。そんな必要がなかったからだけど。だからわからないのだ、元恋人と会うのにはどういう理由があるのか。

　いつの間にか席に戻っていた坂本部長に、ちらりと目をやる。佐原部長の取り巻きの後輩たちに巻き込まれている彼を見つつ、早乙女くんの声に耳を傾けた。

「僕も、よっぽどのことがなければ、連絡しようとは思わないかな」

「そっか……」

　早乙女くんも私と同じか、と思って頷いていると、彼は「でも」と続ける。

「別れても未練があったら、連絡しちゃうかもね。寂しい時とか、気心知れた人と話したくなったりするし」

　……やっぱりそうなんだ。早乙女くんの言葉を聞いて、気持ちはまた沈み込んでいく。きっと一番の理由は、未練があるから――まだ好きだから。

　連絡をし始めたのはどちらからなのかわからないけど、直接何度も会っているくらいなのだから、お互いに同じ気持ちなんじゃないだろうか。

　だとしたら、私は早くこの関係をやめて、部長を解放してあげなくちゃ……。

「……部長と、何かあったの？」

　いつの間にか黙り込んでうつむいてしまい、早乙女くんが心配そうに私の顔を覗き込んでいる。

　はっとして、すぐに笑顔を取り繕った。

「ううん、そういうんじゃないの！　ただ、ちょっと気になって」

「本当？　……そうは見えないけど」

　彼はまだ怪訝そうに見つめていて、私はなんとか明るくしようと努めるけれど、笑顔がぎこちなくなっている気がする。

　早乙女くんは、私たちの間に何かがあるのだと察したようで、表情を強張らせる。

「もし、坂本さんが悲しい思いをしてるなら、いくら部長でも許せないな」

　その声には静かな怒りが込められているように聞こえるし、彼のこんなに険しい顔を見るのも初めてだ。早乙女くんが、私のことでこんなに真剣になってくれるなんて。

「そんな風に、優しい言葉をかけてもらう資格なんてないよ、私……」

「え？」

　うつむいて独り言のように呟くと、彼は不思議そうに小首をかしげた。

　本気で心配してくれる人がいるのに、私は何をやっているんだろう。皆を騙してまで部長のそばにいても、苦しくなるだけなのに。部長だって、本当に好きな人と結ばれないのに……。

　でも、今は暗い顔をしていちゃダメだ。私が部長に悩まされていると早乙女くんが思ったら、部長への心象を悪くしてしまう。

「ありがとね、早乙女くん。でも、本当に心配されるようなことは何もないから。ほら、飲も！」

「あぁ、うん」

　声色も表情も明るくして、無理やりビールを注ぐ私を、早乙女くんは神妙な顔で見つめていた。

　楽しいことへ話題を逸らせば、自然と笑みが生まれる。しかし、私は無意識に目線を上座へと向けてしまい、タイミング悪くこちらを見ていた部長と目が合った。

　慌てて逸らしたものの、彼の瞳はなんだかとても冷たくて、怖かったような気がする。なんだろう、今の目は……。

　少しだけ胸がざわつくけれど、今は部長のことはあまり考えないようにしよう。早乙女くんとお酒を酌み交わして、楽しい会話に徹しようと試みるのだった。










甘く、刺激的に求められて




　約三十分後、本庄さんが置いていった日本酒の徳利を、今度は私が握りしめ、酔っ払いオヤジと化していた。

「早乙女くんってハーフみたいだって言われない？　言われるでしょ!?　いーなぁ、私も外国の血が十分の一でもいいから欲しかった～」

「勝手に僕をハーフにしないの」

　眉をひそめる早乙女くんに絡む私は、あっはははと笑って、なぜか彼の肩をバシバシと叩く。そんなに面白いわけでもないのに、笑いが止まらない。なんだこれは。

　しかし、すぐに睡魔が襲ってくる。今にも畳たたみの上に寝転んでしまいそうな身体を、机に置いた日本酒をつかんで支えていると、早乙女くんが心配そうに私の背中に手を当てた。

「一葉ちゃん、飲みすぎだって。大丈夫？」

　そういえば、話しているうちに名前で呼んでくれるようになったんだっけ……とぼんやり思いつつ、重いまぶたをなんとか持ち上げて言う。

「んー、トイレ行きたい……」

「気持ち悪い？」

「ぜーんぜん。いい気持ち～、えっへへへ」

　また変な笑いをこぼすと、早乙女くんも呆れたように笑って立ち上がる。そして、私に向かって手を差し出した。

「ほら行くよ。酔っ払いさん」

「んー、ありがとー」

　こんなへべれけな私に付き合ってくれる早乙女くんは、本当にいい人だなぁと感心しながら、何もためらわずに手を重ねた。

　トイレは宴会場から少し離れた、廊下の一番奥にある。その前まで早乙女くんに連れていってもらい、用を済ませて戻ると、彼はまだ廊下の壁に背中を預けて待っていてくれた。

「ありがとね～、間に合いましたぁ」

　片手を上げて言う自分に、『なんの報告だよ』とツッコみたくなる。

　早乙女くんは、「それは何よりで」と言って、クスクスと笑った。

　宴会場に戻ろうと、ふたりで歩きだそうとした時、ふわふわした感覚がする私の足がもつれる。

「ひゃぁ!?」

「……っと」

　転ぶ！と思ったのは一瞬で、すぐに身体が支えられる。背中と、両腕を閉じ込めるようにして抱き抱えられ、耳のすぐ上から「大丈夫？」と声がした。

　わ、うわ……私、早乙女くんの腕の中に！

　アクシデントとはいえ、男の人に抱きしめられた経験なんてあまりない私には、何かの装置が発動されたみたいに、急に心臓がドキドキし始める。

「危ないな。しっかりしてください、お姉さん」

「ごごご、ごめん!!」

　優しい口調で茶化す彼から、慌てて飛びのこうとするものの、なぜかギュッと力が込められて動けない。

「……ダメ。離さないよ」

　どことなく甘く聞こえる、いつもより低めの声が耳元で響いた。なんだかゾクリとして顔が熱くなり、抵抗しようとする力が抜けてしまう。

　早乙女くん、なんかいつもとちょっと違うような……？

　その違いは、はっきりとはわからないけど、妙に色気があるというか。私が酔っているからそう感じるだけなのだろうか。

　それよりも、今このトイレの前には誰もいないけど、抱き抱えられたまま歩くのは恥ずかしい。いつ誰が来てもおかしくないのだから、見られたら困る。

　この状況を打開したくてもどうしたらいいかわからず、とりあえず何かしゃべろうと、私はへらっと笑って何も考えずに口を動かした。

「ほ、ほんとダメだね～、私！　こんなだから、いつまで経っても彼氏ができないんだよねぇ～」

「……え？」

　早乙女くんがぴたりと動きを止め、私はどうしたんだろうと彼を見上げる。

　十数センチ先にある瞳は、じっと私を捕らえたまま。

　私、何かおかしなこと言ったっけ？と、なんとか記憶を巻き戻す。数秒後、自分が口走ったことの重大さに気づき、はっと息を呑んだ。

　ヤバい……『彼氏ができない』なんて、結婚している人間が言うことじゃないじゃん！　何言ってるの、私ー!!

　早く弁解しなきゃと思うのに、うまい言い訳が出てきてくれない。金魚みたいに口をパクパクさせる私に、表情を強張らせた早乙女くんが言う。

「今のって……何かの冗談？」

「そ、そう！　冗談だよ、冗談！　もー、酔っ払ってるからって何言ってるんだろうね、あはは」

　笑っておどけてみせることで、焦りをひた隠しにする。

　けれど、彼は疑心に満ちた瞳で私を見つめ続け、私の腕をつかむ力を強める。

　気づいちゃった？　私たちが本当の夫婦ではないことに――。

「一葉ちゃん、まさか――」

「おい」

　早乙女くんが重々しく口を開いた、その時。

　彼のものではない低い声が廊下に響き、私たちはぱっとそちらを向く。

　さっき一瞬見たのと同じ……いや、それ以上に鋭利で冷たい目つきの部長が立っていて、思わず身震いした。

「俺の嫁に何やってんだ？」

　感情を抑えた低い声と、廊下を歩く足音が近づいてくる。お怒りなのは明らかで、硬直する私の心臓だけがドクドクと激しく波打っていた。

　すっと腕を離して私を解放した早乙女くんは、慌てることなく冷静に返す。

「すみません。彼女がつまずいたので、支えただけです」

「ふーん……」

　納得したのか疑っているのか、微妙な反応をする部長は、私の目の前で足を止める。

　ひいぃ、見下ろしてくる切れ長の瞳が怖い！　というか、なんでそんなにお怒りなんですか!?

「ぶ、ぶちょ――」

　言葉が途切れて、なんだかマヌケな単語になってしまった。それというのも、部長が親指と人差し指で、私の両頬を挟むようにぶにょっとつかんだから。

「アホかお前は！　そんなに酒強くないくせに、ガバガバ飲むんじゃねぇ。この前も失敗しただろ、学習しろ！」

「しゅみましぇ……！」

　もっともなお説教をする彼に、タコのような口で必死に謝る。

　そっか、私が酔っ払ったことに対して怒っていたのね。でも、この部長様の登場で、だいぶ酔いは冷めた気がする。

　タコの口のままもがいていると、ようやく手が離された。しかしホッとしたのもつかの間、今度は彼の手が肩に回され、ぐいっと抱き寄せられる。

　ひゃあぁ、今日はなんて日だ……！

　私たちを呆然と見つめる早乙女くんに、部長は淡々と告げた。

「悪いな、早乙女。このバカが迷惑かけて」

「あ、いえ……」

　さっきは〝嫁〟って言ったくせに、今は〝バカ〟ですか、そうですか……。

　内心いじけていると、部長は私の肩を抱いたまま歩きだす。

「帰るぞ」

「は、はい」

　触れ合う身体にドキドキしながら、私もフラつく足を踏み出した。

　帰るということは、もう会は終わったのだろうか。それにしては、トイレに来る人がいなくて不思議だ。

「……部長！」

　ぼうっと考えていると、後ろから早乙女くんの声が聞こえてきた。

　部長は足を止め、無表情で振り返る。

「なんだ？」

　真剣な顔で、何かを言いたげに口を開く早乙女くんを見て、ついさっきのことを思い出す。

　そういえば、私の失言で彼は感づいているかもしれないんだった。内心ハラハラしたのもつかの間。

「……お疲れ様でした」

　彼の口から出たのは、そんな普通の挨拶だった。でも、硬いままの表情から察するに、やっぱり彼の中に疑惑が芽生えてしまったかもしれない。

　私の中にも不安が生まれるものの、「お疲れ」と言って再び歩きだした部長のほうへ、意識は逸れていく。

　ちらりと部長を見上げると、まだ険しい表情をしていてビクついてしまう。でも、それとは裏腹に、肩を抱く手の力は優しい。彼の、香水なのか柔軟剤なのか、かすかに鼻をかすめるほんのり甘い香りにも、さらに酔わされそうになった。

　宴会場の障子から中を覗くと、まださっきと同じように盛り上がっていて、皆帰る気配はない。

　おや？と思っていると、部長は「ここで待ってろ」と言い、ひとり中へ入ってしまう。しばらくすると、自分の荷物に加え、私のコートやバッグも抱えて戻ってきた。

「ほら」

「ありがとうございます……！　あの、私たちだけ帰るんですか？」

　荷物を受け取った私は、キョトンとして彼を見上げる。

　私たちは会社からマイクロバスに乗ってここまで来た。

　帰りも皆と一緒じゃなければいけないんじゃ……という疑問をすぐに読み取ったらしい彼は、コートを着ながら言う。

「もうすぐ終わるし、いいだろ。タクシー呼んであるから、そのままお前の家まで送る」

　えぇ？　また送ってもらうなんて申し訳ない！　ここからだと、軽く四十分はかかるし……。

　私は慌てて両手を振って、遠慮しようとする。

「大丈夫ですよ！　今日はほら、ちゃんと記憶もあるし、ひとりで帰れま――」

「男に抱かれてたヤツが何言ったって、説得力ねぇんだよ」

　鬼のような形相でぴしゃりと放たれた言葉は、私を簡単に黙らせた。

　別に抱かれてたわけじゃ……。それに、そんなに怒らなくても！




　タクシーに乗り込み、温泉街を走り抜けていく間も、隣に座る彼は窓の外に目を向けたまま言葉を発しない。

　まさか、そんなにご機嫌ナナメになられるとは……。バーで酔っ払った時のほうが、絶対、今より迷惑をかけていたはずなのに。

　ほかに何か気に障ることしたかな？　会が始まってすぐ、ちゃんと部長のところにもお酌しに行ったし、特に思い当たることがない。

　ぐるぐると考えを巡らせ、アパートに近づいてきた頃になって、ようやく私は声をかける決心をした。

「……まだ、怒ってます？」

　恐る恐る部長を見上げ、反応を窺うかがう。

　数秒の間を置いて、彼はまだ若干機嫌を損ねているような顔で口を開いた。

「怒ってんじゃない。気に食わないだけだ」

　気に食わないって、何が？

　さらに謎が深まって、まだ酔いが残る頭では解読できそうにない。

　頭の中をハテナマークでいっぱいにしていると、いつの間にかアパートの前に着いていた。

　慌てて私が財布を取り出す前に、部長が料金を払ってしまう。そして、なぜか彼も一緒にタクシーを降りてしまった。

「あ、部長……っ!?」

　部長は降りてすぐに私の手を引き、アパートの階段を上り始める。

　私の部屋まで送ってくれるの？　そこまでしてもらわなくても大丈夫だけど、でもタクシーは行っちゃったし、お礼にお茶でも飲んでいってもらうべき？　とりあえず鍵、鍵！

　軽くテンパる私は、片手でごそごそとバッグのポケットを漁あさり、なんとか鍵を取り出す。二階の角部屋に辿り着くと、ようやく手が離された。

　ドアの前で向き合い、『上がります？』と切り出そうとした私より先に、部長が腕を組んで、息を吐き出しながら言う。

「お前……早乙女のこと、どう思ってんの？」

「え？　ど、どうって……」

　なぜ急に早乙女くん？と思いつつも、とりあえず質問に答える。

「優しくて、いい人だなって」

「好きなのか？」

「ちっ、違いますよ！　好きは好きだけど、それは同期の友人としてなので！」

　ギョッとして首をぶんぶん横に振り、きっちり否定した。好きな人は部長なのに、誤解されたら困る。

「……あいつは、そうは思ってなさそうだがな」

　ボソッと呟かれたひと言に、少しドキリとしてしまう。しかし……。

「お前に好きなヤツができたなら、この関係は終わりにする。だから遠慮なく言え」

　あっさりと告げられた言葉で、早乙女くんのことについて深く考える余裕はなくなってしまった。

　今までずっと強引だったくせに、どうして今そんなことを言うの？　やっぱり部長にとっては、ただのお遊びだった？

　急に、肺に空気がなくなったみたいに息苦しくなる。素直に『はい、わかりました』だなんて言いたくない。好きな人なんて、部長以外にできるわけないんだから――。

　やけに明るい蛍光灯の下、「じゃあな」と言って踵を返そうとする彼の腕を、私は咄嗟につかんだ。

「勝手に決めないでください」

　少しの怒りを含む、愛想のない声で言った。怪訝そうにする彼を、強気な瞳で見上げる。

「私は、終わりにしたくないです。こんなのダメだってわかってるけど……やっぱり、諦められない」

　じわりと目頭が熱くなる。

　まだ元カノとの間に何があるのか、はっきりわかったわけじゃない。身を引くには早いだろう。まだ自分の気持ちも伝えていないのだから。

『やってもいないのに、無理だと言うヤツは甘い』――それは、今の私にも言えることだ。

「一葉……」

　戸惑いの表情で私を見下ろす部長を、潤うるんだ瞳で見つめ、すうっと息を吸い込む。

「部長……落ちてください、私に」

　つかんだままだった彼の腕を、さらにギュッと握り、震える声で懇願する。告白ではないけれど、まだ残っている酔いが手伝って、大胆なことを言ってしまった。

　一瞬、彼の瞳に熱が宿ったように見えた。

　その直後、彼が私の手から鍵を奪う。

　即座に解錠されたドアが開けられ、私は中へ引き込まれた。暗い玄関に入り、ドアが閉まった瞬間――唇が、柔らかなぬくもりで塞がれる。

「っ……!?」

　真っ暗で、何も見えない。感じるのは、唇に触れる熱と、つかまれた手首の圧迫感だけ。力が抜けたもう片方の手からドサリとバッグが落ち、次第に慣れてきた目に、彼の閉じられたまぶたが映る。

　な、に？　どうなってるの？　私、部長に、キスされてる……!?

　この状況が現実だと認識できないまま、唇がゆっくりと離された。

　リビングのほうから漏れる月明かりで、彼の瞳がうっすらと開かれるのが見え、止まっていたも同然の心臓が、ドックンと激しく動きだす。

　何も言葉を発することができず、ただ呆然とする私に、部長は少しだけ困ったような、色っぽい笑みを見せる。

「お前、いつの間に偏差値上げたんだ？　あんな顔ができるなんて」

「え……ど、どんな……」

「衝動的にキスしたくなるような顔」

　そんな風に言われると、穴に入りたいくらい恥ずかしくなり、うつむいた。

「歯止めが効かなかった。……さっきから気持ち抑えてたってのに」

　そっと私の頬を撫でながら、余裕のなさそうな声で言われ、ドキドキが加速する。

『さっきから気持ち抑えてた』とは、どういうことなのだろう。よくわからないけれど、一瞬でも歯止めが効かないくらい、私に夢中になってくれたってことだよね？

　あなたの心に、少しは〝私〟を刻み込むことができているのかな。

「……落ちてくれますか？」

　上目遣いで見つめたまま、冗談二割、本気八割で問いかけてみると、彼は意地の悪い笑みをクスッと浮かべる。

「いつまでも〝部長〟っつってんのが惜しい」

「あ」

　そうか、しまった。こういう時こそ名前で呼ぶべきだったのだ。ムードのない女め！

　自分を叱しっ咤たするものの、廊下にビジネスバッグを置いた部長……いや、零士さんの手が、私の髪をかき分けながら首の後ろに差し込まれる。

　再び顔が近づき、「でも」と口を開いた彼は、甘くとろけるような微笑みで続きの言葉を紡ぐ。

「お前なら、一生可愛がってやれそうだ」

　ドキン！と、痛いくらいに心臓が跳ねた。

　告白でも、プロポーズでもないけれど、私にはもったいないくらいの嬉しい言葉だ。

　放心しているうちに、二度目のキスが降ってきて……私は彼の胸にしがみつき、その甘い甘い唇を受け止めた。

「んっ……はぁ……」

　さっきよりも深く、長く。角度を変えては、しっかりと味わうように口づけられる。絡まる舌も、髪に触れる手も、まとう香りも……彼のすべてが艶なまめかしく甘美で、全身が溶けてしまいそう。

「一葉……」

　一度離された唇は私の耳に移動して、熱い吐息とともに名前を囁くと、今度は首筋をなぞった。思わず色っぽい声が漏れ、ぞくぞくとした快感が背筋を駆け上る。身体に力が入らなくなり、少しよろめくと、すぐに零士さんの逞たくましい腕で腰を抱かれ、そのまま後ろの壁に背中を押しつけられる。それでもキスの嵐はやむ気配がない。

　とろけるような甘さの中で、獣のような荒々しさをかいま見せる彼に、私はいっぱいいっぱいになりつつ、驚いていた。こんなに激しく部長に求められるのは、もちろん初めてだ。

　決して乱暴ではないけれど、私の奥に潜む熱を引っ張り出すような、ぐいぐいと迫る感じ。もう、何も考えられなくさせられる。

「ん、ぁ、零士さ……っ」

　彼の手がコートの隙間に入り込み、ニットの上から胸に触れられ、キスの合間に上ずった声がこぼれた。

　そんな私の反応を楽しむように、零士さんは耳元で囁く。

「……ベッドでの経験値も上げとくか？」

　この状況でその言葉、シャレにならない！　まさか、本当にこのまま……？

　熱に浮かされた脳は戸惑いまくるものの、拒むことはできない。だって、あなたが好きだから。

　好きな人とこんな風に触れ合えるなんて、夢みたいなこと。もっともっと触れたいと思う。今だけはあなたを手放したくない。たとえ、お互いの気持ちが繋がっていなくても――。

　選択肢は決まっているけれど、緊張がピークで『イエス』とも『ノー』とも答えられない。静かで暗い玄関に、ただただふたりの吐息を混じり合わせていた、その時。

　ヴー、ヴー、とスマホのバイブが鳴る音が、どこからか聞こえてきた。

　理性を少し取り戻した私たちは唇を離し、熱を持ったままの瞳で視線を絡ませる。

　スマホはどうやら、零士さんのコートのポケットの中で震えているようだ。

　スマホを取り出そうとしない彼に、私はなんとか平静を装って言う。

「で、出なくていいんですか？」

「……人がこういうことしてるだろう時間にかけてくるほうが、非常識だ」

　なんて理不尽な！

　すっかり不機嫌に戻ってしまわれた部長様は、はぁ……と深いため息を吐き出して、私の後ろの壁についていた手を離した。

　なんだかホッとしたような、少しがっかりしたような、複雑な気分になる。

　仕方なく出ることにしたらしく、零士さんはまだ鳴り続けるスマホを取り出す。

　いつまでも暗いままではいけないと、私はスイッチに手を伸ばし、玄関の電気をつけた。明るくなったそこに、落としたままのバッグとお互いの姿が露あらわになり、急に恥ずかしさが舞い戻る。

　どうしよう。私、零士さんとあんなに濃厚なキスを……！　しかも、あのままだったら、絶対もっと先のことにまで及んでいたはずだし……！

　まだ唇には生々しい感触が残っていて、無意識に口元に手を当てた。

「なんだ、今取り込み中……え？」

　電話に出た零士さんは、最初こそ不機嫌さを露わにしていたものの、急に声色が変わった。

　仕事の用件かと思ったけれど、よく考えれば今日は忘年会。会社の人なら仕事の電話はかけてこないだろうし、この話し方からすると取引先でもないだろう。とすると、家族かな？と気になってしまい、密かに耳を澄ませてみる。

　しかし、聞かなければよかったと、すぐに後悔した。電話口の向こうからかすかに漏れ聞こえてきたのは、明らかに若い女性の声だったから。

　もしかして、元カノ……？

　夢心地だった心が、次第にギシギシと強張っていくのを感じる。

　黒い感情が湧き上がる私をよそに、零士さんは迷いもせずにこう言った。

「……わかった。今行く」

　嘘……行っちゃうの？　やっぱり、私より元カノを選ぶの？

　まさに、天国から地獄だ。さっきの甘い時間が嘘のよう。

「……悪い、急用ができた」

　電話を終えた零士さんは、私の目を見ずにそう言い、ビジネスバッグを持って玄関のドアに手をかける。

　嫌だ、行かないで！

「っ、零士さん！」

　あまりにもあっさりとした別れに、私は思わず引き止めてしまった。振り向いた彼が、何か救いのある言葉を残してくれることを、ほんの少し期待して。しかし……。

「戸締まり、ちゃんとしろよ。じゃあな」

　笑顔もない普通の表情で、普通すぎるひと言を口にされ、私は絶句してしまった。パタンと閉まる扉を呆然と見つめ、そのままずるずるとしゃがみ込む。

　……なぜ。あんなキスをしておいて、どうして何もなかったかのように平然と帰れるわけ!?

「お、大人の男って……」

　全っ然わからない！　砂糖漬けみたいな甘い言葉とキスの意味も、元カノに会いに行く理由も、全然……。

　一気に視界が霞み、こぼれ落ちた涙がコートに染みを作っていく。悔しくて、寂しくて、ぎゅうっと締めつけられる胸が痛い。

　なのに、好きな気持ちは膨れるばかりで……本当にどうしようもない。

　今わかるのは、私の心はもう彼から離れられそうにない、ということだけだった。










緊急事態多発中




　翌週の月曜日、出社して会った部長は、いつもと全く変わりない態度で接してきた。私はどんな顔をして会えばいいのかと、休み中、ずっと気を揉もんでいたというのに。やっぱり大人だ。大人で、勝手。

　いくら心の中で憎まれ口を叩いても、当然嫌いにはなれず、悶々としながら誰もいない十二畳ほどの資料室で書類をコピーしていた。

　そんな午後二時半、コピー機の前に立って一定のリズムで印刷される用紙をぼんやり眺めていると、ドアが開いて誰かが入ってきた。

「あ、お疲れ様」

「早乙女くん！」

　やってきた彼は、今日も癒し系の笑みを見せる。どうやら何かのカタログを取りに来たらしく、壁に設置された棚に向かい、それを探し始めた。

　そういえば、まだ忘年会でのことを謝っていなかったなと思い出し、私は印刷された用紙を手に取りながら苦笑する。

「この間はごめんね。酔っ払って迷惑かけちゃって」

「いや、全然。それより……あのあと、部長に怒られなかった？」

　振り返った彼は少し気まずそうに、というより、何かを探るような感じで問いかけてくるものだから、ドキリとした。

『あのあと』と聞いて、思い浮かぶのは彼との熱いキス。その淫みだらな記憶を奥に押し込め、私は無理やり笑顔になって、適当なことを答える。

「だ、大丈夫、大丈夫！　あの人、すぐ寝ちゃったし」

「本当に？」

　畳みかけるように口にされた彼のひと言が、妙に威圧感があって、私の笑顔が固まる。表情も険しくて、なんだかいつもの早乙女くんじゃないみたい……。

　笑顔を消して少し戸惑う私に、彼はあの日見た事実を暗い声色で告げる。

「僕、帰る前に駅で部長らしき人を見たんだよ。長い黒髪の女の人といたけど……多分、見間違いじゃないと思うんだ」

　ドクン、と重い鉛が胸に落とされたような感覚がした。

　部長は、やっぱり元カノと会っていた。その事実を再確認させられたショックと、もうひとつ重大な問題が浮上したことで。

「ねぇ」と声がかけられ、はっとした私は、手にしていた用紙を落としてしまった。パサッと床に散らばるそれに目を移す私に、早乙女くんは真剣に問いかける。

「一葉ちゃんたちって、本当に結婚してるの？」

　早乙女くんは私たちのことを疑っているようだった。あのキスが衝撃的すぎて頭から抜けてしまっていたけれど、これはかなり危機だ。さっきの私の発言と、彼の目撃情報から、あの夜、私と部長が一緒にいなかったことは明白だもの。

『そうだよ』と、嘘を貫き通せばいいのかもしれない。けれど、もう出まかせの言葉は喉に詰まって出てきてくれない。

　押し黙ってうつむくだけの私に、早乙女くんが近づく。そして身を屈めると、落とした用紙を広い集めてくれる。

「指輪もしてないし、式も挙げてないし、もともと苗字は一緒だった……前から少し怪しいなとは思ってたんだ。まぁ、ただの勘だけど」

　コピー機の上に、拾った用紙を置いた早乙女くんは、眉を八の字にして私の顔を覗き込む。

「もし嘘をついてるなら、理由を教えてよ。部長に何か弱みを握られてるとか？」

　それは断じて違うとはっきり言える。私は慌てて首を横に振った。

「そんなんじゃないよ！　私は本当に部長が好きで、彼も……」

『私のことを想ってくれていて、結婚している』……なんて言葉は、やっぱり口に出せなかった。嘘をついたって虚しいだけ。なんのために嘘をつくのかも、冷静でない今の私にはわからなくなっている。

　再び口をつぐんでうつむくと、早乙女くんは私の両腕を優しくつかみ、正面から向き合わせる。

「一葉ちゃん、今、すごくつらそうな顔してるってわかってる？　見てられないよ」

　心配そうな声につられてゆっくり顔を上げると、彼は真剣な表情で私を見据え、はっきりとこう告げた。

「好きなんだ、君が」

　一瞬、呼吸が止まる。好き、って……まさか本当に？

　彼の表情を見ている限り、私をからかっているようには見えないし、冗談でこんなことを言う人でもないと思う。それでもにわかには信じられず、私は戸惑って目をしばたたかせるだけ。

　早乙女くんは、苦しそうな顔で無理やり微笑みを作ってみせる。

「部長のことを好きだっていうのは、本当だよね。それは一葉ちゃんを見てればよくわかる」

　そんなにバレバレなのかと思うと、恥ずかしくて縮こまってしまう。けれど、そんなことよりも、私の腕をつかむ彼の力が強くなり、気まずさが襲ってくる。

「でも、もし部長の気持ちは同じじゃないとしたら……僕は黙っていられない」

「早乙女く――」

　急に引き寄せられ、彼の腕の中に閉じ込められる。

「奪いたい。君を」

　強く願うような声が耳元で響き、心臓がギュッとつかまれたように苦しくなった。心が、かき乱される。強い風に吹かれた木のように、ざわざわと大きく揺れる。

　けれど、私はわかっているんだ。強く根づいた気持ちは、嵐が来ても簡単には動かないと。

「……ごめん……」

　私はうつむいてぽつりとこぼすと、彼の胸を押す。

　それが、気持ちを受け止められないという意思表示だと理解したのか、彼はゆっくりと腕を解いた。

　その直後、ドアが開かれて他部署の社員が入ってくる。何かあったと悟られないよう、私はサッと早乙女くんから身体を背け、再び用紙に手を伸ばした。

「……まだ、諦めたわけじゃないから」

　意思の強さを滲ませる囁き声が、耳元で響く。

　カタログを手に離れていく彼を、私は複雑な心境で見送った。




　部長とキスしてしまったことから、早乙女くんに告白されたことまで、ふみかに話を聞いてもらいたかったものの……。彼女はこの日残業らしく、また日を改めることにした。

　ひとりで悩みながらアパートに帰り、暖房をつけ、部屋が暖かくなるまでコートを着たままソファに腰を下ろす。

　バッグの中からスマホを取り出すと、十分前に着信があったらしく、妹の花苗の名前が表示されていた。いろいろ考えていたから、気づかなかったな。

　すぐにかけ直すと、数回のコールのあと、よく聞き慣れた可愛らしい声が聞こえてくる。

『もしもーし、お姉ちゃん？』

「花苗、久しぶり。どうしたの、旦那さんとケンカでもしたー？」

　彼女から電話がかかってくることは珍しくないけれど、最近はＳＮＳでやり取りしていたから、声を聞くのは久しぶりだ。

　相談事でもあるのかな、と何げなく聞くと、花苗は甘ったるく言う。

『あいにく、仲良しこよし、ラブラブでやってます～』

「あっ、そう。切ろうかな」

『その反応からすると、お姉ちゃんは彼氏なんて、まだまだみたいだねぇ』

　図星を指されて、仏頂面になり、無愛想な声で話を促す。

「用件を言いなさい、用件を」

『はいはい。年末はいつ実家に帰る？って聞きたかっただけなんだけど』

　花苗の言葉で、そういえばもう年末かと思い出した。

　毎年、年末年始は私も花苗も実家に帰り、家族全員で過ごしている。花苗は旦那さんも連れてきて、元旦は彼の実家に挨拶しに行くのがお決まりだ。独り身の私は、大体、三が日までゴロゴロしているのだけど、今年も言わずもがな。

　帰る日付についてお互い話していると、花苗の面白がるような嫌味が飛び出す。

『お姉ちゃんは今年もひとりか。早く見つけなよー、む・こ・ど・の』

「あんた、この件になると途端にムカつくこと言うよね……」

　私は口の端をヒクヒクさせる。いつもは可愛いげのある妹なのに、結婚とか婿の話になると、まぁ意地の悪いこと。

『本気で心配してるんだって。来年は婚活パーティーに行ったほうがいいんじゃない？　三十なんてあっという間だろうしさ、今から手を打っておいたほうがいいって。ただでさえ、条件がお婿さんってだけで、範囲狭まっちゃうんだからさ～』

　まったく他人事だと思って……。抜け駆けした本人に言われると、余計に腹が立つ。

　その後もくどくどと嫌味を言われ、怒りのバロメーターがぐーんと上がっていく。けれど、花苗はそんなことおかまいなしだ。

『一度、勇気出して婚活してみなって。お姉ちゃんみたいな恋愛偏差値低めの人は、そういう場に頼っても全然恥ずかしくな――』

「ご心配なく。婿候補はいますから！」

　我慢ならなくなった私は、彼女の言葉を遮り、大口を叩いていた。

　だって、部長様がいるから。婿になってもらえる気配はないけど、一応『考えてやってもいいぞ』と言われているのだから、全くの嘘ではない……はず。

　そのことがよっぽど衝撃的だったのか、電話の向こうはやけに静かになった。数秒の間を置いて、すっとんきょうな声が響く。

『……えっ!?　嘘っ、ほんと!?』

「もう切りまーす。じゃーねー」

　棒読みで言い、もうこれ以上、妹の嫌味は聞くまいとスマホを耳から離す。

『ちょ、待って！　どんな人よ、イケメン!?　っていうか、それ本当に三次元の人!?　ねぇお姉ちゃ――』

　トン、と画面をタップして、叫び続ける花苗の声を容赦なく断ち切った。

　ほんと失礼な……いくら意地張ってても、二次元のキャラクターを婿候補にするほどじゃないわよ。まぁとりあえず、適当にあしらっておいたからいいや。

　そう軽く考えて、暖かくなってきた部屋で夕飯の準備を始めた。

　しかし、それから約二時間後、再びかかってきた電話でピンチに陥ることになるとは、思いもよらなかった。

　今度の電話の相手は花苗ではなく、ヒデちゃんこと、私の父から。

『一葉、花苗から聞いたぞ。婿候補がいるそうじゃないか！』

　興奮ぎみに鼻息を荒くして言われ、私はがっくりと頭を垂れた。

　しまった……花苗に口止めしておくのを忘れていた。まさか、こんなに即行で告げ口するとは！

　食べ終えた食器が並ぶテーブルに肘ひじをつき、頭を抱えて歯切れ悪く言葉を返す。

「いや、あのお父さん、そのことなんだけど……」

『なんで隠してたんだ。すぐ紹介しなさい！　母さんも、すごく楽しみにしてるんだから』

　聞く耳を持たない彼がそう言ったあと、今度はお母さんの意気揚々とした声が聞こえてくる。

『彼は嫌いな食べ物ある？　ごちそう作って待ってるからね～』

「え、〝待ってる〟って」

『今週の土曜、都合がよければ連れてきなさい』

　再び電話を代わったお父さんのひと言に、私は「はぁっ!?」と叫んでしまった。

　連れてこいだなんて言われても、部長にそんなことまでしてもらうわけにはいかない……というか、まずしてくれないだろうし、急すぎて普通に困る。

「急すぎるよ、そんなの！」

　不満でいっぱいの声で訴え、ひとまず逃げようとしたものの、私はふと思い出した。

　そういえば、部長の実家にお邪魔した時も、ものすごく急だったっけ……。あの時のことを思えば、今週の土曜なんて、結構余裕があるような気がしてくる。

『ダメならほかの日にするが、一応相談してみるんだぞ』

　意外と無理強いしない、今日のお父さんは常識的だなと思いつつ、私は自然と「うん……」と返事をしていた。

『うん』じゃないよ、私！　連れていく相手がいないのに、承諾しちゃダメでしょうが！

「あぁ～お父さん、ちょっと待っ――」

『いやー、息子ができるってのもいいもんだな。実は父さん、キャッチボールしたかったんだよ～……って、もう子供じゃないってか！』

　がははは、と笑うお父さん、絶対酔ってるな。

　上機嫌の父に若干引いていると、『じゃあよろしくな』と、一方的に電話を切られてしまった。

　はぁ、花苗に見栄を張ってしまったばかりに……。自業自得だけれど、頭を抱えずにはいられない。ここはもう、彼の都合が悪いと言って延期にするか、本当のことを話して謝るしかないよね。どうしよう……。

　盛大なため息をつき、どちらの選択をすべきか、私はしばらく頭を悩ませた。










会議室での秘め事




　考えた結果、やっぱり嘘をついているのはよくない、正直に『まだ紹介できる人はいない』と言って謝ろうと決めた。

　夜にでもまた電話しようと思いながら出社した、翌日の火曜日。朝イチでメールのチェックをしたあと、コーヒーを淹いれるために給湯室へ向かう。

　営業部のオフィスを出て向かい側にあるそこは、ＩＨ調理機やレンジが置いてあるだけの小さな空間。部長がいる日の朝は、ここでコーヒーを淹れるのが日課となっているのだ。中谷さんも、ほかの営業マンたちにお茶汲みをしてあげているけれど、部長にだけは『一葉ちゃんの役目だから』と言って遠慮している。

　それは全然かまわないのだけど……数日前にキスをしてからというもの、どうにも顔を合わせるのが気まずい。今週の木曜と金曜は、部長は出張で不在だから、正直少しホッとしている。

　でも、仕事中にそんなことを引きずっていたらいけない。コーヒーのほろ苦い香りを嗅かぎつつ気を引きしめ、彼のマグカップを持ってオフィスに戻った。

　部長のデスクに向かうと、仕事モードの彼はどこか難しそうな顔をして、資料と睨めっこしている。

「どうぞ」と言って、彼の斜め手前にカップを置きながら、なんとなくデスクに広げられた資料を見た。

「お、サンキュ」

「もうバレンタインですか」

　顔を上げてお礼を言った彼に、私は思わず普通に話しかけていた。部長が見ていたのは、チョコレートや冷凍のケーキなど、まだ二ヶ月先のバレンタイン仕様のカタログだったから。

　一度私を見上げた彼は、「あぁ」と頷き、再びカタログに目を落とす。

「来月、各施設にバレンタイン向けの商品を提案する予定だ。チョコレートや生クリーム、カットケーキやその他もろもろ、デザートに関する物が主だ。……が、デザートのほかにも、バレンタインっぽい料理はないもんかと思ってな」

　部長は手にしていたカタログをデスクに放り、腕を組んで背もたれに身を預けた。

　トレイを抱えてその様子を眺める私は、疑問に思ったことをそのまま口にする。

「バレンタインっていったら、やっぱりチョコレートを使ったスイーツですよね。なんで料理なんですか？」

「レストランなんかはいいが、老人ホームや病院の利用者は、与えられた物を食べるしかない。甘い物が苦手な人は、それが出てきたって嬉しくないだろ」

「あ……」

　彼の言うことを聞いて、確かに、と納得する。そういう人は、凝こった料理のほうが喜ぶかもしれない。

「今まではスイーツばかり推してたが、施設で出す料理の幅が少しでも広がるように、何かいい提案をしてやろうかと。そうすれば、デザート以外の自社商品も使ってもらえるかもしれないだろ」

「なるほど……！」

　目から鱗うろこのような部長のアイデアに、私はまたときめきとは少し違う胸の高鳴りを感じ始める。以前、同じ感覚になったのは、部長が配送の手伝いをしていた時だった。今なら、これがなんなのかわかる気がする。

　私は、数字や利益だけでなく、目に見えない大事なこと――関わる人たちの気持ちまで考えられる、彼の誠実さに胸を震わされているんだ。

　ブラック上司の異名に似つかわしくない、優しさを秘めている。そんな彼に私もついていきたいと、強く思う。

「それ、私も考えてみます！　自社商品を使った、バレンタインに合う料理」

　意気込んで言うと、部長は少し目を丸くして私を見上げる。

「私も、できることがあれば協力したいんです。部長のその心遣い、すごく素敵だと思うので」

　さっきまでの気まずさはどこかへ消えて、私は自然と笑うことができていた。

　それにつられたように、部長の表情もふわりと柔らかくなり、少しだけ照れたような笑みが生まれる。

「お前なら、いい案を出してくれそうだな。期待してるよ」

「……はい！」

　気合いを入れて、元気な返事をした。

　意気揚々と戻ろうとすると、「あと」と部長が何かをつけ加えようとするので、私は再びそちらを向いた。

　彼は付ふ箋せんにさらさらと何かを書き、書類の一番上に貼りつけて私に手渡す。

「ついでにこれをファイルに入れておいてくれ」

「はい、わかりました」

　書類を受け取り、自分のデスクに戻ってからそれを確認する。そして、目を疑った。

〝昼休み、会議室に来い〟

　部長が貼った付箋には、そう書かれていたから。

　これは、どう見ても私への秘密のメッセージだ。ドキンと胸を鳴らして部長を見るけれど、彼はこちらに目もくれず資料をまとめている。

　昼休み、会議室に……って、一体なんの用件で？　仕事のことならわざわざそんなところに呼び出したりしないだろうし、考えられるのは、あのキスのこと以外にないのだけど……。

　何を話すつもりなのだろう。『あれは魔が差しただけだから、気にするな』とか？　そうだとしたらショックすぎる。

　せっかく仕事への意欲が湧いていたというのに、また余計なことが頭の中を占領し始めて、身が入らなくなってしまう。早くお昼休みになってほしいような、ほしくないような……。

　ざわざわとしたものを胸に抱えながら、私は付箋に書かれたキレイな字を見つめていた。




　迎えたお昼休み。部長がオフィスを出ていくのを確認し、私も少し時間を置いてからあとを追った。

　一応、夫婦ということになっているのだから、ふたりで話していても何も問題はないけれど……会議室で会おうと指定されたということは、やっぱり誰かに聞かれてはいけない話なのだろう。ますます、あの夜の件のような気がしてならない。

　人がいないことを見計らい、落ち着かない気持ちで会議室のドアを開けた。

　腕組みをして、窓際のテーブルに軽く腰かけていた部長が振り返る。

　太陽の光でブラウンに輝き、さらりと揺れる彼の髪。その下のキレイな切れ長の瞳と視線が絡むだけで、心臓が騒ぐ。ふたりきりになるのはあの時以来だもの、仕方ない。

「悪いな、呼び出して」

　窓際へと足を進める私に、部長が言った。

　私もなんとか〝いつも通り〟を心がけ、口を開く。

「いえ、大丈夫です。どうしたんですか？」

「ほかのヤツに聞かれたらマズいだろ、お前が婿の件で悩んでるってこと」

　えっ。婿の件？　キスの件ではなく？

　腰を上げた彼は、キョトンとする私に近づきながら言う。

「婿候補を連れてこい、って言われてんじゃないのか？」

　驚きの発言で、私は目を丸くした。

「なっ、なぜそれを!?」

「ヒデちゃんが嬉しそうに報告してきたんだってよ、よっしーに」

　気だるげに片手をポケットに突っ込んだ部長の言葉で納得し、脱力した。

　そうか、お父さん我慢できなくて即言っちゃったのね……。それが部長の耳に入ったと。

「お父様繋がりでしたか……」

「どうせ、意地になって大口叩いたんだろ」

　さすが、エセ旦那様はよくおわかりで。

　ぐうの音も出ず、うなだれると、部長は私とさらに距離を詰め、他人事のように聞いてくる。

「で、どうすんの？」

「……正直に言います。嘘ついたこと」

　彼のラベンダー色のネクタイを見ながら、ため息交じりにこぼすと、こんな言葉が降ってきた。

「その必要はない」

「へ？」

　気の抜けた声を漏らして顔を上げると、彼が不敵な笑みを浮かべて私を見下ろしていた。

「俺がなってやるよ、婚約者に」

　思いもよらないお言葉に、目が点になる。

　婚約者のフリをしてくれたら、その場は切り抜けられるだろう。でも、そんなことしたら、両親は私たちが本当に結婚を考えていると信じちゃうじゃない。それに何より、なぜそんなことをする気に？

「な、なんで……？」

「この唇を奪った詫わびに」

　ふいに親指で唇をなぞられ、ドキンッ！と心臓が跳ね上がった。頭の隅に追いやっていたことを思い出させられ、顔に一気に熱が集まる。

　硬直して真っ赤になっているだろう私を、部長はいたずらっぽく見つめる。

「疼うずかせたままにして悪かったな」

　その声は艶めかしく聞こえ、とっても恥ずかしくなった私は、ふいっと顔を背けた。

「べ、べ、別に全然、全っ然平気ですから!!」

　思いっ切り否定したら、それが逆に嘘っぽくなってしまった……。実際、嘘なんだけど。全然平気なんかじゃないんですけど。

　……っていうか。〝詫び〟って何？　やっぱりあのキスはただの酔った過ちみたいなもので、なんの気持ちも込められていなかった、ということ？　その償いで婚約者のフリをするだなんて、めちゃくちゃだよ。

　そもそも、お詫びなんてしてほしくない。そんなことされても、惨めになるだけだ。

　顔の熱は引いて、今度は頭に血が上ってくる。眉根を寄せて、キッと部長を睨んだ。

「せっかくですけど、お詫びなんかしていただかなくて結構です！　……もう、嘘はつきたくないので」

　毅然とお断りすると、「失礼します」と言って踵を返し、そのままドアのほうへ向かう。

　しかし、出ようとしたところで、背後からやってきた部長の手が伸ばされ、ドアを押さえられてしまった。背中に、触れそうで触れない彼の気配を感じて、胸が騒ぐ。

　私が怒っているのをわかっているはずなのに、彼は平然とこんなことを言う。

「指定されたのは土曜だよな？　ちょうど空いてるから、午前十一時に迎えに行く」

「っ、だから、いいって言ってるじゃないですか！」

　思わず声を荒らげながら、身体をひねり、再び険しい顔で部長を見上げた。それでも彼は余裕そうで、私だけ熱くなっているのが悔しい。唇を噛みしめ、今度はなんとか、ずっと心に引っかかっていたことを、ついに口にする。

「部長……元カノと会ってるんでしょう？」

　その瞬間、漆黒の瞳が揺れたのを、私は見逃さなかった。

　さすがに予想外だったらしく、彼は表情を強張らせて言葉を少し詰まらせる。

「なんで、そんなこと……」

「忘れられない人がいるなら、もう私のことはかまわないでください。からかわれるのは、つらいんです……」

　怒りよりも切なさが襲ってきて、込み上げるもので視界が揺れる。

　好きだから、周りに嘘をついてでもそばにいたいと思った。だけど今は、それがすごく苦しい。愛いとしい想いが募るたび、それに比例して苦しくなるんだ。今が言うべき時かもしれない。ゲームオーバーにするひと言を。

「だから、私たちのこの関係も、終わりに――」

　決意して伝えようとしたものの、最後まで声に出すことはできなかった。

　ふわりと私たちの間の空気が動いたと思った瞬間――彼に、唇を塞がれてしまったから。

　突然の、誰が来るかもわからない社内での、キス。ここでまたされるとは思いもしなくて、驚きと甘い感覚で、くらりと目め眩まいがした。

　この間の、激しく求める情熱的なキスとは違い、なだめるように優しく、けれどしっかりと触れた唇は、数秒で離れていく。部長の片手はドアを押さえたまま、もう片方の手は、放心状態の私の髪に差し込まれている。

　なんで……どうしてそんなに優しく触れるの？

　潤む瞳で見つめていると、彼は穏やかな表情で静かに言う。

「お前の気持ちはわかってる。俺も、もう嘘をつく気はねぇよ」

　部長……偽装夫婦を終わらせたいっていう、私の意志を受け入れたんだ。それなら、この関係はもう終わりなのだろう。そう思うと、ピンと来た。

　もしかして今のは、お別れを意味するキスなのではと。

「これで終わり、ってこと、ですか……？」

　震える声で確認すると、部長は「あぁ」と頷いた。

　自分で望んだことなのに、胸がキリッと痛む。瞳のふちにたまった涙が溢れそうになり、泣いたらダメだと、拳を握ってぐっとこらえた。

「でも、終わりにするのは土曜のあとだ」

　そんな、意味のわからないことを言われて、私は落ちかけていた視線を上に向ける。

「どうして……？　親に会う必要なんてないじゃないですか」

　この人の考えていることは、さっぱりわからない。私はきゅっと眉根を寄せ、勝手に込み上げてくる思いを、早口で支離滅裂に並べる。

「私のことならほっといてください！　部長には感謝してます。ちょっとでも偏差値を上げてもらえた気がするので。そのおかげか……こんな私でも、好きだと言ってくれる人がいたんです」

　部長から目を逸らし、こんな時だけ引き合いに出してごめん、と心の中で早乙女くんに謝りながら。

「きっといつかは、お婿さんになってくれる人も見つかるはずだから、諦めずに探しま――」

　半ばヤケで吐き捨てようとしていたら、顔に圧迫感を覚える。忘年会の時のように、片手でぶにょっと頬を両側から挟まれたのだ。

　うぅ、なぜ、また……！

「その減らず口、もう一度塞がれたいか」

　部長はうっすら笑みを浮かべているものの、こめかみに怒りマークが浮き出ている。

　逆ギレですか!?　私が怒っているのは、あなたのせいなのに！

　手が離され、私は両手で頬をさする。いまだ涙目で不満げに見上げると、部長の怒りはすでに薄れているようだった。

「おとなしく待ってれば、俺の本心を教えてやる。知りたくないのか？」

　どこか色っぽさを感じさせる低い声。人差し指で目元をそっと拭われ、私の心臓は素直にドキンと反応する。

　……ズルいよ、本当に。今の言い方も、優しい仕草も。そんな気になることを言われたら、従順に待つしかないじゃない。当然知りたいもの、部長の頭と心の中がどうなっているのか。

　終わりにするのは、彼の本当の気持ちを知ってからでもいいだろうか。

「……わかりました。待ちます」

　しっかりと目を見据えて返事をすると、斜めに流れる前髪から覗いた瞳が、柔らかく細められる。

「ヨダレ垂らすなよ」

「犬扱いしないでください」

　即行でツッコミを入れると、部長はおかしそうに笑い、私の頭をぽんぽんと撫でる。そしてドアを開け、さっさと出ていってしまった。

　ダメだ……結局私は、あの人の手の平で転がされてしまう。でも、終わりが近づいているのは確実だ。一体、どこで分岐を間違えたんだろう。

　もうやり直せないリアルな世界を恨めしく思い、私は大きなため息を吐き出した。
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最大のピンチ到来!?




　部長と会議室で話した二日後の木曜日。今日と明日は部長が出張で不在のため、営業マンたちは心なしか伸び伸びしているように見える。

　早乙女くんは、部長がいないせいか、ランチに誘ってくれた。

　けれど、やっぱり気まずさが勝ってしまい、『やることがあるから』と理由をつけて断った。それは嘘ではない。いつもの仕事のほかに、バレンタインの件も考えたかったから。

　まだまだ日はあるものの、自ら買って出た以上、早めに案を出したい。今は、何かやっていないと部長のことばかりが脳内を占領してしまうから、ちょうどいい。

　お昼休みは、コンビニで買ってきたおにぎりを片手に、パソコンでいろいろな料理を調べ、目についたレシピをチェックしていた。家に帰ってからも、リビングのソファに座り、パソコンと自社商品のカタログを交互に見て、あれこれと思案している。

　バレンタインといったら、やっぱりハート型よね。スライスチーズやハムをハート型にくり抜いて、サラダにトッピングするだけでも、いつもと違った気分を味わえそう。それに加えて、新しく出たドレッシングも提案してみたらどうだろう。

　次第にいろいろな案が浮かび、考えるのが楽しくなってきて、思いついたことをそのまま書き連ねていく。ノートは、気がつけば数ページが埋まっていた。

　私は企画書というものを出したことがないから、書き方なんてわからない。でも、部長ならきっと、このノートを見せれば汲み取ってくれるはず。

　少しは役に立てるといいなと、彼を思い浮かべながら期待を膨らませると、自然と心が丸くなっていることに気づいた。数日前、泣いたり怒ったりしたばかりだというのに……。やっぱり私は彼が好きで、もはや切り離せない存在なのだと実感する。

　人生のパートナーにはなれないけれど、せめて信頼できる部下になれるように頑張ろう。

　よし、と気合いを入れて、再びペンを動かす。とにかく仕事のことで頭をいっぱいにし、切なさで押し潰つぶされそうになる心をごまかしていた。




　翌日の金曜日の休憩中もデスクに座り、ノートをまとめていた。もう少しで納得のいくところまで仕上げられる。

　しばらくやっていると、目が疲れて、集中力もなくなってきた。コーヒーぐらい淹れるか……と思い立ち、伸びをしてから腰を上げた。

　給湯室の前まで来ると、どうやら先客がいるらしく、中から女性の話し声が聞こえてきた。中は三人以上入れば窮屈になってしまうくらいの狭さだから、またあとにしようかな。

「えっ、結婚してない!?」

　オフィスに戻ろうとした時、中から驚きと戸惑いに満ちた声が聞こえてきて、私は思わず足を止めた。

　今の声、中谷さん？

　誰のことを言っているのか、心当たりがありすぎて胸がざわめく。周りに人がいなくなった隙に、そっとドアに近づいて耳を澄ませてみた。

「嘘でしょう？　どこの情報よ」

「総務の知り合いが言ってたの。結婚した社員の婚姻届受理証明書を、最近、整理してたらしいんだけど、坂本部長のはどこにも見当たらなかったって」

　興奮ぎみに話すのは、おそらく同じ営業事務の丸まる山やまさんだろう。私の中に焦りが生まれる。

　そういえば、佐原部長も『ちゃんと受理証明書見せるんだぞ』と言っていたっけ。まさか、それがないことを知られてしまったなんて……！

「役職者だから、提出しなくてもオッケーとか？」

「そんなことないでしょ」

　中谷さんの考えを一蹴するように、丸山さんのトゲのある声が響く。

「前からおかしいと思ってたのよねぇ。指輪もしてないし、結婚式も新婚旅行も未定だって話じゃない」

「それはふたりの事情があるから、仕方ないんじゃないの？　最近はそういうとこにお金かけないカップルも多いらしいし」

　中谷さんはやっぱり信じられないようで、冷静にフォローしてくれる。

　しかし、丸山さんはやっぱり納得がいかない様子だ。

「でも相手は部長よ？　普通は式くらい挙げるのが礼儀だと思うけど」

　丸山さんの厳しい声が聞こえたところで、階段から社員が上がってきたため、私はすぐにドアから離れた。ドクドクと鳴る心臓を押さえながら、オフィスに戻る。

　どうしよう。このままじゃ、マズいことに……！　丸山さんは噂好きな人だから、疑惑はすぐに広まってしまいそう。

　デスクに座って、落ち着かない心を持てあましていると、しばらくして中谷さんたちが戻ってきた。

　私は何も聞かなかったフリをして、ノートの見直しをする。席についた中谷さんをちらりと見るも、彼女の様子は特にいつもと変わりない。

　妙な緊張感に囚とらわれていると、以前、盲腸になった小沢さんがこちらにやってくる。

「坂本さん、これ部長に渡しておいてもらってもいい？　急ぎじゃないんだけど、俺、土日会わないからさ」

　書類が入っていそうな大判の封筒を渡され、私は一瞬戸惑った。

　けれど、小沢さんは私たちを夫婦だと思っているのだから、こんな頼み事をしてくるのは当たり前だ。すぐに笑顔を作り、それを受け取る。

「はい、わかりました」

「悪いね。よろしく」

　すまなそうな笑みを浮かべ、踵を返す彼を見ながら、いつ渡そうかと考える。

　明日は結局、私の実家で食事会をすることになったけど、その時に渡すのもなぁ。急ぎじゃないとはいっても、仕事の用件は早めに済ませておきたい。

　企画書代わりのこのノートも、もう完成する。これも早く見てもらいたいし、今日、仕事が終わったら家に寄ってみようか。

　封筒とノートを交互に見ながら考えていると、隣から「一葉ちゃん」と声をかけられた。

　振り向けば、中谷さんが神妙な顔で私を見据えていてギクリとする。

　何を言われるのかと、思わず身がまえてしまう。

「これから、もし部長とのことで変な噂が耳に入っても、気にしちゃダメよ」

「えっ……？」

　顔を近づけて、コソッと言われたのは予想外のことで、私は拍子抜けしてしまった。丸山さんのように疑うのは当然で、責められても仕方ないと思っていたから。

　ポカンとする私に、彼女はフッと苦笑を浮かべる。

「ちょっと、くだらない噂を耳にしちゃってね。あることないこと、いろいろ言う人がいるみたいなの。あなたたち夫婦はお似合いだから、やっかんでるだけよ」

「中谷さん……」

「ごめんなさいね、突然変なこと言って。でも、私はあなたたちの味方だから」

　私の背中をぽんぽんと叩いた彼女は、にこりと微笑みかけると、すぐに自分のデスクに向き合った。

　中谷さん……私たちのことを信じてくれているんだ。

　罪悪感で、胸がぐっと締めつけられる。本当のことを知られたら、きっと軽蔑されるだろう。これが罰ばつなのだ。軽々しく部長の奥さんを演じてしまった、私への……。

　それから仕事を再開しても、重苦しい気持ちは一向に軽くならなかった。明日、部長との関係を解消しても、これは変わらないだろう。

　でもよく考えたら、偽装夫婦をやめた際には、皆になんて説明すればいいのだろう。

『スピード離婚しました』とか？　結婚もしてないのに、皆の中で私の経歴にはバツがつくことになるんだ……。嫌すぎる。




　仕事を終えた私は、何度もため息をつきながら、タクシーに揺られていた。

　部長は今日、何時頃に帰ってくるだろう。六時半を過ぎているけれど、まだいないかもしれないな。

　彼も電車に乗っている最中かもしれないから、迷惑になりそうで電話はできない。一応、伝言をメモに書いておいたから、いなかったらポストに入れておこう。

　イルミネーションが輝く街を通り過ぎ、もう何度かお邪魔している部長のマンションに到着した。ひとりで来たのは初めてだから、なんだか少し緊張する。けれど、これを渡すだけだし……。そう胸を落ち着かせて、エントランスに入った。

　すると、オートロックのインターホンの前に、紙袋を手にした長い黒髪の女性が立っていて、私は足を止める。ここの住人かと思ったのもつかの間、こちらを向いて外へと歩きだそうとする彼女の顔が見え、心臓が止まりそうになった。

　目鼻立ちがはっきりした、誰が見ても美人だと言うであろうその人は、以前会社の駐車場で見た――部長の、元カノだったから。

　呆然と立ちすくむ私と目が合った彼女は、わずかに微笑み、軽く会釈をして通り過ぎようとする。

　ふわりと香る花の香りが鼻をかすめ、こちらも会釈を返すどころか、うまく息ができない。

　きっと彼女も部長に会いに来て、いないから帰ろうとしているに違いない。それだけ仲がいいということなのか……。

　間近で見ても、とてもキレイで大人っぽくて、自分とのれっきとした差を感じる。私みたいな平々凡々な女が、あの部長に釣り合うはずもなかったんだ、最初から……。

　全身から力が抜けて、彼女が通り過ぎた瞬間、私の手から封筒が滑り落ちた。

　地面でバサッと音をたてたそれに、すぐに反応することができず、あっと思った時には、私より先に彼女がしゃがみ込んでいた。

「大丈夫ですか？」

「す、すみません！」

　慌ててしゃがむけれど、元カノさんは笑って「いえ」と言い、封筒を拾い上げてくれる。そして、封筒に貼っておいたメモになんとなく目を落とした彼女が、アーモンド型のくっきり二重の瞳を丸くした。

「あれっ、あなたも零士くんに会いに来たの？」

　〝坂本部長へ〟という文字を見て気づいたのだろう。話しかけられたことと、〝零士くん〟という呼び方にドキリとしつつ、なんとか平静を装って返事をする。

「あ、はい。私、部下でして、これを届けに……」

　封筒を受け取り、お互いに立ち上がると、元カノさんは目を見られないままでいる私の顔を覗き込むようにして、こう言った。

「もしかして、あなたが一葉さん？」

　……えっ!?

　まさか名前を知っているとは思わず、目を見開いてぱっと視線を合わせた。

「どうして、私の名前を……!?」

「あ、突然ごめんなさい。零士くんたちから聞いてたから」

　屈託のない笑顔を向ける彼女を、私は動揺したまま見つめる。

　部長、どうして私なんかのことを話していたんだろう。っていうか〝たち〟って？

　いろいろと気になるけれど、彼女のツヤツヤとした紅い唇から紡がれた次の言葉で、それはどうでもよくなる。

「私、坂本桐絵です。零士くんの義理の姉」

　聞いた瞬間、雷に打たれたような衝撃を受けた。

　義理の姉の桐絵さん、ということはつまり、この人が部長のお兄さんの奥様……!?

「えぇっ!?」

　私の叫び声が、閑静なエントランスに響き渡った。

　ちょっと待って、整理しよう！　今は家族である桐絵さんが、昔は部長の専属シェフで、元カノ……ってことよね？　そんな複雑でドロドロな関係だったの!?

　あまりにも衝撃的で、開いた口が塞がらない。マヌケ面の私に、桐絵さんは落ち着いた笑顔で口を開く。

「これから時間ある？　もしよければ、少しお話できたら嬉しいな」

　ふたりのことが、前以上に気になる。そんな私が拒否するはずもなく、迷うことなく首を縦に振っていた。










結婚願望欠乏症［Ｓｉｄｅ零士］




　兄貴の嫁である桐絵は、四年前までは俺の彼女だった。複雑な関係だが、今となってはすべてが運命だったのだと思える。

　二歳年上の桐絵と俺は、もとは高校時代のバスケ部の先輩、後輩という関係だ。当時の彼女の髪型は、オレンジブラウンのボブで、元気で明るい美少女というイメージだった。あの頃から、俺を〝零士くん〟と呼んで、人懐っこく話しかけてくれていた。

　その性格と容姿から、桐絵は男女問わず人気で、引く手数あま多ただったのは言わずもがな。そのせいか、はなから桐絵を恋愛対象として見ていなかった俺は、彼女に特別な感情を持つことはなかった。

　そんな桐絵と再会したのは、俺がスマイルで営業の仕事をするようになり、彼女が働くレストランを訪れた、約七年前だ。高校時代とは違い、真剣な表情でフライパンを握る彼女を見て、そのギャップにやられた。女性をカッコいいと思ったのは、桐絵が初めてだったかもしれない。

　しばらくして営業以外の話もするようになり、外で食事をして、再会して約半年後に付き合うことになった。

　働く姿は立派でも、無邪気な性格は高校時代と変わっておらず、桐絵といるのはいい意味で気楽だった。必要以上にじゃれ合ったり、束縛したりもせず、彼女も無理をしないで付き合っていたと思う。

　きっと、このままずっと一緒に生きていけるだろう。桐絵となら。

　あの頃の俺は、漠然とではあるが、今では考えられないほど素直に、彼女との将来を思い描いていた。ふたりで暮らし、子供ができ、ともに年老いていく未来を。

　しかし、平和な日々が二年ほど続いた頃、俺は徐々に桐絵の異変に感づき始めていた。兄の遥一が一緒にいる時、彼女は妙によそよそしくなる。もしかして桐絵は、兄貴に惹かれているのだろうか。

　彼女を問い質すと、やはり答えは俺の予想通り。彼女の気持ちが離れていると確信した時、俺は悔しさでいっぱいだった。恋敵は自分の兄。同じ血を分けたヤツに、愛し合った女を持っていかれるなんて、負けたような気がしてならなくて。

　躍起になって、桐絵の心を取り戻そうとすればするほど、俺たちの溝は深まる一方だった。兄貴ともギクシャクして、釈然としない日々が続く。とにかく仕事をすることで気を紛らわせ、気がつけば次期部長と言われるまでになっていた。

　暗雲が立ち込めてから半年が経つ頃、新卒で入ってきた早乙女に、桐絵のことを〝俺専属のシェフ〟だなんて言ったのは、彼女への独占欲の表れだったのかもしれない。そんなことを言っても、虚しくなるだけなのに。

　そんな時、俺が働きすぎていることを気にかけ、何かあったのではと心配してくれていた佐原さんが、声をかけてくれた。そして、女が絡んでいるのが原因だと見抜いた勘のいい彼は、穏やかに笑いながらこう言った。

『坂本ほどの男が、女に振り回されてるとはねぇ。ま、すべてにおいて完璧なヤツなんていないか』

　何げないひと言だったが、それは俺の心に徐々に浸透していった。

　俺は、ほぼ完璧だと言えるヤツを知っている。それは、一番近い存在である兄、遥一だ。

　容姿も整った彼は、ためらいもなく毒を吐く俺と違って、常に人に優しくできるし、人望もある優等生タイプだ。それを鼻にかけることもなく、弟の俺からしても申し分ない男だと思う。

　昔から兄弟仲はいいほうだったが、思春期には勝手に自分と兄を比べて、劣等感を抱いたこともある。しかし、彼より優れたものを自分の中に見つけることで、それが徐々に消えていくことを知った。

　俺に誇れるもの、そのひとつが桐絵の存在だった。彼女がいることで、当時恋人がいなかった兄貴より、優位に立っているような気がして。

　……もしかしたら、彼女を手放したくないとヤケになっていたのは、相手が兄だったからなのかもしれない。なんでも持っている兄に、女まで渡したくはないという、黒い思惑が、心に根を張っていたんじゃないだろうか。対抗心なんて、とっくに消えたと思っていたのに……。

　くだらない意地とプライドのせいで、彼女を縛っているのはかわいそうだ。別に兄貴に勝ちたいと思っているわけではない。欲しいものすべてを手に入れなくたって、劣っているだなんてことは決してないのだから。

　完璧だと思っていた兄貴でさえ、すべてがうまくいっているわけではない。俺も兄貴に対抗して、完璧な人間になろうとなんてしなくていいのだ。そう思うと、頑なだった心がやわらかくほぐれて、いい加減身を引こうという気になれたのだった。

　自分の心を整理して、もう一度桐絵としっかり話し合うと、兄貴に対する彼女の想いは揺るぎがないと確認した。そして俺自身も、彼女への気持ちが変わっていると実感したのだ。

　どうか、本当に愛する人と幸せになってほしい――と。




　そうして今から四年前、約二年半付き合った彼女を手放すことを決意した俺は、ふたりを応援する側に回った。最初こそ俺に遠慮していたふたりだったが、二ヶ月も経てば相思相愛っぷりを露わにし始める。まったく、現金なものだ。

　幸い、両親は俺と桐絵が付き合っていたことを知らない。これからも、そのことは自分たちの中だけに秘めていようと、暗黙の了解となっている。

　ふたりが付き合い始めて順調に一年が経ち、迎えた結婚式。自分の元カノが、ウエディングドレスを着て兄の隣に立っている。それを親族として眺めるというのは、少し複雑な心境ではあったが、俺は心から『おめでとう』と言うことができたし、幸せな家庭を築いてほしいと心底思えた。

　その思いは、ふたりが結婚して三年が経った今も、変わっていない。早く子供を作って、両親のもとで仲良く暮らしてくれたらいい。そう願っているのに――。

　結婚前はあれだけ仲睦むつまじかったふたりから、いつの間にか幸せそうな笑顔が消えていたのだ。

　俺がその異変に気づいたのは、ふたりが結婚して二年が経つ頃、今から約一年前だ。

　何かあったのかと心配になり、桐絵にさりげなく問うと、彼女はとても苦しそうな顔で悩みを吐露し始めた。

『遥一は私がレストランで働いているのを、よく思ってないの』と。

　調理師の仕事は、時間が不規則で体力勝負だ。なかなか休みが合わないし、体調を崩すことも少なくない。だから、もし妊娠したら、仕事を続けるのは厳しいだろう。

　早く子供が欲しいと願っている兄貴は、それも懸念して、シェフを辞めてほしいと言ってきたらしい。

　しかし、桐絵は大好きな調理の仕事を辞めたくはなく、まだ子供も考えていないとのこと。この意見の相違が生まれてから、ギクシャクし始めてしまったようだ。

　桐絵は兄貴との仲をもと通りにしようと、なるべく休みを合わせ、彼の好みに服装を変えたり、短めだった髪も伸ばしたりと外見を変える努力もしたらしい。それでも、仕事と子作りに関しては互いに言い分を譲ゆずらず、平行線を辿る一方だという。

　なかなか踏ん切りがつかない桐絵の気持ちも、わからなくはない。彼女は、シェフの仕事にとても誇りを持っていたから。

　だがきっと、一緒に生きていくためには、お互いの気持ちを汲み取る必要があるだろう。自分の意志だけ尊重するわけにはいかない。

　それも覚悟のうえで結婚したんじゃねぇのかよ、と叱咤したくなっていた時。

『零士くんは、私の好きなようにさせてくれてたのにね。もし、あのまま付き合ってたら、今頃は――』

　そんな勝手なことを言われ、何かが自分の中でぷつりと切れた。

　兄貴を選んだのは桐絵。俺がどんな気持ちでふたりを見守っていたと思ってるんだ？

　なんとか怒りを抑えてその気持ちを吐き捨てると、自分の失言にすぐ気づいた桐絵は、深く頭を下げて謝った。

　彼女はきっと、兄貴ではなく俺にしておけばよかっただなんて、本当に後悔していたわけではないと思う。だが、その時の俺にとって、彼女のセリフは許せるものではなかった。兄貴にも、俺に対しても失礼だろ。

　俺は、ふたりなら、きっといい家庭を築いてくれると信じて身を引いたんだ。それなのにこんな状態になって、裏切られたような気がして仕方ない。

　何がなんでも仲直りしろよ。俺のためにも、幸せになってくれよ――。

　そう願うと同時に、結婚とは本当に幸せになる手段なのだろうか、と疑問を持つようになった。

　相手のために、自分のやりたいことが制限されて不満に思ったり、一緒にいるのが苦しくなっていくだなんて、なんのために結婚するのかわからない。あんなにお互い愛し合って、うまくやっていた兄貴たちですら、今この状況なのだから。結婚なんて、しないほうがラクなのだ、きっと。

　俺が結婚に対して消極的になっていったのは、この頃からだ。心配するよりもイラつくことのほうが多くて、ふたりの仲に口を出す気にもなれなかった。このまま悪い方向に向かっていくばかりだとしても、俺ができることはない。そう思い、ふたりとは、距離を置くようになっていたのだ。

　俺の考えを変えるヤツが現れるまでは。




　緩いウェーブがかかったブラウンの長い髪、卵のようにきめ細かな肌、ぱっちり二重の瞳にふっくらとした唇。愛あい嬌きょうのある顔をした彼女は、明るい雰囲気の好感が持てる子で、話したことがない頃も存在だけは知っていた。

　取引先のミスをカバーしてくれたという、同じ苗字の社員がなんとなく気になって購買部に出向いた時から、一葉を少し特別視していたことは否めない。まぁ、それは〝質のよさそうな社員〟としてだったが。

　それから月日が経ち、ひとりバーで飲んでいると、隣にいた女性がその一葉だと気づいて驚いた。

　女の酔っ払いってのは、若干見苦しいな……と思いつつ耳を傾けていると、どうやら結婚相手を捕まえられずにヘコんでいるらしい。しかも、婿じゃないといけないのだとか。

　そんな事情を抱えていることにも多少驚き、ふたりきりになってから詳しい話を聞いてみると、一葉は恋愛に対しては不器用なのだとわかった。そのくせ結婚に夢を見てるなんて……イタいヤツ。

　そんな甘いもんじゃねーぞ、と兄貴たちを思い浮かべていると、こいつの頭はどういう回転をしたのか。

「部長……私と結婚してください！」

　なんと突然、俺に求婚してきた。俺の顔は間違いなくアホづらになっていただろう。

　……酔っ払いの思考回路は理解不能だ。

　確かに、同じ苗字なら俺が婿になったって、誰も気づかないだろう。だからって、付き合ってもいない上司に求婚するか、普通。大胆というか、無謀というか……。

　つーか、俺が婿？　考えたこともなかったし、想像つかねぇ。

　呆れながら諭さとしたものの、彼女の奇行はそれだけにとどまらず、俺のウイスキーを奪って呷るという始末。

　そして、あっという間に潰れた彼女に唖然とする。まさかこんな一面を見せられて、介抱するハメになるとは。

　面倒なことになったと頭を抱えるが、かいま見えたあどけない寝顔は素直に愛らしいと思ったし、不思議と憎めなかった。

　ふにゃふにゃの一葉にのしかかられながら、なんとか彼女のアパートまで連れていき、玄関の前にたどり着く。バッグの中に鍵が見えているにも関わらず、「あれれ～？」と言いながら探り続ける彼女を見兼ねて、チャームがついたそれを取り、鍵を開けた。

　靴を脱いで上がり、一葉の肩を抱きながら中を見回す。寝室らしき部屋を見つけると、そこへ彼女を放り込んだ。

「ほら、さっさと寝ろ」

「一緒にどうれすかぁ～？」

「酒臭い女と寝れるか」

　正直にツッコむと、彼女はけらけらと笑ってベッドにダイブした。これであとは、鍵をかけて郵便受けに入れておけばいいな。

　その旨をひと言書いておくため、ビジネスバッグからメモ帳とペンを取り出していると、仰あお向むけに寝転がる一葉がむにゃむにゃと何か言っている。

「ぶちょーと結婚する人は……幸せれすねぇ」

　突然そんな言葉が聞こえてきて、鼻で笑いながら返す。

「なんでだよ」

「だって……優しいから」

　ぴたり、とペンを動かす手を止めた。

　俺のことを優しいなんて言うヤツは、会社の中じゃ会ったことがない。しかも、俺たちがまともな会話をしたのは今日が初めてだというのに、なぜそんな風に思うのか。

「……どこが」

「こんな私に付き合ってくれたじゃないれすかぁ。話聞いてくれてー、今もそばにいてくれるれしょ」

　素っ気ない俺に、一葉はとろけそうな笑みを浮かべてそう言った。

　上司として、部下をあのまま放っておくわけにいかなかっただけだが、それだけの理由かと言われると、違う気もする。

　何にせよ、これだけのことで俺を優しいと思うなんて、単純というか純粋というか。

「口は悪いけど、本当はあったかーい人なんれすね……」

　目を閉じて、半分寝そうになっている彼女を見やると、心の奥の柔らかい場所がくすぐられるような感覚がした。

　恥ずかしげもなく、そんなこと言いやがって……調子が狂う。

「……〝口は悪い〟は余計だ」

　照れ隠しでボソッと呟くと、彼女はまたおかしそうに笑っていた。

　一葉は知らないだろうな。この時を境に、俺の気持ちが少しずつ変化していったことを。




　それから二ヶ月後、本庄のアプローチから逃れるために盛大な嘘をついたわけだが、夫婦ごっこをすることにした理由はそれだけじゃない。

　俺のために一生懸命、料理を振る舞ってくれたり、部屋の片づけや掃除をしてくれるところが健気で、なんだか心が温まる。しかも、作ってくれたメシはレストランに負けないくらい美味いし。

　そして……今思えば、俺は一葉に漠然とした期待を抱いていたのかもしれない。彼女の恋愛偏差値を上げてやると言いながら、一葉に俺自身を変えてほしかったのではないだろうか。本当は、兄夫婦の問題も、結婚に対する意識も、このままではいけないとわかっていたから。

　彼女が初めて夕飯を作りに来てくれた時、その思いはさらに強くなった。純粋に結婚はいいものだと訴える、あいつの真剣でキラキラした瞳を見ていると、その夢物語を信じてみたくなる。

　そして思い知るのだ。『本当に愛した人と、一生一緒にいたい』――そんな風にもう一度思わせてほしいと、自分自身が願っていたことを。

　桐絵とは、ここ一年はほとんど会っていなかったし、連絡も取っていなかった。夫婦の問題は自分たちでなんとかしろ、と突き放していたから。

　だが、東京で一葉にふたりのことを打ち明けた時、少し気持ちが変わったのだ。

　今悩んだり、ギクシャクしたりするのも、絆を深めるために必要なこと。お互いを想い合っているなら、きっと解決策はある。

　あの時一葉がくれた、『今の状況を乗り越えてこそ、本当の幸せが待ってる』という言葉は、俺にそんな希望を持たせてくれた。

　それに、もしふたりが今の状況を乗り越えてくれれば、結婚に対するマイナスなイメージもなくなるかもしれない。できることなら払拭させたい、とも思えた。

　そうして徐々に思考が前向きになり、ふたりの仲を取り持つことにした俺は、再び桐絵ともコンタクトを取り、兄貴も交じえて昔のように三人で食事をした。あえて〝仲良くしろ〟とは言わず、楽しく過ごすことを目的として。

　俺が間に入ることで、ふたりの表情や雰囲気が、次第に柔らかくなっていくのが見て取れる。ふたりが俺のマンションに来た翌日、桐絵が忘れていったハンカチを渡すため、事前に連絡して会社で待ち合わせた時も、『久しぶりに遥一とデートすることになった』と、嬉しそうに報告してきたから。いい結果が見えてくるにつれて、俺も心の底から安堵し、ふたりの幸せをまた願うことができている。

　丸くなってきた俺の心は、一葉といる時に覚える感覚の正体にも、気づくことができた。

　身体の奥から、温かくて優しいものが溢れてくる感じ。展示会が終わった直後に泣いた顔を見た時や、東京に行った時、一葉と過ごすいつもの何げないシーンで、その感覚に陥っていた。曖昧だったその正体が、今ならはっきりわかる。

　この感覚が、〝愛〟でないなら、なんだと言うのだろう――。










愛し方は強行法で［Ｓｉｄｅ零士］




　忘年会が開かれた金曜日は、予想しない波乱が起こりまくった一日だった。あの夜、衝動的に一葉の唇を奪ってしまったが、原因はアルコールのせいなんかではない。

　宴会場にいた時から、彼女がずっと早乙女と楽しそうにしゃべっているのが気に食わなかった。そんな大人気ない嫉妬を、露わにするつもりなどなかったはずなのに。

　いつの間にかふたりがどこかへ消えたと思ったら、ヤツが一葉を抱きしめているではないか。これには、さすがに頭にきた。

　あいつは警戒心がなさすぎなんだよ。もし俺がいなくて、相手が早乙女じゃなかったら、どうなっていたかわからないだろ。

　……いや、早乙女も男だ。ヤツも一葉に気があるようだし、その気になったら抱きしめるどころじゃ済まないかもしれない。

　そんな危機感を抱いた矢先、一葉に理性を崩されて衝動的にキスしてしまった。

　だが、数日経った火曜日である今日、ついさっきのこと。俺は再び彼女の唇を奪った。これは確信犯だ。

　会議室で吐き出された一葉の言葉には、彼女の想いが溢れていて、俺も気持ちを隠していたくなくなったんだ。

　一葉が好きだという、単純な気持ちを。

　昼休みにそんなことがあり、俺はここ数日考えていた、ある計画を実行することに決めた。そのための準備もしたいが、もちろん今日の業務は遂行しなければいけない。

　午後三時。早乙女が担当している取引先に、新商品を売り込んでもらおうと、俺は彼を呼び出した。

「早乙女、今ちょっといいか？」

　ぱっと顔を上げた彼は、一瞬警戒するような様子を見せたが、「あ、はい。大丈夫です」と言い、腰を上げる。

　まだ資料が残ったままになっていた応接スペースに促し、打ち合わせを行う。

　その件が終わった直後、向かいのソファに座る彼が、神妙な面持ちで切り出した。

「すみません、僕も話があります。仕事とはなんの関係もないんですけど」

　なんのことかはすぐにわかり、ひとつ息を吐く。ここはガラス張りになっているから外から見えるが、仕切られた空間だから、よっぽど大きな声でなければ話が漏れ聞こえることはない。

　テーブルに広げていた資料をざっとまとめ、「どうぞ」と促すと、彼は挑戦的な瞳を俺に向け、単刀直入に言う。

「部長、結婚してるっていうのは嘘ですよね？」

　……えらい自信満々に言うんだな。一葉が口を滑らせたか？　あり得る。というかそれだろ。

　まぁ、誰かにこうやって聞かれるであろうことは想定済みだ。そういう時は『何言ってんだ』と一蹴するつもりでいたが、早乙女に対しては少し意地の悪い返しをしたくなった。

「だったらどうする？」

　こちらも挑発的な目で見据えると、早乙女は一瞬面食らったような顔をした。しかし、すぐに険しい表情で、きっぱりと言う。

「彼女を奪います」

　……これも想定済みだ。さっき一葉は、『こんな私でも、好きだと言ってくれる人がいた』と漏らしていた。それはきっと早乙女のことだろうと想像がつく。

　早乙女は意外と野心家だな、と普段の仕事ぶりを見て思っていた。だから、あっさり身を引くようなタイプではないだろう。

　冷静に「そうか」とだけ返すと、彼は少しムッとして、眉根を寄せる。

「ずいぶんと余裕なんですね。僕にはそんなこと、できないと思ってます？　それとも……一葉ちゃんをもてあそんでるんですか？」

「どっちも不正解。俺に渡さない自信があるってだけ」

　さらに早乙女を煽るような言い方をしたが、俺にも悠々とした余裕があるわけではない。ただ、少しでも敵に隙を見せたら終わりだろ。

　ポーカーフェイスを保ったままでいる俺に、早乙女は普段は絶対見せない、苦虫を潰したような表情を露わにし始める。

「……昨日、一葉ちゃんと話しましたけど、部長と違って余裕なさそうでしたよ。すごく苦しそうで、見ていられなかった」

　顔を歪めてうつむく早乙女の姿を見て、さっきの会議室での光景が頭に蘇ってきた。

『つらいんです』と言い、瞳いっぱいに涙をためて、必死にこらえる彼女の姿が。

「あんな顔をさせてまで、彼女をそばに置いておきたいんですか？」

　真剣な表情で問われ、俺の胸がわずかに痛む。一葉をつらくさせているのは、間違いなく俺だから。そうしてしまったのは、やはり忘年会のあとのことが引き金だろう。

　キスをする原因のひとつにもなった、目の前のライバルを見据えながら、あの日のことを思い返した。
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　忘年会の中盤、トイレから戻ってくると佐原さんに呼び止められ、なぜか宴会場の中央辺りの障子の前に連れてこられた。

「なんですか？」

「いいから、ほら」

　彼は立てた親指で中を示す。

　怪訝に思いながら、障子の隙間から中を覗き見ると、後輩たちに囲まれる一葉の後ろ姿がある。

　どうやら、なれそめやプロポーズの状況などの、質問攻めに遭っているようだ。そして、俺のどこが好きなのかと聞かれた時、自然と彼女の答えに耳を澄ませてしまっていた。

「私の料理を、美味しいって喜んで食べてくれるところと、実は優しい心を持ってるところ。あとは……私の内面をちゃんと見ていてくれるところ、かな」

　一葉の表情は見えないが、その声はとても穏やかで、少し胸が疼いた。

　……俺たちの関係も、一葉が俺を好きだというのも嘘。だから、適当に答えたのかもしれない。だが、今のが本心であってほしいと、願っている自分がいる。

「今の、俺には嘘ついてるようには聞こえなかったけどな」

　俺の心を見透かしたように、佐原さんに言われてドキリとした。

　フッと笑った彼は「愛されてんじゃん」と言い、俺の肩をぽんと叩く。そして部下たちの中へ乗り込んでいき、俺もその場から離れた。

　もしも、佐原さんの言う通りなら……そう考えると、また溢れてくる。あの感覚が。これはきっと、彼女を愛おしく想っている証拠――。

　それに気がつけば、どうして結婚に対するマイナスイメージを払拭させたくなったのか、その答えも自然と引き出される。

　大切な、失くしたくない存在を見つけたからだ、と。

　しかし、ぬくもりに包まれたのはつかの間で、すぐに温度が下がってしまった。早乙女と一葉が親密そうにしているところを見ただけで、こんなに心が冷たくなるなんて。これも同じだ、桐絵の愛情が兄貴に移っていることを知った、あの時と。

　いや、イライラの比重はそれ以上かもしれない。あの頃は兄貴が絡んでいたが、今は全く関係ないのだから。ただただ、あいつがほかの男といるのが気に食わない。

　幼稚な嫉妬で早乙女から一葉を奪い、ふたりで帰ることにしたが、タクシーの中で少し気を落ち着けると、また別の考えが生まれた。

　一葉の気持ちはどうなのだろうか。あれだけ楽しそうにしゃべっていたのだから、早乙女に気があるのかもしれない。前から度々、彼の話をしていたし。

　昔は、兄貴ヘの対抗心から桐絵を手放そうとしなかった。だが今は、偽の夫婦という関係が一葉を縛っている。俺はいつの間にか、一葉を自分だけのものにしておきたくて、このママゴトのような関係を続けていたのだ。

　もしも彼女が早乙女のことを好きなら、早く解放してやらなければいけない。昔のように……。

　また同じことを繰り返すのかと思うと、胸が張り裂さけそうなほど痛んだ。

　部屋の前に送り届けて気持ちを聞くと、彼女は「違いますよ！」と否定したが、それが本心かはわからない。

　ひとまず冷静に考えるためにも、今日のところは帰ろう。そう思った矢先、一葉は思いもよらないことを言いだした。

「私は、終わりにしたくないです。こんなのダメだってわかってるけど……やっぱり、諦められない」

「一葉……」

『諦められない』って、どういうことだ？

　彼女が自分自身に対して言っているようにも聞こえる、その言葉の意味を噛み砕こうとする。

　しかし、俺の腕をギュッとつかむ手、酔いが残っている薄紅色の頬、見上げる潤んだ瞳。いつもの一葉とは違う、ドキリとさせられる表情のせいで、わずかに残っていた余裕が霧のように消えていく。

「部長……落ちてください、私に」

　震える声で懇願された瞬間、踏み続けていたブレーキを離したかのように、俺の心は坂道を一気に転がりだす。

　……もう落ちてるんだよ。きっと、ずっと前から。ゲームでもなんでもなく、ただお前のことが好きなんだ。

　奪った鍵で勝手にドアを開けると、玄関の中に彼女を引き込み、唇を塞いだ。こんなに心臓が騒ぐのはいつぶりだろう――。

　柔らかなその味をしっかりと感じる前に離れる。暗がりでも、今一葉がどんな顔をしているのかは想像がついた。俺も、きっと余裕のないサマになってんだろうな。

「歯止めが効かなかった。……さっきから気持ち抑えてたってのに」

　もう我慢できそうになくなっちまったじゃねぇか。

　次第に慣れてきた目に映る表情は悩ましげで、すっかり〝女〟の顔になっている。無意識なんだろうが、そんな風にされると、どうにかしてやりたくなるのが男の性さがってもんだ。

　……いや、違うか。こんな気持ちになるのは、相手が一葉だからだ。

「……落ちてくれますか？」と再度問いかけられ、いたずら心が顔を出して茶化してしまったが、正直なことも言っておかなければいけない。

　汚れのないビー玉みたいな、愛おしい瞳を見つめて。

「お前なら、一生可愛がってやれそうだ」

　そう。純粋で、頑張り屋で、ひたむきな一葉なら、無条件でずっと一緒にいたいと思える――。

　再び唇を近づけ、驚く彼女の顔はすぐに見えなくなった。抵抗するでもなく、俺のキスを必死に受け止め、ギュッとしがみついてくるこいつが可愛くて仕方ない。

　さっきまでの葛藤はどこへやら、溢れる想いを止めることができず、欲望のままに彼女を求めていた。このまま、すべて俺のものにしてしまおうか……。

　そんな自分勝手な考えに侵されそうになった瞬間、〝待て〟と言わんばかりに、スマホが震え始める。

　ったく、誰だこんな時に！

　最初こそ舌打ちをしたくなったものの、止めてもらえてよかったのだとすぐに思い直す。欲望のままに求めたって、こういう経験がないらしい彼女を、怖がらせてしまうだけかもしれないから。

　画面に表示された名前を見れば、さらに現実へと引き戻された。兄夫婦がうまくいきだした最近は、桐絵から連絡が来ることはなくなったため、何かあったのかと不安がよぎる。

　気まずそうにする一葉を気にしつつ電話に出ると、いつもと様子がおかしい桐絵の声が耳に届いた。

『どうしよう、零士くん……助けて……！』

　突然〝助けて〟だなんて震える声で訴えてくるから、ギョッとして問いかける。

「おい、どうした？」

『……今、波月駅にいるんだけど、このまま帰れそうになくて……遥一も今日は夜勤だし』

　帰れそうにないって、どこかに財布を落として無一文だとか？　それか、まさか変なヤツにあとをつけられているとか……。

「何があった？」と聞いても、桐絵は狼狽していて会話にならず、埒が明かない。

　桐絵がこんな風にうろたえて、俺に助けを求めてきたことなんて今までないから、ひどく胸騒ぎがする。とにかく困っているようだし、兄貴がいなくて俺を頼ってきたとなると、行かないわけにもいかない。それに……。

　まだ頬の赤みが引かない一葉を、ちらりと見やる。

　このままここにいたら、こいつの気持ちなんて無視して襲いかかっちまいそうだ。

「……わかった、今行く」

　短く告げて電話を切り、慌ただしくバッグを持って部屋を出ようとする。

「っ、零士さん！」

　呼び止められて振り向くと、まるで〝行かないで〟と訴えているような、今にも泣きそうな彼女がいた。

　……ダメだ、ここで抱きしめたら、もう止まらなくなる。

　その衝動をこらえるために、わざとらしいほど平静を取り繕い、「戸締まり、ちゃんとしろよ」なんて、普通すぎるひと言を残して部屋を出た。

　扉が閉まった直後、大きく息を吐き出し、片手で口元を覆う。

　クソ、もっと気の利いた言葉をかけてやればよかったのに……。中途半端にキスして放置って、あいつを困らせるだけだろ。いつもの冷静な自分はどこへ行った？

　自分に辟易するが、今は桐絵のことも気がかりだ。義理の弟として、家族が困っているのに助けないわけにはいかない。

　一葉への申し訳なさと名残惜しさを感じながらも、俺は急いで駅に向かった。




　波月駅に着いたのは、午後九時半を回った頃。人もまばらな改札を抜け、構内にあるカフェに来ると、ひとりで座っている桐絵がガラス越しに見えた。

　犯罪にでも巻き込まれたかと心配していた俺は、ひとまずホッとしたと同時に、カフェにいるなんて、ずいぶん優雅じゃねーかと眉をひそめた。俺が心配していたような危機ではなさそうで、若干気が抜ける。

　カフェの中に入り、飲み物のカップを手にして座っている桐絵のもとへ近づくと、椅子を引きながら口を開く。

「どうした、桐絵？　くだらねぇ用件だったら、タダじゃおかねーぞ」

「わぁ、零士くん！　こんな時間に呼び出して、本当にごめんなさい!!」

　眉根を寄せる俺を見た瞬間、彼女はガタッと立ち上がり、長い髪を揺らして頭を下げた。

　周囲の客からの視線を感じつつ、お互い腰を下ろすと、すぐに本題を切り出す。

「で、何があった？」

「……ん、あのね……今日友達と会ってたんだけど、さっき電車で帰ってくる途中に気分が悪くなって。それで気づいたの……生理が来てないってことに」

　肩をすくめる桐絵から、歯切れ悪く言われて、はっとさせられた。

「それって、まさか……」

「すぐに検査薬買って調べたら……陽性だった」

　目を丸くする俺を見上げ、彼女は「妊娠、してるみたい」と、まだ信じられない様子で告げた。

　それは全く予想外だ。もちろん驚きはあるが、悪い報告ではなかったことにホッと胸を撫で下ろし、息を吐き出す。

「おめでとう。よかったじゃん」

　喜ばしいことだが、あまりに突然で現実味がなく、淡々と祝福した。

　桐絵はわずかに笑みを見せて「ありがとう」と言ったものの、すぐに目を伏せる。

「陽性反応が出た時、一瞬どうしようって思ったの。心の準備もしてなかったから、不安も大きくて。でも……でもね」

　そこまで言った彼女は、感極まったように瞳を潤ませる。

「やっぱり嬉しかった。遥一との繋がりができたことが」

　涙を瞳にいっぱいためて笑うその表情は、結婚式を思い出させるくらいにキレイで、幸せそうだ。

　長いこと強張っていた俺の心も、柔らかくほぐれていくような気がした。

「零士くんが間に入ってくれてから、お互いギスギスした感じがなくなって、関係も前みたいにだんだんよくなってきてた。遥一も、仕事を続けることを許してくれたし。でも、いざそうなると罪悪感が出てきて……。本当にこれでいいのかなって、私の気持ちも曖昧になってたの」

　桐絵は平らな腹に、そっと手を当てて微笑む。

「きっと、踏ん切りがつかない私に、きっかけをくれたのね……この子が」

　前はあれだけ悩んでいたのに、もうすっかり迷いはなくなっているようだ。母性ってものはすげぇな、と感心する。

　目元を指で拭った彼女は、俺をまっすぐ見据える。

「遥一にもメールしておいたから、明日ちゃんと話する。それで……幸せな家庭を作る。もう心配かけません」

　力強く言い切ってくれて、俺は心底安堵した。

　きっとこれで、ふたりは大丈夫。もう一度、俺も信じるよ。

　そう思いながらも、口では茶化してしまう。

「本当に何かと思ったよ。〝助けて〟なんて言われたら」

　桐絵はシャキッと背筋を伸ばして、テーブルに額がつくくらい頭を下げる。

「ほんっとにごめん！　こんなこと初めてで、めちゃくちゃ動揺しちゃって、ひとりじゃいても立ってもいられそうになかったし、遥一はいないし……！」

　今さらながら慌てふためく彼女に、俺は小さな笑いをこぼした。

　いくら予期していなかったとはいえ、俺を呼び出すほどのことじゃないだろ……と思ったが、無理もないかもしれないな。身ごもるというのは、男には想像がつかないほど、女性にとっては大きな変化なのだろうから。

「これからは、その子と兄貴のために美味いメシ作ってやれよ」

　穏やかな声で言うと、桐絵は再び込み上げるものをこらえて、「……ありがとう、零士くん」と、何度も感謝を述べる。

　そんな彼女を見ていると、自分の気持ちも前向きになっていた。

　東京へ行った時、『お兄さんたちは、幸せになるための階段を上ってる最中なんですよ、きっと』と、一葉は言っていた。その階段は、長く苦しいものかもしれないが、頂上にはどれだけの幸福が待っているのかを、俺も知りたいと思う。

　……できることなら、一葉と。
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　兄貴たちのことが落ち着いたこともあり、俺の中では一葉を独占したい気持ちが膨れ上がっていた。

　忘年会のあとに、彼女の気持ちに感づいてはいたものの、はっきり確信することはできなかった。だが、さっき会議室で、ヤケになったように気持ちをぶつけてくる一葉を見ていて、やはり俺の推測は正しいのだろうと自信が持てた。

　そして、一葉が俺を落としたことも、紛れもない事実。

『成功したその時は、お前も本当に俺のものになるんだから……覚悟して臨めよ』

　そう忠告しておいたこと、もしあいつが忘れていても、俺は必ず実行してやる。たとえ、今俺の目の前にいる男が、彼女の気持ちを揺さぶっていたとしても。

『あんな顔をさせてまで、彼女をそばに置いておきたいんですか？』

　早乙女の問いかけに対する答えは、決まっている。

「……そうだよ」

　俺は、彼女を笑顔にさせてやれる自信がある。俺がそばにいる限り、不幸になんてさせない。

「あいつの苦しみも悲しみも、全部俺のものにする。夫婦ってのはそういうもんだろ」

　微笑を浮かべて言うと、早乙女はわずかに目を見開いた。結婚していないくせに知ったかぶったが、これは俺の理想だ。

　もし悲しい思いをさせてしまったら、その何倍も幸せを与えてやる。そうすれば、きっとまたやり直せるはず。兄貴たちのように。それで絆が深まっていくのなら――結婚も悪くない。

　そんな風に俺の考えを変えてくれた彼女を想いながら、もう話を切り上げようと腰を上げた。

　応接スペースを出ようとすると、まだ座ったままの早乙女が口を開く。

「……部長はなんでも持ってるから、そんなに自信があるんでしょうね」

　テーブルを見下ろしたまま、ぽつりと呟かれたその言葉は、嫌味でも、敵対心からのセリフでもなく、ただ本音がこぼれただけのように聞こえた。

　そして、ふと思う。もしかしたら早乙女は、兄貴に対抗していた昔の俺と似ているのかもしれない、と。

「……こんな俺が羨ましいのか？」

　後ろを振り向き、淡々と問いかけてみた。図星を指されたように、はっとして顔を上げた彼に、俺は不敵な笑みを向ける。

「欲しいものがあればやるよ。ただし、一葉以外」

　意地の悪い言葉を投げ、ポカンとする早乙女を残してその場をあとにした。

　まだ俺のものじゃないってのに……自分の独占欲の強さに呆れてしまう。だが、本当に大切なものだけは渡せない。

　多少強引でも、望むものは手に入れる――それが俺のやり方だ。
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一世一代の大嘘フィアンセ




　部長の部屋のポストに届け物を入れると、桐絵さんの車ですぐ近くのファミレスへ向かった。

　彼女は職場でたくさん野菜をもらったらしく、部長がいたら、おすそ分けするつもりで帰りに寄ったらしい。「料理しないあの人には、必要ないかもしれないけどね」と、笑っていたけれど。

　桐絵さんはとても気さくで、温かい雰囲気の人だから、ファミレスに入る頃には緊張はだいぶ解けていた。ぱぱっとメニューを頼み、ドリンクバーから飲み物を持ってきて、席につく。

　落ち着いたところで、桐絵さんが話を切り出した。

「まず聞きたいんだけど、零士くんから私のことは聞いてる？」

「はい、少しだけ。昔、料理の知識を教えてもらったって」

「そっか。私も最初はお義と父うさん……あ、由幸さんから、一葉さんのことを聞いたの」

　にこやかな彼女の言葉に納得して、私は頷いた。本当に部長の家族なんだ……と、不思議な気分になりながら。

「零士くんが家に女の子を連れてくるなんて珍しいから、結婚を考えてるのかなーって。そうだとしたら私も家族になるわけだし、一度会いたいなって思ってたの」

　桐絵さんのその好意はとてもありがたいけれど、ここでまで嘘はつけない。うまくやり過ごしてくれる部長がいないと、絶対にボロが出てしまう。桐絵さんはスマイルの人ではないし、理解がありそうだから、正直に言ってしまってもいいと思えた。

「あの、それが……実は結婚なんて話は毛頭なくって、それ以前に付き合ってすらいないんです……」

　肩をすくめて打ち明けると、桐絵さんは目をぱちぱちとしばたたかせた。しかし、それほど驚いた様子もなく、私をまじまじと見つめてこんなことを言う。

「でも、あなたは好きなんでしょう？」

　ドッキン！と心臓が跳ね、ぼぼぼっと顔が火照っていく。なぜおわかりで……。

　目を泳がせ、口をパクパクさせる私を見て、桐絵さんはぷっと噴き出した。

「答えを聞くまでもなさそうね」

　クスクスと笑って、温かいハーブティーに口をつける彼女。

　あっさりとバレてしまった私は脱力する。こんな単純な私が、よく偽装夫婦なんてやっていられるな……。こうなったら、包み隠さず言ってしまってもいいだろうか。これまで散々悩んだことを、吐き出してしまいたい。

「……好きです、部長のこと。好きなんですけど、桐絵さんと元サヤに収まるんじゃないかなとか、いろいろ考えちゃってました」

　苦笑を漏らして白状すると、桐絵さんは目を丸くしてカップを置く。

「零士くん、私と付き合ってたって言ったの？」

「いえ、本人からは何も！　会社の人が、昔、桐絵さんを見たことがあったみたいで、元カノらしいって聞いてたんで……」

「もしかして、それで悩んじゃってたり？」

　深刻そうな顔で私を見つめる彼女に、少しの間を置いて正直に答える。

「……結構」

「ごめーん!!　この間も会社行っちゃったもんね、紛らわしいことして本っ当にごめんなさい！」

「い、いえ！」

　テーブルにおでこがつきそうなくらい、ガバッと頭を下げる彼女に、私は慌てて両手を伸ばした。

　桐絵さんって、一見おとなしそうに見えるけど、案外いいリアクションするんだなぁ。そんなところも親しみやすくて、ちょっぴり笑ってしまった。

　乱れた長い髪を直した彼女は、再び落ち着いて言う。

「私が元カノだって知らないなら、わざわざ言うことでもないし、余計な心配かけないように隠し通そうと思ったんだけど……。知ってるなら、腹を割って話しちゃったほうがいいかな？」

「お願いします。むしろ聞かせてください！」

　意気込む私に、桐絵さんはフフッと笑い、部長とのことを一から語り始めた。




　ご飯を食べつつ、ゆっくり聞かせてもらった話は、なんだかリアルで切なかった。

　部長と付き合っていた時のこと、その間に彼のお兄さんに惹かれてしまったこと、結婚後に不満が出てうまくいかなかったこと……。

　そのすべてを聞くと、部長が結婚願望を持てなくなったのもわかるような気がするし、やるせなかっただろうなと思う。一度は愛した人をお兄さんに譲ったんだもの。そのふたりが幸せにならなければ、部長が報われない。

　サラダの器にフォークを置いた桐絵さんは、目を伏せたまま言う。

「……私、ずっと零士くんに甘えてた。彼といると本当に気楽だったから、遠慮がなさすぎたの。無神経な言葉で傷つけたこともあったし、つい先週も頼っちゃったし」

　先週というと、きっと忘年会のあとのことだろう。あの時はどういう事情だったのか、すごく気になる。

「先週は何があったんですか？」

　トマトクリームパスタをフォークに絡めていた私は、手を止めて聞く。

　すると、桐絵さんはそっとお腹に手を当て、ふわりと微笑む。

「妊娠してることがわかったの」

「えっ……そうなんですか!?　おめでとうございます！」

　まさか、おめでただったとは！　なんとなくよくない事情なのかと思っていたから、真逆でびっくりだ。『あんまり食欲がないから』と言ってサラダしか頼んでいなかったけど、つわりのせいだったのか。

　おめでたい報告で、ぱっと表情を明るくする私に、桐絵さんも嬉しそうに「ありがとう」と言った。けれど、彼女は少しだけ苦笑する。

「本当に予想外だったからすっごく動揺して、ひとりじゃ、いても立ってもいられなくて。遥一も仕事でいなかったし、友達も皆家が離れてるし、零士くんなら……って、無意識に彼を呼んでた」

　私はもちろん妊娠経験がないからわからないけれど、計画的じゃなければ確かに動揺するだろう。そこで部長を呼ぶということは、かなり信頼している証拠だ。

「最近、零士くんは私たちの相談に乗ってくれてたから、その延長で甘えちゃったの。でも、もう絶対こんなことはしないから！　約束するわ」

　私に気を遣ってか、桐絵さんは本当に申し訳なさそうに眉を下げて宣言した。何も悪いことはしていないのに。

　心細い時に、気心知れた人にすがりたくなる彼女の気持ちはわかる。それに……。

「桐絵さんにとっても、部長にとっても、ふたりはもう本当の家族なんですね」

　穏やかな声色で言うと、桐絵さんは私の言葉が意外だったようで、キョトンとした。

　そんな彼女に微笑みかけて、さらに思ったことを率直に口にする。

「家族に甘えたり、助けを求めたりするのは何も間違ってないし、それに応えるのも当然だと思います。……羨ましいです。そんな関係になれることが」

　元恋人というと、どちらかに未練があるんじゃないかと、どうしても疑ってしまっていた。ふたりの事情を知るまでは。

　今話を聞いた限りでは、お互いが家族として認め合っているように思う。そして、そんな信頼関係を築けていることが羨ましい。私も、部長と深い愛で繋がりたい――。

　あー、結婚願望を膨らませてどうするの。こんな願いは持つだけ無駄なのに……。

　部長と桐絵さんとの間には、もう恋愛感情がないということはわかったけど、それでも偽装夫婦は終わりにすると言われているのだ。タイムリミットは迫っている。

　表情を曇らせる私だけれど、それを払拭するように、桐絵さんは笑顔を見せる。

「一葉さんなら、なれるわよ。こんなに心がキレイで魅力的なんだもの、零士くんが放っておくわけがない」

　彼女はなぜか自信たっぷりに言う。

　でも、その言葉は私にはもったいなさすぎて、首をぷるぷると横に振った。

　明日は予定通り、私の両親と会う。彼が何を考えているのかわからないし、どうなるのか見当もつかない。

　悶々としながらも、それからしばらく桐絵さんとの貴重なひと時を楽しんでいた。




　翌日、朝から妙な緊張で落ち着かない私は、朝食もまともに喉を通らず、早めに準備を終えて部長が来るのを待っていた。

　服装はとりあえず、品のよいウエスト切り替えワンピースを選んでみた。その姿と、ゆるふわの下ろした髪を鏡の前でチェックしていると、約束の十一時の五分前にスマホが鳴りだす。彼が来た合図だ。

「はー……行くしかない！」

　これからどうなるんだろう、と不安と緊張を抱えながら、ベージュのコートを羽織ってバッグをつかんだ。

　部屋を出てアパートの階段を下りると、路肩に停めた愛車の黒いハイブリッドカーに寄りかかるようにして、部長が待っているのが見えた。

　ダークグレーのスーツを着こなした彼の姿は、いつもと同じはずなのに、やけに胸が高鳴る。二日間出張で会わなかったせいかな、心臓動きすぎ。姿を見ただけで、こんなに嬉しくてドキドキするほど好きになっちゃって、どうする私……。

　歩調を速くして駆け寄ると、ぎこちなく会釈する。

「お、お疲れ様、です」

「おう、行くぞ」

　助手席のドアを開け、私が乗るまで待ってから運転席へ移動する部長の身のこなしは、執事を彷彿とさせるくらい優雅。なぜか仕事の時のように挨拶してしまい、カチコチになっている私とは大違いだ。

　部長の仕草にすらときめいてしまうわけだけど、彼のこの余裕はどこから来るんだろうか。これから大嘘をつきに親に会いに行くというのに……。

　車を発進させると、部長はやっぱり普段となんら変わりない様子で話しだす。

「わざわざ資料届けてくれたんだな。お前のアイデアもかなり参考になりそうだよ。ありがとう」

　出張から帰ったのも遅かっただろうに、もうチェックしてくれたらしい。笑みを浮かべつつそう言ってもらえて、私はホッとしながら「よかった……」とこぼした。

　そして、思い返すのは昨日の夜のこと。

「昨日、桐絵さんと会いました」

「あぁ、そうらしいな。桐絵から聞いた」

「びっくりしましたよ……まさか、元カノがお兄さんと結婚してたなんて」

「俺も驚いたぞ。もう桐絵は家族だから、昔のことなんて話す必要はないと思ってたのに、なんで付き合ってたことを知ってたんだ？」

　部長は、運転しながらちらりと私を見る。

　会社の駐車場で桐絵さんを目撃したことや、本庄さんから聞いたことを話すと、部長は「本庄に言った記憶が全くない」と言って、首をかしげていた。

　散々悩まされたわけだけど、今はちょっと笑えてしまう。

　それから、『部長ではなく名前で呼ぶように』ということと、『勝手に余計なことを言うな』というふたつの忠告をされた。相変わらず主導権を握る彼の思惑はさっぱり読めなくて、私は曖昧に頷くだけ。

　でも、この人は後先考えずに行動するようなタイプではない。とりあえず言う通りにしておこう。その代わりに、部長の頭と心の中は、あとでたっぷりと見せてもらうんだから。

　そうして、実家に着いたのは正午を少し過ぎた頃。部長改め零士さんは、手土産も用意してくれていて、その菓子折りを持って車を降りた。

　さすが数々の商談を行ってきた部長様だ。こういう場に慣れているのだろう、堂々としていて品格もある。逃げ出したい気持ちになっているのは、この私だけ。

　それでも、門を抜けて玄関の前まで来ると、意を決してインターホンに人差し指を伸ばす。

「お前、もう俺から逃げられないからな」

　ピンポーン、と音が鳴ったと同時に、零士さんがそんなことを言い放った。ギョッとして隣の彼を見上げると、キレイな顔に意味深な笑みを浮かべている。

　ど、どういうこと？　ちょっとブラックな響きだし……。

　私が眉をひそめる間にも玄関のドアが開かれ、「お帰り、一葉！」と、男女の賑やかな声が聞こえてきた。……って、花苗までいる！　家族三人、総出でお出迎えだ。

　笑顔の両親と、わくわくしている妹に、「ただいま……」と言って中に入る。

　私に続いて零士さんが姿を見せると、辺りが一瞬静かになった。

　彼はにこりと完璧な笑みを浮かべ、一礼する。

「今日はお招きいただいてありがとうございます。一葉さんとお付き合いさせていただいています、坂本零士と申します」

　……さぁ、一世一代の大芝居の始まりだ。

　ひとりハラハラしている私はさておき、零士さんを凝視していた三人は、ぱぁっと顔を輝かせる。

「君が零士くんかー！　いや、よく来てくれたねぇ」

「こんな素敵な人を見つけてくるなんて……でかしたわ、一葉！」

「嘘だぁー！　お姉ちゃんがこんな大人イケメンを捕まえるなんてー!!」

　三人が口々に話しだし、お父さんは零士さんと握手までしているけど、彼は笑顔を絶やさない。「入って入って！」と皆に促され、私たちは部屋に上がった。

　賑やかな家族だわ……と、ものすごく複雑な気分で他人事のように見ている私だけど、ひと言言いたい。

「なんで花苗までいるのよ」

　皆でダイニングに向かう途中、無愛想な声を妹に投げた。まぁ、聞かなくてもなんとなくわかるけど。

　頬をピンク色に染めた花苗は私にすり寄り、興奮ぎみに言う。

「ムコ殿にお目にかかるために決まってるじゃん！　それにしてもびっくり～。あんなイケメンがあたしのお義に兄いさんになるなんて、超ラッキー！」

「ミーハーだなぁ……」

　私の予想は大体当たっていて、ため息を吐き出した。

　喜んでいるけど、これが全部嘘だったと知ったら、ひっくり返るだろうな……。花苗だけじゃなく、お父さん、お母さんも。

　ダイニングには、すでにたくさんの料理が並べられていて、私の心配をよそに和やかな食事会が進められていく。

　私の隣に座る零士さんは、すっかりこの場に馴な染じんでいるし、当然いつものブラックさなんて微み塵じんも感じさせない。それどころか……。

「一葉さんが料理上手なのは、お母さん譲りですね」

　美味しそうに茶ちゃ碗わん蒸しを食べながら、零士さんは私たち母おや娘こをさらりと褒める。

　ぽっと頬を染めたお母さんは、「もう、おだて上手なんだから～！」とご満悦。

　あぁ、どんどん彼の株が上がっていくよ……。本当にどうするつもりなんだろう。

　複雑な気分で黙々と箸を進める私だけど、お父さんも上機嫌だ。

「零士くんはお母さん似だな。お兄ちゃんの遥一くんには会ったことがあるんだが、昔のよっしーによく似ててね」

「そうですね。写真を見ると兄は父にそっくりですよ」

　ふたりのたわいない会話がいったん途切れた隙に、私の向かいに座る花苗が、テーブルに身を乗り出す勢いで零士さんにずいっと迫る。

「ねぇ零士さん、お姉ちゃんのどこが好きなんですか？」

　真顔で突拍子もない質問をするから、私は飲んでいたお茶を噴きそうになる。

「っ、ちょ、花苗……！」

「照れないのー。さっきから、めっちゃくちゃ気になってたんだもん」

　興味津々で目を輝かせる花苗に、「それは私も聞きたいかも」とお母さんまで便乗してくる。

　お父さんもなんだかそわそわして耳を澄ませている。

　な、なんて返すんだろう……。

　隣をちらりと見上げると、箸を置いた彼は、少しだけ考えるように目を伏せ、ゆっくり口を開いた。

「……純粋で、まっすぐなところですかね。自分には足りない部分なので、そこに惹かれました」

　穏やかな笑みを浮かべる口からそんな言葉が紡がれて、私は目を見開く。

「一葉さんといると、自分が優しい人間になれるような気がするんです。大切なことを思い出させてくれるし、それを守るための活力ももらえる」

　漆黒の瞳がこちらに向けられ、一瞬だけれど、視線が強く絡み合う。

「いつの間にか、失いたくない存在になっていました」

　――ドクン、と心臓が突き動かされる。

　零士さん……今のは出まかせですよね？　本当はそんなこと、思っていないんですよね？

　そんなに優しい顔で、声で言われたら、勘違いしてしまう。ふいにじわりと涙が込み上げてきて、私は咄嗟にうつむいた。花苗は私が照れていると思っているようで冷やかしてくるけど、違うのよ。これが本心じゃないと思うと、もう悲しすぎて……。

「……零士くんは、本当に婿になってくれるのかい？」

　膝の上でぐっと手を握り、涙をこらえていると、お父さんが落ち着いた声で問いかけるのが聞こえてきた。

「養子に入れとか、結ゆい納のうを必ずしたいとか、そんな堅苦しいことは考えていないんだ。ただ、坂本の名前と土地を残したいだけでね。あとはまぁ、俺たちの老後の面倒を見てもらえたらありがたいが」

　お父さんは小さな笑いをこぼして、お母さんと目を合わせる。

　私も再び零士さんを見やると、彼は迷いのない瞳で、しっかりと頷いた。

「もちろんです。そのつもりで、一葉さんと生きていくことを決めました。婿であってもそうでなくても、私の役目は、愛する人とその家族を守ることに違いありませんから」

　凜とした彼に、皆は安堵と感心が混ざったような眼差しを向けて、頬を緩める。

　私は胸が苦しくなる一方、本当にこれが嘘なのかと疑いたくもなってきた。だって、いくら婚約者のフリだとしても、こんなにはっきり宣言してしまうなんて……。

　零士さん、あなたの本心は一体なんなの？










偽装夫婦が終わる時




　食事のあとは、零士さんが買ってきた茶菓子をお供に、ティータイムに突入した。

　皆のマシンガントークに付き合わされたおかげで長居してしまい、実家をあとにしたのは三時半頃。零士さんは『一葉をよろしく！』とお父さんたちに念を押されていたけど、私は逃げるように車に乗り込んだのだった。

「……零士さん、どういうつもりですか？」

　車が帰り道を走り始めてすぐ、私は不機嫌な声を漏らした。なんだか今日一日で、もう心が疲弊し切っている。

　そんな私に気づいているはずなのに、零士さんは満足そうな笑顔で話す。

「うまくいってよかったよ。明るくていい家族だな」

「何、呑のん気きなこと言ってるんですかっ！」

　くわっと険しい顔を運転席に向ける。余計疲れるだけだから怒りたくないのに。

「皆もう、完全に信じてますよ!?　あんなことしたら、零士さんだって困る――」

　その瞬間、またしてもぶにょっと頬をつかまれた。右手ではハンドルを握りながら。なんて器用な……。そしてブサイクだろう私に、彼は無表情でぴしゃりと言い放つ。

「今はまだ質問は受けつけない。着いたら起こしてやるから、黙って寝てろ」

　きぃぃ、悔しいっ！　まだ教えてくれないわけ!?

　どうにかこうにか憤りを抑え、「寝ません！」と吐き捨ててぷいっとそっぽを向いた。




　……しかし、ふいに肩をぽんぽんと叩かれる感覚と、「一葉」と呼ぶ声がする。

　はっとした私の目の前には、いつの間にか暗闇に包まれている景色があった。

「あれっ!?」

「よく寝てたな。着いたぞ」

　シートから背中を離すと、微笑みながら私の顔を覗き込む零士さんが間近にいて、心臓がぴょこんと跳ねる。

　私、結局眠っちゃったのか……っていうか！

「ん!?　ここ、どこですか!?」

　てっきりアパートまで送ってくれるものだと思っていた私は、車窓から見える景色が明らかに違うことに気づいて、ギョッとした。

　辺りをキョロキョロと見回すと、たくさんの車が並んでいて、どこかの駐車場にいるのだとわかる。そして駐車場の向こうには、建物の陰から色とりどりの明かりが少し見えている。

　もしかして、イルミネーション……？

　なんで？と疑問ばかりが渦巻いてポカンとしていると、車を降りた零士さんが助手席側に回ってきた。ドアを開け、手の平を上に向けて私に差し出してくる。

「ほら、行くぞ」

　彼は優しく微笑んでいて、差し出された手にもドキリとする。まだわけがわからないけれど、誘いざなわれるままに、少し遠慮がちに手を伸ばしてみた。

　すっとその手を取られ、自然と助手席から降ろされる。吐く息がすぐに白くなるけれど、触れた手は温かい。

　そのまま、建物のほうへ向かっていく。まるでエスコートされているお姫様にでもなった気分で、ドキドキしながら彼の斜め後ろを歩いていた。目覚めたばかりだし、まだ夢の中にいるみたいに現実味がない。

　建物に近づいていくと、そこは私も知っているフラワーパークだということがわかった。中には入ったことがないけれど、レンガづくりの建物がオシャレだなと思っていたところだ。

　ゲートをくぐってびっくり。ゴージャスな装飾が施された大きなクリスマスツリーや、庭園に広がる海のような青いライト、虹色のトンネルのようなアーチ……。

　光の魔法にかけられたような美しい景色が広がって、私は思わず感嘆の声をあげた。

「うわぁ、キレイ……!!」

「噂には聞いてたが、結構すごいな」

　淡々と言う零士さんだけど、興味深げにぐるりと周りを見回している。そして私たちは、自然と園内を同じ歩幅で歩きだした。

　凝ったイルミネーションの数々を目にしていると、寒さも気にならない。ここへ来た理由も、今はどうでもよくなってくる。

「ねぇ見てください、教会みたいなのがありますよ！」

　神秘的な建物を映し出す淡いオレンジ色の明かりに惹かれ、私は子供みたいに零士さんの手を引っ張る。〝しょうがねぇな〟と言いたげに笑う彼と一緒に、教会を模したその建物の前で足を止めた。

　私たちの足元には、いくつものキャンドルが灯ともされ、温かな光がゆらゆらと揺らめいている。

「キャンドルも素敵～！」

　うっとりと眺めていると、零士さんがふいに独り言のように言う。

「せっかくだから夜景じゃなくてイルミネーションにしたけど、これもアリか」

「え？」

　首をかしげて彼を見上げると、優しいけれど情熱をたたえた眼差しに捕らえられ、ドキリと胸が鳴る。

　彼は真剣な表情で私を見つめたまま、再び口を開いた。

「さっき俺が言ったこと、全部デタラメなんかじゃねぇぞ。お前の両親にまで嘘をつくほど、俺の心根は曲がっちゃいない」

　――デタラメじゃ、ない？

　私は目と口をポカンと開き、固まる。

　え……今、聞き間違えた？　嘘じゃなければいいのにと強く願っていたから、まさかこれは都合のいい妄想？

　バグが起こったみたいにフリーズする私に、零士さんは少しだけ照れたような微笑を見せる。

「俺を落とした、お前の勝ちだ」

　嘘……本当、なの？

　まだまだ信じられなくて、私は彼を穴が空くほど見つめたまま。

「ほんと……ですか？」

　震える声で問いかけると、零士さんはコートのポケットから取り出した何かを差し出してくる。

「これが証拠」

　手の平に載せられた物は、白いリボンがかけられた四角い小さなケースだ。まさか、まさか……と、勝手に中身を想像して心臓がバクバクと踊りだす。

　これまた震える手で箱を開ける。想像通りの物が顔を出したのだけれど、よく見るとさらなる衝撃で息が止まりそうになった。

「っ、これ……！」

　三つの小さなダイヤが連なった、可憐なデザインのシルバーのリング。見覚えがあるそれは、東京でデートした時に私が気に入った、あの指輪だったから。

「えっ、な、なんで……!?」

「出張先、東京だったから」

　うろたえる私に、彼はいたって冷静な顔でさらりと告げる。

　私が気に入った物を覚えていて、出張中に内緒で買ってきてくれたなんて、感動しないわけがない。しかも、それが指輪って……もう涙を抑えるのは不可能だ。

　顔を歪ませる私の手にある箱の中から、彼は指輪をつまみ上げる。そして私の左手を取り、薬指をゆっくりと通した。

　ぴたりとはまったリングは、イルミネーションよりもキレイな光を放っているように見える。

「あの時、見ただけでサイズを当てた店員、さすがだな」

　感心したように言う零士さんだけど、なんでそんなに普通なのよ、もう。サイズまで覚えていてくれたなんて、こっちは驚きと感動で胸がいっぱいだっていうのに。

「もー、なんで……なんでこんな……」

　お礼を言わなければいけないのに、感極まっているせいで、可愛いげのない涙声が口をついて出てしまう。

　けれど、そんな私の身体に彼の腕がふわりと回され、柔らかな髪が耳をくすぐる。

「一葉のことが好きだからに決まってる」

　耳元で囁かれた言葉は、ずっと待ち望んでいたもので――。

「俺と結婚してほしい」

　真剣でいて、温かく柔らかな声が私を包み込んだ。息が止まりそうなうえに、さらに幸福の矢で心臓を撃ち抜かれたような衝撃が走る。

　れ、零士さん、私を殺す気ですか……！

　腰が砕けそうになりながら、私を抱きしめる彼の背中に、遠慮がちに手を回す。

「本当に……いいんですか？　私なんかで……」

「お前がいい」

　迷いなく答えてくれて、涙がとめどなく溢れる。

　少しだけ身体を離すと、彼はぐしゃぐしゃの私の顔を見つめて、甘く微笑んだ。

「本当の夫婦になろう」

　コクコクと頷きながら、嗚お咽えつ交じりに「お願いします」と応えた。安堵したように表情を緩める零士さんに、頭を引き寄せられ、再び優しく抱きしめられる。

　夢じゃないんだ、本当に……。

　周りの人の視線も気にせず、私は涙が落ち着くまで彼の腕の中で目を閉じていた。

　こんなにロマンチックな場所で、素敵な指輪と一緒にプロポーズしてもらえる日が本当に訪れるなんて、思いもよらなかった。さらっと指輪を渡されたあとに、こうやって抱きしめて愛のフレーズを囁いてくれるのも、まさに理想通りだし……。

　……と、そこまで考えた私は、ふと後輩たちから質問攻めにあった忘年会のことを思い出す。

『夜景を見ながら、〝やるよ〟って指輪渡されて、何、そのぶっきらぼうな感じは！　と思ったら、ハグされて〝結婚しよ〟って』

　零士さんはさっき、『夜景じゃなくてイルミネーションにしたけど、これもアリか』と言っていたっけ。……まさか。

　ぱっと顔を上げ、優しい瞳で私を見下ろす彼と目を合わせる。

「零士さん、もしかして忘年会の時、私たちの会話を聞いてました？」

　問いかけると、一瞬キョトンとした彼は、「なんのことだ」と言って不敵に笑った。

　このちょっぴり含みのある笑い……きっとそう。私が言ったのを聞いていたんだ。もしそうでなくても、私の理想を叶えてくれた。こんなことをしてくれる人に出会えるなんて、私はめちゃくちゃ幸せ者だよ。

　知らんぷりしている零士さんに笑みをこぼしつつ、首を小さく横に振る。

「いえ、なんでも。ただ……大好き、です」

　尽きることのない感謝と愛を込めて、想いを伝えたものの、言ったそばから恥ずかしくなって、彼の胸に顔をうずめた。

　それに応えるように、私を抱きしめる腕の力が強くなる。

　あぁ、愛しい気持ちが同じって、こんなに幸せなことなんだ――。




　それから、また彼と手を繋いで園内をゆっくり歩く私は、あやふやな部分を明らかにすべく質問してばかり。

「いつから、その、私のことを……？」

　恥ずかしいけど、やっぱりこれは気になって、口ごもりながら聞いてみた。

　対する零士さんは、淡々と答える。

「はっきり自覚したのは最近だけど、多分、この関係を始めた時から、惹かれてたんだろうな」

「そっ、そんなに前から!?」

　それは予想外で、私は目を丸くした。今思えば、私もよく話すようになった頃から零士さんに惹かれていたのだろうけど、まさか彼も同じとは……。

　でも、そうなると、新たな疑問がまたひとつ浮かぶ。

「じゃあ、どうして今の今まで言わなかったんですか？　いきなりプロポーズって、心臓に悪いです……」

　想いを確かめ合って、恋人になってからプロポーズをするのが、きっと一般的な順序。もっと早くに気持ちを伝えてくれてもよかったはずなのに。決して文句があるわけじゃないけれど、単純に理由が気になる。

　いたずらっぽく口角を上げた、零士さんの答えはこうだ。

「俺の気持ちがわかってたら、プロポーズのサプライズ感が薄れるだろ。一葉のひょっとこみてーな驚き顔も見たかったし」

「何げにひどい」

　確かにものすごく威力のあるサプライズだったけど、私、そんなに変な顔をしていたのかな……。

　ちょっぴり肩を落としていると、反抗心みたいなものが生まれてくる。

「私が断る可能性だってあったのに、よくこんな大胆なことしましたね」

　口を尖らせて、少し嫌味っぽい口調で言ったものの、彼の余裕ぶりは変わらない。

「そんな気なかったくせに。この間会議室で話した時、お前の言葉は〝好き〟って言ってるように聞こえたぞ」

　ドキリ、と心臓が動く。

　あの時零士さんが、『お前の気持ちはわかってる』と言ったのは、『偽装夫婦という関係を終わらせたい』という私の気持ちを汲み取ったのだと思っていた。

　でも、そうじゃなくて、零士さんへの想いがバレバレだったわけね……。あぁ、なんかすごく恥ずかしい。

「それに、俺も断らせる気なんてなかったから」

　してやられた気分でうなだれていると、零士さんの力強い声が聞こえてきた。

　さすが自信がおありで……。あっぱれだなと、もはや感心する。

「今日、両親に挨拶したのはそのためだよ。お前を逃げられなくするため」

　さらに、謎だった彼の思惑を打ち明けられて、そうか！とピンときた。

「だから『終わりにするのは土曜のあとだ』って言ったんですね!?」

　はっとして彼を見上げれば、やっぱり不敵な笑みを浮かべている。

　両親に結婚の意志を伝えてしまえば、私はもうあとに引けなくなる。そうすれば、きっと私は断れないだろうと踏んだ、ということか……。なんと恐ろしい強硬手段！

　顔を引きつらせる私を一瞥した彼は、涼しげな表情できっぱりと言い放つ。

「俺が部下からなんて呼ばれてるか知ってるだろ。欲しいもののためなら手段は選ばない」

　さ、さすがはブラック部長様……ここまでするとは思いませんでした。でも、そうまでして私を欲しがってくれたということ。その気持ちはやっぱり嬉しい。

「……ようやく零士さんのものになれて、本当に幸せです」

　繋いだ手にギュッと力を込め、温かいため息を漏らした。

　いつの間にか園内を一周していて、ゲートの向こうには暗闇が広がる。ロマンチックな余韻を残して駐車場に向かいながら、零士さんはこんなひと言を口にする。

「まだだろ」

「えっ？」

　何が〝まだ〟なのか、すぐにはわからず、隣を振り向いた。

　夜空の星を背負った彼は、どこか妖艶な瞳で私を見下ろす。

「まだ、一葉の全部は俺のものにしていない」

　そう言われて数秒後、意味を理解した私の顔は、ぼっと熱くなった。

　そういえば、結婚生活において大事なことで、まだシミュレーションしていなかったことがあるじゃない！

　駐車場の途中で思わず足を止めてしまった私に、零士さんが少し身を屈めて顔を近づける。

「……身体も愛されなくていいのか？」

　耳元で響く、セクシーな誘惑の声に、ドッキン！と心臓が激しく飛び上がった。そんなの、答えは決まっているけど恥ずかしすぎる。

　熟うれたイチゴみたいに真っ赤になっているだろう顔をうつむかせると、彼はクスッと笑う。

「ま、嫌っていう選択肢はないけどな」

　また出ましたよ、黒い発言が！

　とはいえ、こんな強引さはちょっぴり嬉しくもある。でも、ただ従うだけじゃなくて、私もちゃんと伝えなくちゃ。自分の意志を。

「……愛されたい、です」

　車に乗る直前、繋いだ手を離す前に呟いた。真顔で私を見つめる彼を一瞬見上げ、少しだけ照れ笑いを浮かべると、すぐに助手席に乗り込む。

　恥ずかしくて、そそくさとドアを閉めようとした瞬間、それを押さえて零士さんが私に接近してきた。

「っん――！」

　あっという間に唇が奪われる。甘噛みみたいなキスをされて、びっくりしている間に唇は離れていった。

　私がもたれるシートに手をついた彼は、初めてキスをした時と同じ、獣のような瞳で私を捕らえる。

「そうやって煽るのは俺だけにしてくれよ」

「っ、当たり前じゃないですか！　っていうか、煽ったわけじゃ……！」

　意図的にできるほど偏差値は上がってないですから！と言いたくなっていると、零士さんは呆れたような笑いを漏らしつつ言う。

「お前はもう少し、自分の可愛さを自覚しろ」

　……か、可愛さを？　これって、褒められていると思っていい、のかな。

　勝手にそう解釈して、ちょっぴり喜んでしまいそうになっているうちに、零士さんは運転席に回り、車を発進させる。

　向かう先は、彼のマンション。ついにその時が訪れるのかと思うと、私の心臓は壊れそうなほど激しく鳴っていた。




　零士さんの部屋にお邪魔するのはもう慣れているけれど、寝室には入ったことがない。

　街の明かりが見渡せる大きな窓、その脇にある心地良さそうなベッド。

　それを目に映した私の緊張はピークに達する。

「……一葉」

　カチコチに固まる私の後ろからふわりと抱きしめられて、ビクッと身体が震えた。

　零士さんは苦笑を漏らして、私の髪に顔をうずめる。

「そんなに怖がるな。相手の身体を気遣わないようなセックスはするつもりないから」

　ひゃー、なんか恥ずかしい！

　でも、さすがは大人の男。そんな余裕のある発言に、ますます惚ほれてしまう。背中に彼の体温を感じながら、私はひとつ深呼吸をして、気持ちを落ち着かせてから言う。

「……怖くはないです。零士さんが優しいのは知ってるから」

　ゆっくり後ろを向けば、少しはにかんだ彼がいて、私も自然と笑みがこぼれる。そのまま唇を寄せ合い、キツく抱きしめ合った。

　次第に濃厚になっていくキスに頭をクラクラさせながら、服を脱がされていく。優しくベッドに倒され、肌を隠す下着すらも取り払われて、もう死にそうなほど恥ずかしい。

　けれど、至るところに落とされるキスと、身体を滑る手に、初めて与えられる快感には抗あらがえない。

　彼は愛おしそうな眼差しと、時々意地悪な目を私に向け、私を翻弄しては甘い啼なき声をあげさせ続けた。

　そうして、ゆっくり時間をかけて解きほぐされていった身体は、痛みに耐えながらも、なんとか彼を迎え入れた。

　乱れる呼吸、上がる体温。ふたりのそれがひとつに重なる行為は、想像していたよりも、ずっとずっと幸せなものだった。このまま、いつまでも溶け合っていたいと思うくらいに。

　初めての経験の余韻を引き連れ、身体のだるさと覆い被さる愛しい重みをしばらく感じていた。

　すると、私の胸を枕にしている零士さんが、私を抱きしめたまま呟いた。

「離したくねぇな……」

　胸がキュンと締めつけられ、ちょっぴり可愛い彼の髪を撫でる。

　すると、何げない調子でこんなひと言が飛び出した。

「ここで一緒に暮らすか」

「えっ!?」

　思わず声が裏返ってしまった。

　もう同どう棲せいするの!?　嬉しすぎるけど、こんなに急でいいのかな……。

　そんな私のためらいは、「夫婦になるんだから、なんの問題もねぇだろ」という零士さんの声であっさり消えていく。

　そうだ……私たち、本当に夫婦になるんだもんね。徐々に結婚が現実味を帯びてきて、顔がニヤけてしまう。

「すぐ荷造りします！」

　張り切って言うと、上体を起こした零士さんは、フッと柔らかな笑みをこぼして、甘いキスを落とした。

　これから、こんな時間が毎日過ごせると思うと、幸せすぎてバチが当たりそうだ。

　でも絶対、極上の結婚生活を送ってみせるんだから……！










これはまさしく電撃結婚




　めでたく想いが通じ合った、夢のような週末はあっという間に過ぎていった。

　会社では今まで通り、普通に過ごそうと思っていたけれど、ついに火曜日、恐れていた事態が起こった。

「一葉ちゃん、ちょっと」

　出社した途端、中谷さんに腕を引かれて、オフィスの外に連れ出された。給湯室の前に立ち、私はキョトンとして、深刻そうな顔をする彼女を見つめる。

「どうしたんですか？」

「営業部の中で噂になってるのよ。一葉ちゃんたちが……本当は結婚してないんじゃないか、って」

　言いにくそうにしながら口にされ、私は「えっ!?」と声をあげて目を丸くした。

　嘘……。給湯室での話を聞いたのは金曜だったから、昨日の間に広まっちゃったってこと!?　丸山さーん！

　中谷さんは困ったように眉を下げて、軽く説明してくれる。

「丸山さんが言いだしたみたい。婚姻届の受理証明書を出してないらしいって。何かの間違いよね？」

　ここは『間違いです』と言っておかなければ、と口を開きかけた、その時。

「迷惑極まりないですね、あらぬ噂を立てられちゃ」

　大好きな人の落ち着いた声が聞こえたかと思うと、私たちの間にその人物が現れた。いつの間にか話を聞いていたらしい零士さんだけど、やっぱり全く動じていない。

　そんな彼を見て、中谷さんはホッとしたような笑顔になる。

「そうよねぇ！　奥さんしっかり守ってあげてよ、部長」

「当然です」

　ぽんっと背中を叩かれた零士さんは、不敵な笑みを浮かべてそう答えた。

　あぁ、私にもその余裕を少し分けてほしい……。

　先にオフィスに戻っていく中谷さんを見送り、私は不安げな瞳で彼を見上げる。

「皆、丸山さんが言うことを信じちゃってたら、どうしましょう……」

「何も心配する必要ねぇだろ。堂々としてろ」

　私の頭にぽんぽんと手を乗せ、彼もオフィスへと歩きだす。

　そう、堂々としていなければ、ますます疑われてしまう。だから気にしないようにしなければ……と自分に言い聞かせて、私もあとに続いた。

　しかし、丸山さんが人とコソコソ話しているのが目に入り、気になってしまう。仕事の件で零士さんと話していても、営業マンからの視線をビシバシと感じる。

　話を終えてデスクに戻ろうとした時、早乙女くんと視線がかち合った。彼も噂を聞いたのだろう。でも、疑うというより、心配してくれているように見えた。

　居心地の悪い時間を過ごしていると、午後二時を回った頃、オフィスのドアが開いて、ある人物が姿を現す。ひょろりとした体型で、少し額の面積が広く、笑うと目がなくなるような愛嬌のあるその人は、わが波月支店の支店長様だ。

　彼がここに来ることはあまり多くない。見るからに優しそうなおじさまだけれど、やっぱり支店長がお見えとなると皆の背筋も伸びる。

　皆と挨拶を交わしながら、支店長が向かうのは零士さんのデスク。

　彼も立ち上がって会釈した。

「支店長、お疲れ様です」

「お疲れ様。坂本くん、来年立ち上げる支店の件なんだが……」

　用件を話し始めるふたりを視界に入れつつ、事務作業を再開すると、しばらくして仕事とは関係なさそうな言葉が聞こえてきた。

「それはそうと……君たち、まだ私に言ってないことがあるんじゃないか？」

　しん、とオフィス内が静寂に包まれ、皆が反応しているのがわかる。

　そして、支店長が明らかに私を見ていることに気づき、ギクリとした。

　まさか……このタイミングで、偽装夫婦なんてふざけたことをしていたのがバレてしまったとか!?

「何がですか？」

　しらばっくれる零士さんだけど、私は気が気じゃない。

『支店長にバレた時は終わる時だ』という零士さんの言葉を思い出し、内心ハラハラしながらふたりに注目していると、支店長は、ははっと笑ってこう言った。

「結婚式のことだよ～。いつ挙げるんだい？」

　………けっ、こんしき？　あぁなんだ、そのことだったのか……！

　それを聞いて、私はホッと胸を撫で下ろした。

　でも、社員の皆は、私たちが偽装夫婦で、嘘をついていたのがバレたのだと思っていたのだろう。

　予想外のセリフで皆がポカンとする中、零士さんはフッと笑みを漏らして口を開く。

「夏までには、と思ってます。私の父が体調不良で見送ろうと思ってたんですが、最近奇跡的な回復を遂げまして」

　なっ……ヨシさん、ピンピンしていたのに！　もしかして、『式を挙げていないのはおかしい』という疑いを晴らすために、理由をでっちあげたの？

　さらりと出まかせを言ってのける部長様に苦笑していると、支店長は満面の笑みを浮かべて頷く。

「そうか、それはよかったなぁ！　坂本さんの花嫁姿も楽しみにしてるよ」

「あ、は、はい！」

　急に話しかけられて、反射的に返事をしてしまった。皆の視線が突き刺さって、いたたまれない……。

　支店長は「公私ともに、これからも頑張ってくれ」と私たちにエールを送り、ニコニコしながら去っていった。

　オフィス内はざわめきだし、私の斜め前の席にいる丸山さんも困惑しているようだ。

　その微妙な空気は、零士さんのわざとらしい咳払いによって断ち切られた。彼は再び静まり返る皆を見回しながら、無表情で話しだす。

「三月から営業を始める支店での、新人の教育係をうちから送ることになっている。営業成績、適応力、その他もろもろ考慮して、俺の一任で選ぶから覚悟しておけよ」

　営業マンたちが若干顔を引きつらせるのをよそに、「それと」と続けた零士さんは、ビジネスバッグをデスクの上に置き、中を漁りだす。

　取り出された物は一枚の紙切れ。それを手にしたまま、彼はデスクを離れた。

「最近、くだらねぇことを言ってるヤツがいるみたいだが……変な噂に踊らされてるお前らが見たい物は、これか？」

　彼は冷たい声色で言いながら、丸山さんのそばに立ち、彼女の目の前で用紙を掲げて見せつける。

　ギョッとする丸山さんは、すぐにこれでもかというほど目を見開き、ヒュッと息を吸い込んだ。

「じ、受理、証明書……!?」

　口をパクパクさせながらこぼれた言葉に、私もドキリとさせられた。

　零士さんが手にしている物は、問題の婚姻届受理証明書。こんな風に見せつけるとは、なんと大胆な……！

　呆然とする丸山さんから、ぱっと証明書を離した彼は、片手をポケットに突っ込み、ゆっくり歩を進めながら言う。

「心配しなくても、このコピーは佐原部長の手元にある。それより、個人情報が載ってる書類を盗み見て、堂々と暴露するような非常識なヤツは、どこのどいつだろうな？」

　静かな怒りを滲ませる声と、鋭い眼差しが丸山さんに向けられると、彼女は青ざめた顔で凍りついていた。

　あぁ、丸山さんが盗み見たわけじゃないのに……。

　嘘をついていた自分のことは棚に上げて、有無を言わせなくするブラック部長様は、私のほうにどんどん近づいてくる。

　ま、また何かやらかしてくれそうな予感。

「お前らも、人の噂してる暇があったら……」

『契約の一本くらい取ってこい』と、以前と同じことを言うのかと思いきや――。

「このくらい、いい嫁を捕まえろ」

　私の肩をぐいっと抱き寄せ、魅力的な笑みを浮かべてそう言い放った。

　ほら、ニヤけてる中谷さん以外、皆ポカンとしちゃってますよ！　いくらもう、私たちの関係がニセモノじゃないとしても、こんなにアピールしなくても……。




　実は私たち、本当の本当に結婚したのです。想いが通じ合った、その翌日に。

　支店長がああやって言ってきたのは、昨日報告していたから。証明書も、もちろん本物だ。

　土曜日の夜、零士さんの腕の中で愛し合った余韻に浸っていた時……私は大事なことを思い出した。





＊　＊　＊






「あぁ！　大変です、部長！」

「なんで〝部長〟に戻るんだよ」

　裸のままガバッと上体を起こした私を、彼は冷めた目で見上げる。

　会社でのことを思い出したら、つい普段の呼び名が出てしまった。

　それより、昨日丸山さんが給湯室で話していた件と、早乙女くんに気づかれてしまったことを伝えなくちゃ！

　かくかくしかじかと説明すると、零士さんは悪巧みするように口端を上げる。

「俺を甘く見るな」

　そう言うや否や、彼は裸のままベッドから出てしまった。

　露わになる引きしまった身体を目にして、今さらながらドキッとしてしまう。

　なんとなく毛布の中で膝を抱えて丸くなっていると、またベッドに戻ってきた彼が、一枚の紙を私の前に掲げる。

「今すぐ、これにサインしろ」

　強引なひと言と、茶色い文字が飛び込んできて、思わず目と口を大きく開けた。

　それは――なんと本物の婚姻届。しかも、零士さんのほうはすでに記入されていた。

「ぅえぇーっ!?」

　私が雄お叫たけびをあげることは、容易に想像がついていたのだろう。

　零士さんはおかしそうにククッと笑う。

「俺の戸籍謄とう本ほんはもう用意してあるから、明日お前のを取りに行くぞ」

「え、え、ちょっと待って、なんでこんなに準備万端なんですか!?」

　動揺しまくりであたふたする私に、彼はあっさりと言ってのける。

「すぐにでも、一葉と一緒になりたかったから」

　思わぬ嬉しい言葉に、私はぴたりと動きを止めて、婚姻届から零士さんへと視線を移す。

　彼は何食わぬ顔で、衣服を身につけていた。

「証明書の件は、出張前に『気づかれたかもしれないぞ』って佐原さんから聞いてたんだ。だから、ちょうどいい機会だなと」

　そっか、零士さんも知っていたのか。それで準備を急いだのはわかったけれど、私は大事なことに気づく。

「でも、明日は日曜だから市役所はやってないんじゃ……」

「調べたら、お前の地元の市役所は、第二日曜は窓口が開いてるらしい。見計らったようなタイミングのよさだな」

　得意げに口角を上げた彼は、私の心配を払拭してくれた。

　確かにタイミングよすぎ！　神様が味方してくれているのかな。というか……私たち、本当にもう夫婦になるの？　交際期間たった一日の電撃結婚ですよ!?　急展開すぎて頭がついていかない。

　呆然としながら婚姻届を見つめていると、ベッドに腰かけた零士さんが、用紙のある部分を指差す。

「証人は兄貴たちに頼んだ。今朝、お前を迎えに行く前にあいつらの家に行ったんだが、喜んで引き受けてくれたよ。その時に、桐絵からお前と会ったことも聞いた」

「そうだったんですね……！」

　示されたところを見てみれば、確かに桐絵さんと遥一さんの名前がある。ふたりが証人になってくれたというのは、なんだか感慨深くて、心が温かくなった。

「ヨシさんたちにも報告したんですよね？」

　ここまでするということは、当然了承を得ているんだろうけど、と思いながら確認すると、意外な事実が飛び出す。

「親父から、『一葉ちゃんが婿候補を連れてくるらしいぞ』って聞いた時に、『それ俺』って言っといた。だから、親父たちの間じゃ、もう納得し合ってるよ」

「そっ、その時から!?」

　私は驚きで目を丸くした。

　だって、お父さんからその話を出された時点で、零士さんの作戦は始まっていたということだもの。この時から、すでに私には拒否権なんてなかったのだ。彼は「外堀を埋めておくのは鉄則だ」と言って、したり顔をするから、開いた口が塞がらない。

　なんて大胆なやり方……。付き合ってもいないのに結婚に向けて動いていたなんて、誰が予想できただろうか！

　ヨシさんたちに、改めて挨拶しに行かなきゃ。私の家族には『予定が変わって、すぐ入籍することにした』と一報しておけば大丈夫だろうけど、なんだか妊娠したのかと思われそうだ。絶対、大騒ぎするだろう三人の姿を想像すると、少々気が重くなる。

「証明書は平日じゃないともらえねーらしいから、月曜になったら俺が休憩中にでも取りに行く。これで疑われても問題ない」

「完璧ですね」

　零士さんの策士っぷりには脱帽する。まさか、ここまでしてくれるとは思わなかった。ちゃんとした恋人になる前から、私なんかと本当にこれからの人生を歩む決意をしてくれていたなんて。

「疑ってたわけじゃないけど……零士さん、本当に結婚する決心をしてくれてたんですね」

　強引なやり方には驚いたけれど、やっぱり嬉しくて、口元を緩めながら言った。

　私にカーディガンをかけてくれる零士さんは、優しい目をして私の肩を抱く。

「最初に言っておいただろ。『バレたら俺が責任取る』って」

「そういう意味で言ってなかったくせに」

　ボソッとツッコむと、彼は私の頭を撫でながら、おかしそうに笑う。

「まぁ、あの時は適当に言った気がするけど」

「ほらやっぱり」

「でも、バレたバレないって問題がなくても、俺は本当にすぐ結婚したいと思ってた」

　口を尖らせてそっぽを向いたものの、彼の声からは嘘っぽさを感じなくて、私は再び彼を見る。

「夫婦ごっこなんてしてたせいか、俺の中には恋人って選択はなくなってた。一葉とは、そんなぬるい関係じゃもの足りない。約束通り、婿になってやる」

　ドキン、と胸が優しい音をたてた。こんな風に想ってくれるなんて、夢みたい。

　愛しそうに目を細めた彼は、ほうける私の頭を支え、おでこに短いキスを落とす。

「ここまで俺の考えを変えたお前は、すげぇよ」

　〝負けた〟とでも言いたそうな笑みを浮かべ、零士さんはベッドから離れた。

　そして、棚の引き出しからペンを取り出すと、再びこちらに近づき、自分の顔の横にそれを掲げてみせる。

「さぁ、サインする？　しない？」

　最後の選択は、もちろん迷うことはない。

「喜んで書かせていただきます！」

　私は嬉しさを隠せない笑顔で、彼が持つペンに手を伸ばした。





＊　＊　＊






　こうしてれっきとした夫婦になったわけだけれど、私にはどうしても心に残っているモヤモヤがあった。

　それは、仲良くしてくれている早乙女くんや本庄さんには、騙していたことを謝ったほうがいいんじゃないかという思い。

　営業部の皆に夫婦アピールをしてしまった日から数日後、ふみかに『結婚祝いで飲みに行こう！』と誘われたので、仕事終わりにユウヤケで相談していた。

「あたしは言わなくてもいいんじゃないかなって思うよ」

　ボブの髪の毛を後ろでちょこんと結んだふみかは、少し考えてフライドポテトをつまみながらそう言った。

　私はまだ迷いが消えず、うーんとうなる。

「そうかな……」

「一葉は謝ってスッキリするかもしれないけど、相手は複雑な気分になるだけじゃない？」

　はっきりと言われて、少しはっとさせられた。

　確かに、私は自分の罪悪感を消したいだけなのかもしれない。結局、自分のことしか考えていないのかも。

「本当に結婚したんだし、何も今さら暴露することないよ。するにしても、もっと時間を置いて『実はあの時は～』って話したほうが、お互い笑い話にできるんじゃないかなぁ」

　ふみかの言うことはもっともだ。相手の気を悪くさせるだけなら、打ち明ける必要はないだろう。少なくとも、今は。

「……そうかもね。今までの皆の気遣いとか、全部むげにしちゃうもんね」

　迷いがなくなり、明るい表情で言うと、ふみかも「そうだよー」と言ってにこりと笑った。

「それにしても、部長がムコ殿だとは、さすがに皆気づかないよねぇ。なんか似合わなすぎるし。でも、婿になってまで、一葉と一緒になりたかったってことだもんね～！　どうよ、本物の新婚生活は!?」

　ふみかは急にテンションを上げ、興味津々で食いついてくる。

　ちょっぴり気恥ずかしくなった私は、はにかみながら答える。

「や、まだ一緒に住んでないからね……正直結婚した実感はあんまり」

「そっかぁ。もう実家に入ることになるの？」

　シャンディ・ガフをひと口飲み、「ううん」と首を振る。

「親も『まだまだふたりの生活を楽しんでいいよ』って言ってくれてるし、しばらくは零士さんのマンションで暮らすつもり。年末の休みから、徐々にお引っ越ししようかなって」

「へぇ～、よかったね！」

　ぱぁっと表情を明るくするふみか同様、私もホッとしている。やっぱりいきなり同居は抵抗があるから。いずれはそうなるとしても、今はまだ零士さんとの新婚生活を満喫したい。

　すると、私たちが座るテーブル席に、チーズフォンデュが運ばれてきた。

　ふみかはさっそく四角くカットされたパンを串に刺し、とろりとチーズを絡ませる。そして、何げない調子でこう言った。

「これであの癒し系王子も、本当に失恋しちゃったわけだ。誰か紹介してあげようかな」

　癒し系王子って早乙女くんのことだよね。彼には本当に申し訳ないけど、私なんかに好意を持ってくれたことは嬉しかった。

　ちょっぴり複雑な気分になっていると、カランコロンとドアベルが鳴り、店内に入ってきた人にお互いなんとなく目を向ける。

　その瞬間、私たちは目を見開いた。やってきたのは、今まさに話していた早乙女くんだったから。しかも、彼の後ろから姿を現したのは、マロン色の巻き髪を揺らす本庄さんで、さらに驚く。

　早乙女くんは目を点にしている私たちに気づき、ぱっと笑顔を見せる。

「あれ、ふたりも来てたんだ」

「な、なんで早乙女くんと本庄さんが!?」

　ふたりを交互に指差す私に、本庄さんは、あはっと笑い、早乙女くんの肩にぽんっと手を乗せた。

　いつの間にそんなに親しくなったの!?

「帰りにたまたま会ったのよ。忘年会でちょっと悩みを聞き合いっこしてたんだけど、あの時はなんせ酔っ払ってたからよく覚えてなくてさ。これからもう一回ちゃんと話そうかってことになって」

　本庄さんがそう説明してくれた直後、店員さんに促されたふたりは、私たちの席に近いカウンター席へと向かっていった。

　ふみかは事情を知っているらしく、ニヤニヤしながら言う。

「言い忘れてたけど、忘年会で一葉たちが帰ったあと、ふたり盛り上がっててさ」

「そうだったの!?」

「あの時、早乙女くんも相当、部長に嫉妬してたみたいだからね～。悩み吐き出したかったんだよ、きっと」

　私は口を半開きにして、その事実を聞いていた。私たちが帰ったあと、そんなことになっていたとは。

　意外な組み合わせだなぁと、ふたりをチラチラと見てしまう。

　でも、本庄さんは早乙女くんを自分のペースに巻き込み、彼もまんざらでもなさそうで、そのやり取りがなんだか微笑ましかった。

　しばらく別々に飲み食いしていると、カウンターから「おーい」と呼ぶ本庄さんの声が聞こえてきた。

　振り向けば、早乙女くんは立ち上がり、本庄さんは私たちに手招きしている。

「ふみかちゃん、交代～！」

「えっ？」

　キョトンとする私たち。どうやら、早乙女くんと席を交代しろということらしい。

　何かピンときたのか、含み笑いするふみかは、私に「じゃ、指名入ったんで、またあとで」と軽い調子で言い、カウンターへと向かっていった。

　逆にこちらへ来た早乙女くんは、少し遠慮がちな笑みを浮かべる。

「ちょっと話したいんだけどいい？」

「あ、うん！　もちろん」

　頷くと、彼はふみかがいた席に腰を下ろした。資料室で話した時以来、仕事以外でしっかり話すことはなかったから、微妙な緊張感が漂う。

　なんとなく姿勢を正し、二杯目のカクテルに口をつけていると、早乙女くんは少し目を伏せて話しだす。

「……僕、部長のこと、ちょっと誤解してた」

「誤解？」

　私はコトリとグラスを置き、伏し目がちの彼を見つめた。

「一葉ちゃんのこと、大切に思ってないんじゃないかって疑ってたけど……この間、部長と話したらよくわかったんだ。あの人も、本当に一葉ちゃんのことが好きなんだなって」

　零士さんと話を？　いつしていたんだろう。

　少し驚きつつ、切なげな笑みを浮かべる彼の話に耳を傾ける。

「ずっと羨ましかったんだ、部長のことが。仕事もできてカッコよくて、そのうえ、僕の好きな人と結婚してるなんてさ……。憧れてるからこそ、そのうちの何かを奪いたくなった」

　……知らなかった、早乙女くんがそんな風に思っていたなんて。

　どういう顔をしたらいいのかわからず、ただじっと早乙女くんを見つめていると、彼は目を合わせて言う。

「一葉ちゃんのことが好きだったのは、本当なんだよ。でも、そういう汚い気持ちがあったのも、事実」

　吐露される思いを聞いて、頭の中でリンクするのは、零士さんがついこの間漏らしていたこと。

　昔は、なんでも持っているお兄さんに劣等感を抱いていたと言っていた。それは、きっと遥一さんに憧れていたからだとも。

　早乙女くんも同じなのかもしれない。憧れが羨みになってしまうのは、決して珍しいことではないから。

「もういい加減、君のことは諦めるからって言いたかったんだ。悩ませるようなことをしてごめんね」

　眉を下げて笑う彼に、言いたいことはたくさんある。だけど、最適な言葉が見つからない。

　まごついているうちに彼は腰を上げてしまった。

　私は咄嗟に「早乙女くん……！」と、無意識に呼び止める。

　しかし、もう一度私を見た彼は、スッキリしたような笑顔で言った。

「ずっと、幸せでいるんだよ。約束」

　その言葉で、嘘をついていたことへの謝罪や、好きになってくれたことに対するお礼よりも、私がするべきことがわかったような気がした。

　自分が幸せになることで、誰かの気持ちが報われることもあるのだ。零士さんと桐絵さんのように。

　今私にできるのは、零士さんと幸せな家庭を築くこと。それが、偽装夫婦なんてことをしてしまっていた罪滅ぼしになるんじゃないかって、勝手だけど思うのだ。

　早乙女くんに笑顔を向けて、「もちろん」と力強く答えると、彼も微笑んで頷いてくれた。




　それからは、本庄さんとも話をして楽しい時間を過ごし、気がつけば午後九時を回っていた。

　帰りは零士さんがユウヤケまで迎えに来てくれたのだけど、総出で見送られたものだから、さぁ大変。『なんで早乙女がいるんだ』と不機嫌になってしまった旦那様に、事情を説明したものの……。




「ん……っ、え!?」

　彼とひと通り愛し合ったあと、部屋のベッドで裸のまままどろんでいた私は、再び身体の中心部に指が触れるのを感じて、ぱちっと目を開いた。

　まさか、またする気!?

　いつの間にか私を組み敷いていた零士さんは、意地悪な笑みを浮かべて私の耳を甘噛みする。

「今夜は寝かせないっつったろ」

　ゾクリとするほど甘く囁かれ、収まったばかりの熱が戻ってくる。

　なんでそんなに元気なんですかー！……と、文句を言いたくなるのは、ただの照れ隠し。求め合えることが、本当は嬉しくてたまらないんだ。

　いつまでも、ずっとこうしていられますように――と、全身で彼の愛を感じながら祈った。










極上の日々の始まり［Ｓｉｄｅ零士］




　一葉と本当の夫婦になってから、早くも一ヶ月が経つ。

　数日前に引っ越しが完了し、一緒に暮らし始めた彼女は『これ夢だったんです！』とか言って、毎朝ネクタイを結んでくれていたりする。

　年末年始はお互いの実家に改めて挨拶をしに行き、兄貴にも一葉を会わせることができた。桐絵とも順調そうで、前よりずっと幸せそうなふたりを見るとホッとする。

　親同士はすでに気心知れた仲だし、両家の顔合わせをする必要がなかったことで、すぐに入籍することができたのは助かった。まぁ、電撃結婚には皆が驚いていたが。

　職場では、相変わらず上司と部下の姿勢を崩すことはない。ひとつ変わったことと言えば、お互い指輪をするようになったことくらいだ。一応、俺のものだって示しておかないとな。

　皆は俺が婿になっただなんて、夢にも思っていないだろう。一葉の両親と同居しているわけではないから、自分でも実感がない。

　それでも、新しい家族ができて、想像以上に心が豊かになったように感じる。

「坂本部長、なんだか雰囲気が柔らかくなりましたね」

　商品の提案をしに訪れた、ホテルの洋食レストランのマネージャーからも、今そんなことを言われている。普段の営業は部下に任せているが、今回は俺が行うことにしたため、マネージャーと会うのも久しぶりだ。

　俺より少し年上の、見るからに人のよさそうな彼は、俺の左手薬指を指して言う。

「もしかして、それのせいかな」

　ニコニコしている彼に、俺もフッと笑みをこぼして、「そうかもしれませんね」と返した。自分ではそんな変化は全くわからないが。

　マネージャーは、笑顔を絶やさないまま、先ほど俺が渡した資料を眺める。

「これにも驚きましたよ。『チーズやハムをハート型にくり抜く』とか、『クッキーの型を使って、チョコのようなひと口サイズのハンバーグや寿す司しを作る』とか。部長さんは、そんな可愛らしいことを考えるようなタイプじゃないと思ってたから」

　彼が見ている用紙には、バレンタインの料理に使えるひと工夫のアドバイスが書かれている。これは一葉が書いた物だ。

　たまにはこういう手作り感のある資料も真心が伝わるかと思い、そのまま使ってみることにしたのだが、ここ以外の施設でも好感触だった。

　俺もそれを眺め、口元を緩める。

「これ、実は妻のアイデアなんです。おっしゃる通り、私にはそんな発想はできませんでしたよ。今日は、彼女が考えてくれたことを、私が精一杯提案させていただきました」

　一葉の努力を無駄にしないよう、最善の提案をするのも俺の役目だ。こうやって、仕事の面でも協力し合えることが嬉しかったりもする。

　マネージャーは納得したように頷き、明るい表情を見せた。

「部長自ら出向いてこられるなんて珍しいなと思ってたけど、そういうことでしたか。ランチバイキングで何か目新しい料理を、と思っていたので、商品ともども参考にさせてもらいます」

「えぇ、ぜひご検討ください」

　誠意を込めて頭を下げ、これで切り上げようと思った、その時。

「じゃあ、ラブラブな新婚のおふたりに、こちらからもご提案させていただいてよろしいですか？」

　意味深な笑みを浮かべてそんなことを言ってくるマネージャーを、俺はキョトンとして見返した。

　一月の下旬、先日積もった雪がまだ少し残っている中、俺と一葉は初めての場所を訪れていた。

　美しい清流の滝が目を引く庭園。そこを抜け、緩やかな階段の先にそびえるのは、ゴシック様式の教会。以前マネージャーに紹介された、ホテルと提携している結婚式場で行われるブライダルフェアにやってきたのだ。

　プランナーに案内されて館内を見学している今、一葉は目を輝かせっぱなしだ。

「どうしよう零士さん、テンション上がっちゃいますー！」

　興奮ぎみに俺の腕にくっついてくる一葉に対し、俺はなぜか第三者目線で式場内を観察してしまう。

「さすが、金かかってんな」

「夢を壊すようなこと言わないでください」

　急に仏頂面になってツッコむ彼女に、笑いがこぼれた。

　厳かな教会内には、ステンドグラスから柔らかな光が差し込んでいる。

　すぐに笑顔に戻った一葉は、辺りを見回して言う。

「もうシミュレーションなんてすることないと思ってたけど、まだありましたね、模擬挙式が！」

　〝うまいことを言った！〟というように、得意げかつ嬉しそうな彼女。笑いながら「そうだな」と返したが、俺は正直、式場にはそこまで興味があるわけじゃない。

　それより、一葉が喜ぶ姿のほうが見たいんだ。

　ひと通り見学し終わり、今度はドレスを試着するらしい。数百着のきらびやかなドレスに囲まれた衣装室に案内されると、またもや一葉がキャーキャー言い始める。

　どれでも好きな物を試着できるということで、うっとりしながら吟味する彼女に付き合い、似合いそうな物を選んだ。

　これがいいのでは、とふたりの意見が一致したのは、スカートの部分がふわふわとしたボリュームのある純白のドレス。バックにフラワーコサージュがついていて、可愛らしい一葉を、より引き立ててくれそうだ。

　彼女が試着している間、ソファに座ってしばらく待つ。そして、「お待たせしました」という声とともにカーテンが開けられた瞬間、思わずドキリとさせられた。

　華きゃ奢しゃな肩を出し、細いウエストが強調された純白のドレス姿は、どこかの国の清らかな姫のよう。

　これはヤバい……想像以上に可愛いすぎる。

　恥ずかしそうにうつむきぎみの一葉は、上目遣いで俺を見つめる。

「どう、ですか……？」

　ポカンとする俺は、そのマヌケであろう顔のままぽつりと呟く。

「……まいった」

「へ？」

　よく聞こえなかったのか、小首をかしげる彼女に、プランナーの女性はニコニコしながら言う。

「小物もつけてみましょうか。ティアラとネックレスをお持ちしますね」

　そして俺に目を移し、「どうぞお写真など、お撮りになってお待ちください」と言うと、フィッティングルームを出ていった。

　カメラも出さず、一葉を見つめ続ける俺は、不思議そうにする彼女にゆっくりと近づく。

「零士さん？」

「驚いた……すっげぇキレイ。本物のお姫様みたいだ」

　歯が浮くようなセリフがすんなりと出てくる。そのくらい感動してんのかな、俺。

　一葉は目をぱちぱちとしばたたかせ、すぐに赤くなって肩をすくめる。

　そんな姿もいじらしくて、俺は思わず彼女の腰を引き寄せた。

「このままどうにかしたくなる」

「それはやめてください！」

　ギョッとする彼女に笑いをこぼし、ふっくらとした唇に軽いキスを落とす。

「このくらいは、いいだろ」

　いたずらっぽく口角を上げてみせると、一葉はぷっと噴き出した。そして俺を見上げ、こんなことを言う。

「……最初は、女除けのために奥さんを演じるなんて信じられない！って思ったけど、零士さんがそうしてくれなかったら、きっと今の幸せはなかったですよね。結果的に、私にとっては超ラッキーでした」

　一葉は、俺たちの妙な関係が始まった頃を思い出すように遠い目をしたあと、無邪気に笑った。

　……そうか、こいつは俺が気まぐれで偽装夫婦を始めたと思っているのか。本当の理由は、まだはっきり話していなかったからな。

　もう半年以上前、バーで一葉と会った、あの夜を思い出す。

『口は悪いけど、本当はあったかーい人なんれすね……』

　ベッドに寝転がってそう言った彼女の言葉には、実は続きがある。眠りに落ちる寸前、ふにゃりと笑ってこう呟いたのだ。

『私は好きれすよ……そういう人』

　トクン、と胸が鳴ったのは久々だった。酔っ払いの言葉なんて、本音なのかそうでないのかわからないというのに。なぜか、彼女の言葉は信じてみたくなる。

　俺はあっという間に眠りに落ちた一葉の隣に腰かけ、あどけない寝顔を見つめて呟いた。

『……俺も、お前みたいなバカは嫌いじゃないな』

　くーくーと眠る彼女の頬に、そっと触れた俺の表情は、自然と柔らかくなっていた。

　あの時は気づかなかった。だが、あの瞬間から、自分でもわからないほどわずかに、恋が芽吹いていたのだ。そう、今になって思う。そうでなければ、偽装夫婦なんて面倒なことをできるわけがないのだから。

　俺たちの今があるのは必然だ。始めは小さかった芽が、こんなにも大きく育っただけ。偽りの関係に感化されて、たまたま愛が生まれたわけじゃない。決して。

「零士さん。こんな私のことを好きになって……結婚してくれて、ありがとうございます」

　ふわりと微笑む姫君には、今日も心をじんわりと温かくさせられる。

　俺が惹かれたこの素直さは、ずっと変わらないでいてほしい。いつまでも、このドレスのように白く清いままで。

　とろけるような視線を絡ませ、甘い言葉を紡ぐ。

「……こちらこそ。これからも愛させてくれよ」

　そうして、再び唇を寄せようとしたところで時間切れ。戻ってきたプランナーから一葉は顔を背け、赤面していた。

　この可愛さにやられている場合じゃないな。本物の結婚生活は、まだ始まったばかりなのだから。
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夫婦だけど、恋しています




　遠くに見えるのは、青空にくっきりと浮かぶ、雪化粧した山並み。足元には、日差しを反射して目がくらむほどの、一面真っ白な世界が広がる。

　電撃結婚から約二ヶ月後の二月、私たち新婚夫婦は非日常的な気分を味わえるゲレンデにいた。スノーボードほぼ初心者の私は、板をつけて立ち上がることすらままならない。

「わわわっ！」

「おっと」

　バランスを崩し、ぼふっ、と飛び込んだのは零士さんの腕の中。前のめりになった私を、すぐに抱きとめてくれたのだ。

　この腕の逞しさも、居心地のよさも、もう充分知っている。それでも、私の心臓はいまだにドキンと反応してしまう。

「教えがいがあるな、これは」

　彼はそう言って、呆れ交じりの優しい笑みをこぼした。

　黒とカーキ色のウエアに身を包み、ニット帽を被っている彼。初めて見るアクティブな姿は、当然ながら文句なしにカッコいい。

　朝からドキドキ、キュンキュンしてしまう。




　今日の目的は、いわゆるスノボデート。県境にあるスキー場に日帰りで来ている。

　数週間前、お父さんの友達から、株主優待の一日リフト券が回ってきたらしく、『零士くんと行かないか？』と言われた。

　スノーボードは高校時代に行事でやったことがあるけれど、その一度だけ。だから、なんとなく気が引けていたのだけど、一応、零士さんにその話をしてみたところ……。『リフト券？　それはありがたいな。久々に行くか』と、予想外の返答が来たのだ。

　なんとこの旦那様、学生時代はスノーボードにハマッていて、板やブーツのセットも完璧に揃っていると言うではありませんか。最近は忙しくて行っていないようだけど、それでも二年ほど前までは毎年暇を見つけて行っていたらしい。

　最初は乗り気じゃなかったくせに、『零士さんの滑る姿を見てみたい！』という好奇心が急激に膨れ上がった。すると、ウエアすら持っていなかった私のために、零士さんはそれをプレゼントしてくれたのだ。赤いチェック柄で細身のタイプの、とっても可愛くてオシャレなデザインの物。おかげですっかり行く気満々になり、今に至るというわけだ。




　何度も転び、零士さんが笑いながら手を差し伸べてくれるたびに、幸せと優越感を得る。この手も、微笑みも、全部私だけのものだから。彼氏ではなく旦那様だけれど、私は今日も恋をしているのだと実感しながら、失敗しても気にせず練習を続けた。

　そうして、ようやく乗ってみることにしたふたり乗りのリフトは、最初は少しだけ怖かったけど、慣れれば雄大な景色を楽しむ余裕も出てきて、とても気持ちがいい。

　隙間なくふたりでくっついていると、ふと思う。こうやって零士さんと並んだ子が、過去にいるのかなって。

　さっきみたいに、転んだ時に抱きとめてもらったりしちゃったら、簡単に恋に落ちそうじゃない。ゲレンデマジックなんてなくても、零士さんはとっても素敵なんだし。過去に嫉妬しても仕方ないけれど、やっぱり気になるものは気になる。

「……学生時代は、女の子と来たりしたんですか？」

　素直に聞いてみると、一瞬キョトンとした彼は、「サークルの皆で来たことはあるけど」と答えてくれた。

　サークルということは、彼女ではないんだろう。でも、零士さんに手取り足取り教えてもらった子がいるのかもしれないよね……。

　なんとなく腑ふに落ちないまま、「ふ～ん」と頷いていると、彼に顔を覗き込まれた。

「ヤキモチ焼いてんの？　もう奥さんなのに」

　いたずらっぽく口角を上げる彼。

　図星を指され、顔が火照りだした私はそっぽを向いて、ボソッと呟く。

「……いつまでも妬やきますよ」

　私ってこんなに独占欲が強かったんだな。

　そう思っていると、トントンと肩を叩かれ、私は反射的に振り向く。彼のキレイな顔が迫ってくるのを認識した瞬間、あっという間に唇を奪われた。

「っ……れ、零士さん!?」

　びっくりした……！　抱えていたボードを、危うく落とすところでしたよ！

　すぐに唇を離されたけれど、顔を真っ赤にして動揺しまくる私が、彼の愛おしそうに細められた目に映っている。

「バカだな。お前しか目に入ってねぇのに」

　優しい声で紡がれたその言葉は、私の胸をこれでもかというほど締めつける。まるで、幸せというリボンでぐるぐる巻きにされているようだった。

「でも、嬉しい」

　口元が緩むのを抑えられない私の頭を、零士さんは片手で自分の肩に引き寄せ、ぽんぽんと撫でてくれる。

　さっきのキスといい、後ろのリフトに乗っている人に見られているかもしれないと思うと恥ずかしい……。でも、こんな恋人気分を、いつまでも味わっていたいと思う。

　それからも、零士さんは常に私についていてくれた。本当はもっと上級者コースで滑りたかっただろうけど、私としては嬉しい。簡単なターンをしているだけでも、彼はとってもカッコよくて、私は惚れ惚れしてしまう。

　そんな様子で見とれていたこともあり、順調に滑っていたはずが、バランスを崩してしまった。

「あ、ちょっとちょっと、きゃー!!」

　うまく止まれなくて、私は派手に雪の中へダイブした。零士さんは笑いながら軽やかに滑り降りてくる。そしてカッコよく止まると、転んで雪まみれの私にスマホを向ける。

「なんで撮るの！」

「雪だるまみたいだから」

　ククッと笑いをこらえながら、写真に収める意地悪な旦那様。

　もう、こんな恥ずかしいところ撮らなくていいのに！

　ムッとしている私に、零士さんはスマホをしまって手を差し伸べる。

　その手を取ると、立ち上がると見せかけて、思いっ切り引いてやった。

「うわ、おい！」

　ドサッと手と膝をついて転んだ彼を見て、笑い飛ばす。

　どうだ、してやったり！

「写真の仕返しです」

　そう言って、いたずらっ子のように笑うと、目をしばたたかせた彼もぷっと噴き出した。

「クソ。やられた」

　おかしそうに笑った彼は、こちらに手を伸ばし、ギュッと抱き寄せてくる。

　なっ、なぜまた大胆なことを!?と、あたふたする私の耳に、「俺に仕返しとは、いい度胸だ」という言葉が飛び込んでくる。どうやらこれは私を困らせたいがための〝仕返し返し〟らしい……。

　ぎゃーぎゃー言ってもがく私は、やっぱりこの人には敵わないと思い知るのだった。
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　雪だるま状態で撮ったツーショットなど、これまでの思い出の写真が次々とスクリーンに映し出される。

　メインテーブルの席に座る私は、それらを見ながら記憶を蘇らせていた。

　隣に座るのは、シルバーのタキシード姿もサマになっている旦那様。目を合わせて微笑んだ彼に、キラキラのネイルが施された手をテーブルの下で軽く握られる。私は、懲こりずにまた胸をときめかせてしまう。

　白を基調とした会場には、キレイに着飾った私たちの家族や友達、会社の仲間が集っている。円卓に座る皆は、微笑ましげにプロフィールムービーを見上げていた。

　そう、今日はついにやってきた、結婚式当日なのだ。ブライダルフェアを見学してからすぐに動き始め、五月下旬の今日、めでたく式を挙げることができた。

　私はフェアでひと目惚れした純白のドレスをまとって式を挙げ、今は披ひ露ろう宴えんの真っただ中。婿取り婚ではあるけど、招待状や式の内容は特に普通と変わらない。最後の挨拶を、ヨシさんではなく、私のお父さんがするくらいだ。

　それにしても、ゲストに坂本さんが多くて笑える。お互いの家族同士、ずっと前から親戚だったかのように打ち解けていて、なんだかホッとした。

　現在、妊娠七ヶ月だという桐絵さんも、遥一さんの隣で楽しそうに笑っている。

　遥一さんは、私と初めて会った時から優しくしてくれて、零士さんから聞いていた通りの素敵な人だ。普段からふたりとも本当に仲睦まじいのが見て取れるから、もうなんの心配もいらないだろう。

　私が呼んだ高校時代の仲良し三人組は、相変わらずのノリで盛り上がってくれている。そして、毎日お世話になっている会社の方々も同じく。

　ムービーの上映が終了し、歓談タイムに入ると、ふみかがメインテーブルに走り寄ってきた。彼女は、ドレス姿の私を写真に収めて、笑顔を見せる。

「本当におめでとう、一葉！　もうすっごくキレイ～！　あたしが嫁にしたいくらい！」

「よくわかんないけど、ありがとね」

　ドレスアップしたふみかもとっても可愛いのだけど、相変わらずテンションが高い。

「それにしてもびっくりしたわ。まさか零士がムコ殿だなんて」

　ふみかの隣で、零士さんを冷やかすように笑うのは、タイトなドレス姿がとってもカッコいい本庄さんだ。

　結婚式に招待する人には、さすがに婿の件を伝えておかなければ、と少し前に打ち明けたのだけど、皆驚愕していたのを思い出す。本庄さんの隣に並ぶ、シックなドレスワンピに身を包む中谷さんも、その驚きようを面白おかしく話していた。

　私たちを微笑ましく眺めながら部長のもとにやってきたのは、私の友人たちからも『あのイケメン、誰!?』と言われていた早乙女くんだ。

「部長、一葉ちゃんを泣かせたら、許しませんからね」

　ちょっぴりいたずらっぽく言う彼だけど、零士さんは余裕の表情を崩さない。

「どうするかな。こいつ、泣いた顔も可愛いから」

　私に流し目を向けて、さらっとそんなことを言う彼に、皆がニヤニヤしながら「ごちそうさまでーす」と声を揃える。

　結婚してからというもの、零士さんは人前にいる時でさえ、とっても甘い。

　私はもう恥ずかしくて、縮こまるしかなかった。

　でも、この旦那様は基本ブラックなのだ。それは、このあとに控えている新郎挨拶で露呈することだろう。なぜなら、私がバーで逆プロポーズしたことを、暴露するつもりなのだから！

　つい数日前、零士さんがしたためていた挨拶の文面を、私は偶然見てしまった。そこにはなんと、【最初にプロポーズをしたのは、実は妻からで……】とかなんとか書いてあるではありませんか！

　私は即刻書き直すように抗議したのだけど、彼は『盛り上がりそうだからいいだろ』としれっと言い、全く聞く耳を持たなかったのだ。

　式の緊張と楽しさで忘れていたけれど、思い出したら胃が痛くなってきた……。




　披露宴は順調に進み、終盤に差しかかっていく。皆が参加してキャンドルの火を繋いでいく、キャンドルリレーという演出も終える。普通ならここで花嫁からの手紙を読むのだろうけど、お嫁に行かない私は両親に花束とプレゼントを贈ることにした。

　それでもふたりはうるうるしていて、私ももらい泣きしそうになってしまった。一緒に添えておいたメッセージカードを見たら、また泣くんじゃないかな。

　そして、問題の新郎挨拶が始まる。お互いの両親に挟まれた私たちは、会場の皆と向き合い、零士さんがマイクを握った。

「本日はお忙しい中、私たちの結婚披露宴にお集まりいただき、ありがとうございました」

　下書きしていた紙も見ず、いつものように堂々としている零士さんと一緒に、私も頭を下げた。彼はさらに皆への感謝の言葉を述べ、私との話を織り交ぜていく。

「職場でよきサポートをしてくれている彼女が、人生のパートナーとなってくれたことを、本当に幸せに思っております」

　あぁ、来たー……。確かこのあとよ、暴露話が控えているのは！

　笑い者にされる覚悟をして、私は目を伏せた。しかし……。

「私たちは、付き合ってすぐに結婚しました。だからというわけではありませんが、家族になった今も、私は一葉に恋をしています」

　あの時見た文とは全く違う、キュンとする言葉が耳に入ってきて、私は思わず零士さんを見上げる。

「きっと明日は、この愛がもっと大きくなっているはずです。十年後も、二十年後も、私は同じことを言っているでしょう。彼女にも、絶対に言わせてみせます」

　――それはまるで、二度目のプロポーズのよう。

　皆の前で、揺るぎない愛を力強く宣言してくれた彼は、私にちらりと目を向け、優しく、優しく微笑んだ。その瞬間、じわりと目に熱いものが込み上げる。

　なによ……あれはダミーだったの？　こんなサプライズを仕かけてくるなんて、本当にズルい。ズルいけど……やっぱり、どうしようもなく大好きだ。

　夫婦になってからも胸がときめくのは、恋人期間がないに等しいからというだけではない。相手が零士さんだからだ。彼も同じような気持ちでいてくれたことを、本当に幸せに思う。

　挨拶はお互いの両親への感謝の思いで締めくくられた。温かな拍手が湧き起こる中、私は目元を拭い、世界一愛しい人と微笑み合った。




　披露宴も、その後の二次会も無事終了し、長いようで短い一日が終わった。今夜、私たちは式場と提携しているホテルのエグゼクティブルームに一泊する。

　部屋に入ると、私はミモレ丈の白いドレス姿のまま、編み込んだ髪もそのままで、広いベッドに仰向けに倒れた。

「あ～疲れたぁ～」

　それが正直な感想。とっても楽しかったし、幸せな一日だったけど、もう身体はクタクタだ。

　そんな私の隣に、シャツのボタンを外した零士さんが腰かける。

「もうへばってんの？　一応、新婚初夜なのに」

　新婚初夜。あぁ、なんとエロチック……いや、ロマンチックな響きなんでしょう。

　ぽっと頬を染めつつ、寝転がったまま彼を見て問いかける。

「零士さんは疲れてないの？」

「お前を抱くくらいの力は残ってる」

　ドキリとすることを言うや否や、彼は私に覆い被さり、甘いキスを落とした。

　式での誓いのキスは緊張しっぱなしだったから、今はすごく安心する。

　とろんとした瞳で彼を見つめる私の頭を、大きな手が優しく撫でてくれる。

　いつもと少し違う髪型の彼を見ていると、ふいに披露宴での挨拶を思い出した。

「零士さんって、結構サプライズが好きですよね。今日も、挨拶であんなこと言ってくれるなんて」

　プロポーズも、入籍も突然だったけど、いつも私を喜ばせてくれるよね。

　笑みをこぼすけれど、零士さんは涼しげな表情のまま淡々と言う。

「別にサプライズでもねーよ。やっぱり嫁に恥をかかせるのはかわいそうか、と思って変えただけ」

　……あぁ、そーですか。なんだか素っ気ないのが不満で、私は口を尖らせる。

　けれど、彼はすぐにクスリと笑い、こう続ける。

「でも、もう皆に嘘はつかねぇからな。あれは全部本当のことだ」

　そう言う彼の瞳の色が、どんどん甘くなっていく。そして……。

「愛してる、一葉」

　彼の唇は、とびきりのひと言を紡いだ。

　心が目一杯、満たされる。嬉しさを隠せない笑顔で、「私も」と言うと、零士さんの首に両手を回した。

　ぎゅうっと抱きしめ合い、一度見つめ合って微笑むと、濃密なキスを交わす。いたずらな手つきで身体をいじられ、くすぐったさで身をよじると、彼の巧みな手はドレスのファスナーを下ろし始めた。

　ブラも取り払われて、こぼれる胸をやんわりと揉まれる。さらにその頂を口に含まれると、身体中に甘いしびれが走った。

「ひぁん！　なんか、今日……っ」

「いつもより感じる？」

　零士さんの言う通り、変な声をあげてしまうほど、いつにも増して敏感になっている気がする。

　その快感に悶もだえながら素直にこくりと頷くと、彼はクスッと笑い、「可愛い」と呟いた。

　そのひと言にすら反応してしまい、お腹の奥がきゅっと締まるような感覚を覚える。疲れているのは確かなのに、なんでなの……。自分がいやらしく思えて恥ずかしい。

　でもこれはきっと、今日という日を迎えて、お互いを好きな気持ちが今までにないくらい大きくなっているからだと思う。とても、とても幸せなことだ。

　たっぷりと愛あい撫ぶされ、ようやく繋がって数回揺さぶられただけで、私の意識はどこかへ吹っ飛びそうになっていた。

「んっ、あぁ……！　もぅ、身体もたな……い」

「いいよ、全部、俺にゆだねて」

　色香を漂わせまくる零士さんは、あまり余裕がなさそうに呼吸を荒くしながら、私を深く突き始める。

　汗ばむ背中にしがみつくのもやっとで、何度も甘く啼かされたあと、迫りくる快感の波に意識がさらわれていった。




　……目が覚めると、私の左手に彼の左手が絡められていた。まだ寝息を立てているキレイな寝顔に、尽きることのない愛おしさが湧いてきて、フフッと笑みがこぼれる。

　絡まる指には、大切なリングが光り輝いている。お互いの人生を、ともに歩むと誓った証が。

　これからたくさんの傷がついて、この輝きも少しくすんでしまうかもしれない。それと同じように、いつかは私たちの恋人気分も、なくなる時が来るのかもしれない。

　でもその時には、恋心はきっと新しい愛情にかたちを変えるのだろう。それもまた、素敵なことだ。そうやって、私たちはずっと一緒に生きていけると信じている。

　でも――当分の間、私はこの旦那様に、恋をし続けるに違いありません。
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あとがき




　本作をお手に取り、お読みくださった皆様、ありがとうございます。葉月りゅうです。フィクションならではの展開が盛りだくさんだったと思いますが、お楽しみいただけたでしょうか。




　リアルではなかなか難しいだろう〝偽装夫婦〟という設定は、同姓同士の結婚をしたママ友さんに、そのお話を聞いたことから生まれました。

　私自身、旧姓は地元では結構多い苗字で、同じクラスに三人いた時もありました。もちろん、それだけで恋愛関係になるはずもありませんでしたが、『こんな始まり方があったらどうだろう』と楽しく妄想を膨らませて、本作ができ上がりました。

　ヒーローの言動については、イケメンに限るものも多々ありましたが（笑）、それも強引なブラック部長の、零士さんだからこその魅力だと思っております。

　番外編で書かせていただいたスノボデートは、いつか書いてみたかったシチュエーションでもあります。

　私は比較的、雪の多い地域に暮らしていて、学校の行事ではウィンタースポーツが必ずありました。そのおかげか、ゲレンデの雰囲気がとても好きなのです。

　今回、ゲレンデが溶けるほど、ふたりをラブラブさせてあげられたので（笑）、その点でも嬉しかったです。




　最後になりますが、久々の書籍化作業をサポートしてくださった担当編集の額田様、三好様、作成に携わっていただいた皆々様に感謝しております。

　イメージぴったりのふたりを描いてくださった萩原 凛様、ドキドキ感たっぷりのキュートなイラストをありがとうございました！

　そして、この作品をお読みくださったすべての読者様に、お礼申し上げます。皆様のおかげで、このような素敵な機会に恵まれました。本当にありがとうございました！

　これからも、胸キュンしてちょっぴり笑える、明るいラブストーリーをお届けしていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。





葉は月づきりゅう


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










イケメン部長と（仮）新婚ライフ!?
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